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　　　序節　遠景







　深緑の背が佇たたずむ光景。

　それは、世界の彩いろどりの中で、いつまでも若くあろうとするかのように鮮あざやかな深色。

　ひどく長い間佇んで、静せい謐ひつな冬の大気に晒さらされ続けたその背中。

　不意に、その背に動きが生まれ、右肩が持ち上がる。

　右上半身への力の流れ。それで膨ふくれる後ろ姿。それが、間髪入れず左下方に滑るように流れ、深緑の背が小さく丸められた。

　目を凝こらせば、右肩の上から左下方へと走る銀光が見える動き。力の線が走り、地に切っ先を突き刺して止まる。

　それがもたらすは、内部に空洞のある植物が、鋭するどく切り払われる軽い音。

　僅わずかに鈍いのは、生きた湿り気を帯びた物が相手だったから。

　片かた膝ひざをついた背の向こう、その背と同じ深緑の枝葉が揺れて、細く、真まっ直すぐな、長い筒状の植物が倒とう壊かいする。

　ゆっくりとした倒とう壊かいの光景と、笹ささが掠かすれざわめくのを、深緑の背の主は静かに捉とらえていた。

　切り払われた長い植物が、周りの同種達と幾度かの接触。そして、脆もろさを持つ音を立てて地面との衝しよう突とつ。

　先日から積もっていた淡雪が、塵ちりとなって地表から舞まい飛ぶ。

　微かすかに、薄はく片へんが深緑の肩に積もる。枝の弾はじける音が、そして、舞い散る雪が収まるまで、深緑の背は微動だにせず、ただ沈ちん黙もくしていた。

　雪煙が収まるのを待つかのように、数呼吸置いて

「お見事です。姫ひ殿でん下か」

　背にかけられる声は、適度な距離を置いて控える側近の者。

「世辞はいい」

　深緑の背中が無感動に応じるのは、ようやく、薄うす雪の積もる地表から片かた膝ひざを起こしながらだった。左の腰で、空から鞘ざやの先端が軽く雪面に触れて、地面を微かに見え隠れさせる。

　真まっ直すぐに立ち、右手に抜き身の一刀を提さげると、彼女は目の前にある、切り取られた青竹の切り口を見つめる。

　撫なでても指が痛まない滑らかさ。右上から斜め左下方への切り口は、悪くない切断面を見せていた。

　そして、初めて外気に晒さらされる植物の内面は、瑞みず々みずしく清せい楚そだった。

「刀の力だ。そうでなければ、私の両手で、こうも綺き麗れいに斬きられるわけあるまい」

　どこか淡々と告げる声は若い。一刀に両断された青竹よりも、彼女と側近を囲むように広がる竹林の群生よりも、何よりも彼女の声が瑞々しい。

「良い刀は使い手を選びます」

「ははは、それは人も同じか？」

　戯たわむれの混じる声色に、彼女の肩から薄片が落ちて、音もなく白い地表に消えてゆく。

　側近は答えられず、主君たる少女の背中を眺める。

「琥こ珀はくを失った。貴官は、その報告に来たのだな」

　背を向けたまま、正面を見据えたままの言葉は、問いではなく確認。

　だから、返事を待たずに

「空そらの姫、東とう和わ七なな姫ひめ、七つの宮みやでも最も幼き姫が、まさか、戦乱の口火を切るとはな」

　淡々とした少女の声は、呆あきれたような色も持っていた。

「先に手を出したのは、四しの宮みや様の手勢です」

「それならば、我らも加害者として同罪。故にその言葉は認めない。それが、我が宮都市ナツメの総意であろう」

「はっ、仰せの通りでありました。既に、七なな宮みやの挑発行為、戦端を招いた行いの数々は、東和全土に向けて布告しております」

　戯ざれ言ごとのような会話は、半分、口答での確認作業。些さ細さいな実じつ績せき造りの積み重ね。

「幾いくつになられた？　私や琥こ珀はくの末の妹姫は」

「東とう和わ七なな宮みやは、年が明ければ十三に届くかと」

「四つ下か、私達より」

「はい」

　しばらく、沈ちん黙もくが続いて、それから、ゆったりとした挙動で彼女は空を眺めた。

　側近も、その動きに続く。

　空に伸びる細く、しなやかな竹林の先端は柔やわく、その向こうに白い空間を抱いていた。

　切り抜かれた空は、白く、どこまでも変化のない、白紙の静寂。

　厚いのか薄うすいのか、空の全すべてが白で、層の形が見えない雲の空。

　ただ白く、ただ遠い、かたちのない光景。

「我が刀が弱く、あれの刀は鋭するどかった。故に、同盟者の琥珀を護まもれなかった。そうだな。幼い姫が我らを上回っていたわけではない」

「御ぎよ意い」

　独り言じみた言葉に、深く恭きよう順じゆんの姿勢を取る側近。

「東とう征せいとやら、春には軍を動かすだろう。それまでに、我が方は立ち直れるのか」

「ツヅミでの敗北は、逆に我らを鍛きたえ上げました。そして、東和の各都市は、我が方への支援の姿勢を見せております」

「そうだな」

　深緑の背が揺れる。

　永遠を約束する緑は、常磐ときわと呼ばれる色。

　その色の羽は織おりが、粉雪混じりの風に膨ふくらんだ。

「風か……降るな、今こ宵よいも」

　袖そでと裾すそを風にはためかせ、呟つぶやく。

「今年もナツメは雪に沈むか」

　はためく袖口には、三の文字とそれを囲む常緑の木々の意い匠しよう。

　三さん宮みやの紋章。

「空は気まぐれで脆ぜい弱じやくで冷酷だ。故に、常とこ世よを背負う名を持つ者は、そのような者に後おくれを取るわけには行くまい」

　どこか、気け怠だる気に呟いてから、気を引き締しめるように、片手に提さげた一刀を音を立てて握り直す。

「群臣は集まっているのか」

　問いながら、視線を足元に下ろす。

　浅い雪が、濡ぬれた土に混じって踏み荒らされているのがその目に入る。

　刀を振るった痕こん跡せきを、ぼんやりと眺める背に

「はっ、続々とお館やかたへ参集しております」

　職しよく務むに誠実な一声。

「では、更こう衣いして参る。この東とう和わ三さん宮みや常磐ときわ、せいぜい、姫ひ殿でん下からしく振る舞まって見せよう」

　ゆっくりと、彼女は刀を鞘さやへ収めた。







　その光景には、鮮あざやかな色が二つあった。

「空そら色の姫に琥こ珀はく色の姫が不覚を取ったそうですね」

「華はな姫ひめは散りゆくのも早いのでしょうか」

　語り合い、彼女達は互いに紅茶を手にする。

　山葡ぶ萄どうの香りを与えた紅茶を手にしたのは浅あさ黄ぎ色の袖そで。

　柑かん橘きつの香りを与えた紅茶を口もとに運ぶ手には萌もえ葱ぎ色の袖。

　差し向かう姿は色こそ違え、よく似た年格好の少女達。

　浅黄色と萌葱色の少女達は、小さな円卓で向かい合っていた。

　広い、とても広い庭園。

　見渡す限りにおいて、豊かな調ちよう律りつで愛いとしまれた緑の丘。

　季節の木々が、冬に咲く花木達が規則正しく周囲を囲むなだらかな丘きゆう陵りようの中心に、一つだけ作られた藤ふじ棚だなの下。

　一つだけの小さな円卓に、二人だけの少女達が穏おだやかに腰掛ける。

「次は常磐色の姫の番でしょうか」

「それは危ういでしょう。空の旗がこれ以上広まれば、東和のかたちが崩れます」

「それ故に、中立たる我らが調律師とならねばなりません」

「常磐の姫、永なが姫ひめには支えが必要です」

「ツヅミの全すべて、カセンに渡すわけには参りません」

「されど、何なに故ゆえ、このような事態になったのでしょうか」

「お嘆きの通りです。東和の争いは何も生みません」

「我ら七人、姉妹でありましょうに。仲なか睦むつまじく、東和各都市は成長を続ければ良いのです」

「我らが争い疲ひ弊へいすれば、山向こうの、中ちゆう原げんに犇ひしめく大国が喜び、つけ込む隙すきを見つけるだけです」

　どちらがどちらの言葉か、まるで詩歌を紡ぎ合うような会話は、そっくりな声と口調。

　その浅黄色と萌葱色の装しよう束ぞくも、染め色こそ違え、全く同じ意い匠しようの姫装束。

　僅わずかに違うのは、五の紋もん章しようと六の紋章。ともに優ゆう美びに束ねられた蔦つた飾りの上に染め抜かれてる。

「この一件を東とう和わ戦争などと下しも々じもは囃はやしております」

「七なな姫ひめ戦争、七なな都と動乱、ご大層な命名をしたがる方々も」

「たとえ、残りの五人の姫が争いを好もうと」

「我ら姉妹は踊りません」

「五いつ宮みやと六むつ宮みや、クラセとマキセは双子都市」

「少なくとも、我ら二人は実の姉妹ですから」

「素性に澄すんだ物無き五人の宮姫に好き勝手はさせません」

　二つの都市。五宮クラセと、六宮マキセの中間点。四季の庭園と呼ばれる王室伝来の保養地で、五宮浅あさ黄ぎ姫と、六宮萌もえ葱ぎ姫は穏おだやかなお茶の時間を共にした。

　その遠景にも、やがて、白い雪が微かすかに舞まい降り始めて行く。







　翡ひ翠すい色の袖そで先で、同じ色の宝玉が煌きらめいて揺れる。

　その色は、頑かたくななまでに澄んでいる。

「哀れなのは四しの宮みやだけではありません。愚かに武力を用いようとする三さん宮みや常磐ときわも愚劣。曖あい昧まいな融ゆう和わで、怠たい惰だな平成を望む五宮、六宮、分家の小娘達も悲惨の極み。そして、私達の和平の祈りを踏みにじり、狂気の蛮ばん行こうを図った七なな宮みやの幼子もしかり」

　その声は高く澄み、その眼まな差ざしは限りなくひたむきな輝かがやきをたたえている。

　翡翠色の法ほう衣いが、壇だん上じようで切々と語る。

　淡く舞い始める雪が、その装しよう束ぞくを祝福する花びらのように景色に溶ける。

「東和を乱す、くせ姫達は退位すべきなのです。哀れな華はな姫のように」

　銀糸に金の縁ふち取どりは、細い長身を巨大な花のように鮮あざやかに彩いろどる。

　東和第二の人口と力を誇る都市、スズマの中心にその扇おおぎ形がたの祭さい祀し場はあった。

　巨大な円えん錐すいの演壇は前年にもうけられたばかりで、二階層の楼ろう閣かくほどの高さを持つ。

　それを、約八千人の人々を立たせられる扇状の石段が取り囲み、翡翠色の少女の言葉に耳を傾ける人々が満ちあふれていた。

「皆様方ご承知の通り、東和とは和を成す世界。人々が手を取り合い誠意を紡ぎ合える世界なのです。絶対なる和の精神は統すべたる世界、即すなわち、真なるかたち、統和へと繫つながるのです」

　おおっと、観かん衆しゆうがどよめく。歓喜の色を巻いて。

　翡翠色の法衣が、人々の前で、こうして語ることは少ないことではなく、そして、語られる内容はいつも大差がない。

　だから、少女の声がそれほど通らなくても、祭祀場に押し寄せる人々はその言葉の内容を熟じゆく知ちした反応をする。

　彼らは同じ光景の、同じ言葉の確かさを求めた人々。

「東とう和わを真統和へ、過ちを正し、正当なる世界を創つくるため、この東和真しん姫ひめ翡ひ翠すいは皆様方と、未来へ躍やく進しんするのです」

　歓声が上がる。怒ど濤とうの如ごとし人々の熱狂。

　人々の熱と声に圧倒され、淡雪が吹き飛ばされると思える時間。

　翡翠色の法ほう衣いは、人々に頭を下げて、長々と、そして清せい楚そに佇たたずんでいた。







　その黒衣は、誰だれよりも何よりも鮮あざやかな黒。

　何度も何度も、最高の染色家と、最良の染色技術によって、長い月日と手間を掛け、繰くり返し染め上げられた最上の黒色。

　黒くろ綾あや。本当にこの言葉が使われる黒は、東和でただ一人の姫が占有し、その姫装しよう束ぞく以外に用いられることはない。

　雪舞まい散る御み影かげ石いしの道行き。

　静せい謐ひつに輝かがやく黒こく曜よう石せきの胸飾りと、長大な黒衣が鮮やかな姫装束。

　その黒髪と白い容よう貌ぼうを隠す大帽子には、大たい輪りんの花を形作る黒絹きぬの飾り紐ひも。広がる肩は翼つばさとも羽は衣ごろもとも取れる優ゆう美びな線を成し、主あるじの身長を大きく上回る長い大袖そでの先端は、後方から追従する二人組の巫女みこ達によって、地に触れぬよう大切に抱きかかえられている。

　篝かがり火びと、贅ぜい沢たくに焚たかれた香こう木ぼくの籠かごを左右に従える道を、音も無く黒衣が進む。

　遠巻きに、それを囲み、膝ひざを屈し、頭こうべを垂れるは数十の重臣達。

　ご本人か？

　囁ささやく重臣の一人。

　おそらくは、この威い厳げんは影かげ姫ひめにあらず

　傍かたわらで、一人の重臣がこれも囁きで応じる。

　何ヶ月ぶりだ。あの方が我々の前に姿を見せるのは

　さらに他の重臣が、頭を垂れた不動の姿勢を守りつつ呟つぶやく。

　先王への御み霊たま参りが最後なら、半年ぶりか

　いや、血の粛しゆく清せいがあった、あの水面みなも月以来では

　重臣達の囁きには、僅わずかな畏おそれさえある。

　あの方が動かれると、雪ではなく血の雨が降る。

　誰だれかが囁き

　忌いま々いましきは、あの黒鬼どもよ。

　応じる重臣の前、黒衣の姫の背後に続く者達が新たに現れる。

　こちらは硬い軍靴で音を立て、規律正しく、だが、驚おどろくほど静かに行軍する五十人ほどの黒衣。いや、黒い式典用の甲かつ冑ちゆうと軍服。

　一団の先頭が掲げる旗は、一の文字が染め抜かれた黒旗。

　一いち宮みや親しん衛えい隊　黒こつ騎き団

　目の前を行進するのはその代表達で、重臣達の背後、さらに遠巻きに、残りの五千人がこの場を囲んでいる。

　東とう和わ最強の騎士団と呼ばれる者達。

　亡き先王の墓所への祭さい祀しに、このような者どもを

　いや、二にの宮みやが真しん姫ひめなどと名乗り焦きな臭くさくなりました。七なな宮みやの騒そう乱らんもあります。

　お考えがあっての、諸侯への威圧か……それとも

　我々への恫どう喝かつか

　そこまで露ろ骨こつな発言は、重臣達の誰だれも口にはしなかった。

　彼らは、黒衣の姫君、その護ご衛えい達が、声一つ、咳せき一つ立てず進むのを、ただただ平へい伏ふくして見送るだけだった。







　東和と称される世界は、それほど大きくもなく、小さくもない。

　大陸と称される大地も、どの程度大きいのか定かでない時代の、東の端に突き出た領域。

　北東から南西に流れるなだらかな東海岸の半なかほど、東と南へ尖とがった角を持つ、半島と呼ぶには短めな形をした土地。

　山脈と海で囲まれて、中ちゆう原げんと呼ばれる一大文化圏から、適度に離れた所。

　北が上の地図で見るならば、東和の平野部、真ん中辺りに一宮シンセンと称す都市がある。

　長く、東和の主軸であり続けた大都市。公称百万の人口を抱える古都。

　その傍かたわら、やや東には二宮スズマ。

　東和第二位の都市にして、天下の副都を自認する産業都市。

　中心から少し距きよ離りを持って、南に二つの都市。

　北から南の端まで、東和中央を分断する大河の東側に五いつ宮みやクラセ、六むつ宮みやマキセの姉妹都市。

　大河の西側には、水運都市として栄えた四しの宮みやツヅミが、川筋に寄り添うように鎮ちん座ざ。

　ツヅミから、さらに西、東和中心からは、西北に位置する都市が二つ。

　南寄りに、山地の中に生まれ、自主独立の気風高き都市を三さん宮みやナツメ。

　西寄りには、中原と東和を分かつ山脈の峰に抱かれる地方都市。

　それが、東和第七に数えられる都市七宮カセン。

　これが、東和七宮の時代、誰もが良く知る世界のかたち。

　それが、崩れ始めたのは、つい半月ほど前。

　雪ゆき祭まつりと呼ばれる時期が、終しまい月づきと呼ばれる時期に代わった頃ころ。

　七宮カセンが、七の宮姫を自称する宮姫軍によって、四宮ツヅミを圧倒し占拠。四宮の姉姫を排除した所から、俗に言う七なな姫ひめ戦争が始まる。

　ただ、七姫戦争という呼称を、当時の人々はあまり好まなかった。

　七人の姫は、それほど好戦的ではなかったから、東とう和わの人々は、怠たい惰だで、したたかだったから、その騒そう乱らんに露ろ骨こつな命名をすることを避さけ続けた。

　東和の歴史の中、まだ名もない時代。

　深呼吸したくなるような、不安定で、色揺れる時代。

　それが、多くの人が知る世界のかたちだった。







　合わせた指先に、白い息を吹きかける。

　それで、かじかんだ指先が、ちょっとだけ温ぬくい。

　終しまい月づきも半ばを過ぎて、周りには冬が満ちた空気。だから、手足の指先が鈍く痛い感触。

「寒がりだなあ、お姉ちゃん」

　小さな子に笑われる。

「そんなこと無いよ。そっちが火の側そばおさえているから、私が寒いだけ」

　ちょっと、口を尖とがらせてみる。私の頰ほおが、その動きに少し引きつる。

　まだ、冬の風に固まっているのだろう。

　口もとに寄せた指先から火の方へ視線を上げる。

　すぐ、側に子供の丸めた背。その向こうで、ぱちぱちと、たき火が弾はじけている。

　私の背丈の半分くらいに伸びた火の柱。

　煙が空に細く伸びてゆくのを、ぼんやりと見上げる。

　灰色の淡い揺らめき。

　それは、ちょっと視線を上げたら広がる白い空に混じって掠かすれ、行方ゆくえを見失う。

「ほら、そろそろ持てるよ」

「あっ、ちょっと待って」

「ほいっ」

「あちっ、あちっ、熱いよ！」

　放られた黒こげの焼き芋いも。

　荒い包装材が包んでいるけれど、まともに握れないので、右手と左手の間を往復させたりする。

　そんな私が可笑おかしいのか、甲かん高だかい子供の笑い声。

　笑わなくてもいいのに。私が持ってきたお芋なのに。

　格好悪い所を誰だれかに見られていないかと、辺りを見渡すけれど、幸い、私達以外の人ひと影かげはない。

　ちょっと離れた岩場で、私の連れと、大きな犬が行ぎよう儀ぎ良く並んでいるだけ。

　どっちも、とても寡か黙もくで、普ふ段だんはとても静かだ。

　大通りほどの広さを持った冬河原で、火を囲んだ私達。

「ナツシロにはあげないの？」

「犬は熱いの駄だ目め。もっと冷さましてから」

　ようやく、手の中の熱さになれてきた私の質問に、即答と

「あいつも食うの？」

　すごく不満そうな問い。

　あいつ呼ばわりされた人は、まるで木こ立だちのように静かで、反応する様よう子すがない。

「うん、お願いね。あの人、あれでも甘いの好きなの」

　私が答えると、ナツシロのご主人様は仕方なさそうに頷うなずいてくれた。

　なぜか知らないけれど、私はこの子に頭が上がらない。

　普段、接していない種類だからだろうか。それとも、私は生来、こうした方に弱いのだろうか。

　多た分ぶん、どっちも真実。

「あっ、中はちょうど良さそうだよ」

　ぼろぼろと、炭と化した表面。

　真ん中あたりで二つに割ってみると、黄色にしては深い色の中身が顔を出してくれる。

「半分こ」

　寡黙な人が、寡黙なままで受け取ってくれる。

　私はふうふう息を吹きかけつつ、黒ずんでしまった皮を剝はがす。

「いただきます」

「火が強すぎたかと思ったけど、まっ、いいか」

　私がかじりつくのを見て、たき火の主あるじも、その職しよくから一歩身を引く。

「美味おいしいよ」

「あっ、ホント」

　三人で食べるお芋いもは、たまに取り損ねた炭が苦いけれど、見た目以上に甘く、しっとりとした中身。

「幸せだね」

「お姉ちゃんの幸せって単純」

「そ、そんなこと無いよ」

　他愛たわいないお喋しやべり。

　冬空の下、冬枯れの河原で、昼時過ぎの緩ゆるやかな時間。

「ねえねえ、これ、ほんとに貰っていいの？」

　小さな子の手首に、飾り紐ひもに吊つるされた硝子ガラス玉がきらきら。

「うん、お守りらしいけど、役には立たないと思うよ」

「へへ、綺き麗れいだからいいよ。ありがとね」

　無む邪じや気きな笑顔が楽しそうにお芋いもを囓かじる。

　やがて、お腹なかがいっぱいになった頃ころ

「ねえ、お姫様、今頃、何してるのかな」

　どきっとする。とても、無邪気な質問。

　多た分ぶん、何の他意もないと思う。

「そうだね、おやつ食べてると思うよ」

　噓うそじゃない。

「お姉ちゃんみたいに？」

「うん、丸くなるから食べちゃ駄だ目めって、お城の偉い人には言われているけれど、隠れて食べるの好きな人だから」

　これも本当。

　きっと、噓と本当の間はとても広い。

「ふーん、意外と普通なんだ。空そら姫ひめって」

「うん、丈夫なだけで、あとは割と普通だと思うよ」

　そんな会話が行き来するうち、ナツシロが耳を立て、河原から、街へと繫つながる土手側を向くのに気づく。

「ナツシロ、誰だれか来た？」

　飼い主が声を掛けつつ、土手の上に広がる路上を見上げる。

　普ふ段だん、人ひと影かげはまばらな路上。

　行き交う人影は、先ほどから無かった気がする。

　しばらくして、遠くで鈍い音。それに、細い金属音。

　道の一方から、規則的な音の形が近づいてくる。

　弱い北風に、笛の音が流れるから、道行く方々が判わかった。

「楽がく師しさんだよ。歳とし送おくりの曲」

「ああ、終しまい月づきの」

　太鼓の鈍く間隔の空いた拍子、金管の高い音階。

　それを導みちびくように、長く続くたおやかな横笛の旋律。

　東とう和わの、宮都市の暮れを奏かなでる風物。

　みんなで見上げているうち、土手の上行く一行の姿が見えてくる。

　藍あい染ぞめの衣装に、青あお朽くち葉ば色に染められた幟のぼりを掲げる五人の楽師。

　手に手に各種の楽器を操あやつり、少し淋さびしい、それから、どこか温かい楽曲を紡ぐ姿。

　都市各所の大通りを、終しまい月づきの間、季節の曲を奏かなで練り歩き、今年という歳としの終わりを告げて、次の歳が始まる準備を誘ってゆく。それが、方々のお仕事。

「あっ」

　楽がく師しさん達が、ゆっくりと通り過ぎてゆくのを見送るうち、私の視界に揺れて流れる物があった。

「……また降ってきたんだ」

　気がついたら、どんどん流れて行く白いかけら。とても小さい。

「雪が降る。積もりそうだね、そろそろ」

　私が呟つぶやくと、火の側そばから子供の目が淋さびしそうに向けられた。

「お休み終わり？」

　小さな質問に頷うなずく。

「うん、お仕事始まるんだ」

「短くなかった？　もっと遊びたかったのに」

　ちょっと、苦しい質問。

「そんなこと無いよ。きっと、長かったよ。短かったような気もするけど、きっと、長かったんだと思う」

　答える声が、ちょっと笑っちゃう。

「お姫様のお仕事？」

「うん、私、お城勤めだから」

「大変なの？」

　ちょっと、悩む。

「好きだから、そんなこと無いよ。多た分ぶんね」

　楽師さん達の姿が遠くなり、流れる旋律も淡く空気に混じり始める。

　代わりに雪が、少しずつ大粒になって、どんどん増えてくる。

　見上げる冬空。雲が深く広いから、もう雪ゆき終おわりが過ぎるまで、世界から白色が消えることはないと判わかった。

　雪が溶けるより早く、次の積雪が始まる季節。そんな色の空。

　少し前に見上げた空とは、随分違う色だけれど、これも空の色。

「始まるよ。冬色の季節がいっぱいになって行く」

　私は、とても寡か黙もくな、そして、とても大事な私の連れに視線を向けた。

「行こう。お会いしないといけない方々がいるから、私、準備しなくちゃ」

「ねえ、最初は何から始めるの？　お仕事って」

　背中から問われて、私は吐と息いきをつく。白い。

「多分、お別れから始まるよ」

　ぼんやりと、白い息が散って行くのを眺め、そのまま視線を止める。

「お別れ？」

　不ふ思し議ぎそうな声に、小さく頷うなずく。

「うん。一度しか会ったこと無い人だけど、今度はお別れのために会うんだよ」

　視線の先で、雪混じりの北風に、枯れススキが揺れる。

「時期が来たから」

[image: ]













　　　一節　冬の色彩







　降る淡雪の下。大きな、とても大きな川。

　川向こうまで、大通り六つ分ほどもある川幅に、水音の止まらない流れ。

　数日前に、この川の支流で休日を過ごした。それは、とても小さな小川だったけれど、小さな川の本流はこんなにも広い。

　冷たく横たわる水面みなもはとても深く、流れは重くて、冬色の空を反射して、どこか淋さびし気な色をしている。

　幾いく重えにも幾重にも、振ってきた雪を飲み込み唸うなる水面を、私達は眺め続けていた。

「これが、ツヅミの都市にも繫つながる大河ですか」

　私は、傍かたわらに佇たたずむ方に声を掛ける。

「大河などと大層なと笑いますか？」

　肩より少し長い、豊かな髪が揺れる。

　笑ったのだろう。川音に消え入りそうな声の色が苦笑気味だった。

「いえ、初めて見ます。こんな大きな水の流れ」

「本当は、東とう和わに大河なんて無い」

　川を渡る風に揺れる琥こ珀はく色の髪が、淡く白い肌の彼女によく似合っていた。

　私達は、顔を合わせることなく、流れる水面みなもに揺らめきを眺め続ける。

「中ちゆう原げんとやらにある、本当の大河は、この倍はあるそうな」

「倍ですか？」

　続けられた言葉に、二の句が継つげない私。

　広さも深さも、私にはまるで山々を分かつ谷底に思えたから、これ以上の光景は、なかなか思いつかない。

「この程度の流れを大河と言っておきたかったのでしょう。矮わい小しようなことに」

「誰だれがそれを始めたのでしょう」

「誰が始めたのかな。東和などという言葉を」

「誰も知らない。そうなのですか」

「真実なんて、その程度の代しろ物ものかな」

　自じ嘲ちよう気味な笑い声。その手元で、微かすかな金属音。

　鎖くさりが揺れる音。

　彼女の細い手首に、無ぶ骨こつな手て枷かせ。

　初めて会った日から、彼女は誰が何と言おうと、その手枷を外そうとしなかった。

「そろそろ、船が着く頃ころですね」

　私は呟つぶやいて、雪を除のけられた足元を見る。

　私達が立つのは、使い込まれ、色いろ褪あせた木造の桟さん橋ばし。

　上流、ツヅミから南の下流へ流れる水面に飛び出した船着き場。やがて、到着が遅れている船がここへ辿たどり着く。

　彼女を乗せて、遠くへ行く船。

「温かいのでしょう。南は」

「蛮ばん族ぞくと疫えき病びようが蔓まん延えんしているらしいと聞き及ぶ」

　二人して、しばらく佇たたずむ。

　とても、静かな時間。川の流れる音に耳を澄すます。

　二人とも、言葉が止まる。後方で、私達を警けい護ごする方々も、音も立てずに遠巻きにしている。

「貴女あなたと二人きりになれるとはな。思わなかった」

　長い沈ちん黙もく、互いの肩に雪が薄うす膜まくを作るほどの沈黙の後、彼女が発した。

「このような形でしか、二人きりになれなかったのは悲しいことです」

「でしょうね。考えてみれば、不自由な物」

「制約がある物ですね。お仕事には」

「仕事か。私は終えられたのかな。四の宮みや姫ひめを」

　淡いため息一つ。

「判わかりません。私も、これから、七の姫がどんな役割をすればいいのか」

「危あやういな。東とう征せいやトエル・タウ。あれは、貴女あなたが考えているより、危険な輩やからかも知れない。私とて、無事に南まで行かしてもらえるかどうか」

「そ、そんなことは!?」

　慌てる私、淡く笑う彼女は、ここに辿たどり着いてから、初めてその顔を私に向けてくれる。

「お気づきか、空から澄すみ姫ひ殿でん下か？」

　いつか聞いた問い方を彼女はした。

「この手て枷かせを外さない意味を」

　繫つながれた両手を胸元まで持ち上げる彼女。

　判らなくて、首を傾かしげる私。

「これを貴女の首に絡めて捉とらえて、この川に飛び込めばどうなるかな」

　軽く笑って、彼女は私の瞳ひとみを見つめる。

　答えに詰まる私が、何か言おうとするより早く、彼女は私から、また雪舞まう川の流れに視線を戻した。

「気をつけなさい。私ならともかく、他ほかの姫ならそれもあり得る。私は、もう疲れてるから、そんな気も起きぬが」

「それは、三さん宮みや様、常磐ときわ姫のことですか？」

　それは、七なな姫ひめで最も苛か烈れつな方。東とう和わ四しの宮みやだったこの方にとって、一番、身近だった方の名前。

「あの方と、私は出会ったことがありません。どのような方ですか？」

　近いうちに、私は三の姫とも深く関かかわるはずだから、お聞かせいただきたかった。

　東和四宮の名を持っていた方は、苦笑としか呼びようのない顔をして、目線だけ私に向けた。

「このような方です。我が妹姫」

「はい？」

　判らない言葉。

　ぼやけた私を、楽しげに眺める横顔。

「この口の利き方は、この顔は常磐の真似まねですよ」

　穏おだやかな、初めて聞く穏やかな声。

　眼まな差ざしが、今までになく柔らかく、優やさしい。儚はかない色で。

　風が少し強くなって、私と彼女の髪が揺れ、散る雪が早く流れる。

「琥こ珀はくでは、貴女に太刀たち打うちできそうになかった。幼い貴女相手に泣きそうな気がした。ですから、私、一度も貴女に素顔を見せませんでしたの」

　とても、とても、淡く彼女は笑った。

　淡雪を背負って微笑ほほえむのが、とても似合う人が、静かに、力無く微笑んでいた。

　華はな姫ひめ。この人を示していた言葉を思い出す。

　遠くで、上流から船の到着を知らす早はや鐘がねの音。

　やっと、私は気がつく。

　今、初めて、私は東とう和わ四しの宮みや琥こ珀はく姫に出会えたのだと。







　遠のいて行く船は、かなり大きく、近づいてみた時には、まるで家のように思えた。

　実際、資産家の所有していた水上別荘だったらしい。

　東とう征せい将軍がツヅミを陥落させた時、強行派の一派を弾だん劾がい、解体して、接収した資産なのだと言う。

「お見送りはお済みになりましたか」

　桟さん橋ばしの真ん中で、淡雪の降るまま佇たたずんでいた私の頭上に、背後から朱しゆ傘がさが差し出される。

　私は振り向かなかった。

　近寄ってきた足音は侍じ従じゆう団だんの方々で、一いつ緒しよに現れて声を掛けてくれたのは衣装役さん。

「お体を冷やされてはなりません」

　衣装役さんが、失礼と声を掛けながら、私の髪に積もった雪片を払い落としてくれる。

　それから、雪の積もった肩掛けを、新しい乾いた物に替えてくれる。

　東和の冬に、傘はあまり使われない。気温が低めな時期には、あまり雪が溶けないので、髪や衣服も濡ぬれないから。

　本格的に降り始めれば、いつまでも雪は溶けずに残り、雪ゆき終おわりどころか息い吹ぶき月づきの初めまで、誰だれも彼も雪ゆき搔かきに追われ、暖を求めて家屋に閉じこもる。

　冬は草木も人も眠りの季節。温ぬくもりも糧りよう食しよくも手放すことないよう、誰もが静かに時を過ごし、やがて、訪れる春の兆きざしを待ち続ける時期。

　そうなる前に、幾いくつもの事が慌ただしく片づけられてゆく。

「船の中は、お寒いのでしょうか」

　私が呟つぶやいて

「今の姫ひ殿でん下かよりは、温かい思いをしておりましょう」

　衣装役さんの返答。

「南は雪が少ないのでしょうか」

「そう聞いております」

　しばらく、私が黙だまっていると

「お城へお戻りなられませ」

　控えめな声。

　お別れのお仕事が終わって、次のお仕事が待っている。

　お城にも、府中にも。

　だから、小さく頷うなずいた。







　翌日も、雪は疎まばらながらも降り続けた。

　だけど、ここは、ずっと温ぬくい広間。

　身体からだを包むそれは古式にして、とても古い意い匠しようの装束。静かに佇たたずむ時、何よりも煌きらびやかな、そして、清せい廉れんな印象を形作るように出来ている。

　驚おどろくほど手間のかかった染め上げと、縫ぬい上げが為なされている袖そで口ぐちで、鈴の音が揺れる。

「書しよ簡かん？」

　仮かり宮みやとして使っている玉ぎよく水すい府ふの本殿で、私は執務の長おさと向き合った。

　玉座と呼ぶには、少し華きや奢しやすぎる朱椅い子す。

　色いろ灯どう籠ろうの揺らめきに囲まれて、私は肘ひじ掛かけに乗せていた両手を胸元で合わせる。

「どなたからですか、申されよ。左さ府ふ殿」

「二にの宮みや様から、和わ睦ぼくの提案をなぜ退けたのか、公開質問状が参っております」

　七なな宮みや左さ大だい臣じんの地位を持つ人は、割と小柄な人で、書簡を携えた二人の部下を従えていた。

　平へい伏ふくする二人の文官達は最近入った方々で、まだどんな方々か私は知らない。大きな仕事や役やく職しよくに配置される時、彼らは正式な名乗りを許される慣例になっている。

　多た分ぶん、この方々も私を知らないから、私は慎重に言葉を選ばなければならない。

　もっともらしく、お姫様のお芝しば居いをしなくてはいけない。

　古式結いの長い黒髪も、空と白の姫装束も、水晶と硝子ガラスの宝玉達も、お姫様でいるためにきちんと用意されているから、私もしっかりしないといけない。

　非公式だった琥こ珀はく姫のお見送りと違い、これは公式なお仕事なのだから。

　この場所も、しっかり舞ぶ台たいみたいになっている。

　厳おごそかさを出すため、締しめ切られたこの奥の間では、青や紫の色を光に混ぜる硝子の灯籠が備えられ、壁かべには宝石のような硝子工芸品の数々。

　きっと、他ほかのお姫様達と同じような、艶つややかさと慎み深さを調和させた仕立て。

「公開質問状とは、珍しいやり方ですね」

　遠回しに、私が知らない知ち識しきであることを、左大臣さんに伝える。

「各都市群に、書状に記された質問の内容が、二宮配下の組そ織しきによって伝達、既に市し井せいに広まっている様よう子すであります」

「お答えが世間に公開されるということですか」

「御ぎよ意い。二宮様がよくやる方策です。答礼に不備がありますと、彼かの方々は大変に騒さわぎ立てられ、相手方の権威を失しつ墜ついさせます。無論、返答を怠おこたれば卑ひ怯きよう者ものと吹ふい聴ちようされます」

　ああ、それでか。

　この人が先の諍いさかいの時、二にの宮みやの和わ睦ぼく案に苦笑していたのを思い出す。苦笑して、それから、躊ちゆう躇ちよ無く握りつぶしていた。

「左さ府ふ殿は、この事態を見越しておられたから、二宮姫の書状を破棄したのでしたね」

　二宮の方々に脚本があるように、私達にも脚本がある。

　この会話も、私と左さ大だい臣じんさんの間では、大筋、もう予行練習してある。

　完全な打ち合わせはしていない。打ち合わせしすぎると、逆に不自然になるのだそうだ。

　左大臣さんが連れている文官達の口から、さりげなく、私達が自然な主従関係であるような風聞を作って行かないといけないから。

「こちらの筋を明記し、道理の順序を認めさせる草そう稿こうを用意させております。姫ひ殿でん下かが争いを望まれなかった事実は既に明らかにございます。東とう征せい殿も、あちらの方が戦端を開いた証拠を確保されています。よって、我が宮に不備、不正は断じてありませんこと、東とう和わ七都市、諸群、そして、山脈の向こう、海の向こうの異国にも了承させるのが、我ら七なな宮みや筆頭執務室の勤めであります」

　本当は草稿ではなく、決定稿が用意されている。

　そして、直接の戦せん闘とうを向こう方の手でやらざるをえないよう仕向けたのは、多た分ぶん、東征将軍と呼ばれる人。あるいは、もしかしたら、三さん宮みや辺りの所しよ行ぎようが、四しの宮みやの仕業とわざと誤認されているのかも知れない。

　それでも、この人が口にしていることもそれなりに正当で、二宮姫の書しよ簡かんも正当だと言えば正当だったりする。

　真実はいつも一つじゃない。

　きっと、複数あって、私達はその中から道を探している。

「他ほかの四人の方々はどうなのです」

　お約束通りの質問をしておく。

「三宮は、我が都市と交流を事実上断絶したままです。ナツメ都市は我が七宮城より山地にあり、このカセン都市より雪に弱い所です。この冬に動くことはまずありません」

「常磐ときわ姫は好戦的なのでしょうか。この書状の返事につけ込まれませんか」

「それも考こう慮りよして、草案を組んであります。一いち宮みや、五いつ宮みや、六むつ宮みやには目だった動きはありませんが、こちらの出方を窺うかがっておられるご様よう子すです」

　全すべて、事前の打ち合わせにある情報以上ではないようだった。

「まずは二宮姫の書簡を検討します。その上で、執務官の方々の草稿を吟ぎん味みさせていただきましょう。私宛あての書状なのですから」

「御み心こころのままに」

「それと、そろそろ七なな宮みやの城へ戻る用意を調えてください」

　左さ大だい臣じんさんの背後で、文官の方々が驚おどろくような様よう子すを見せていた。

「冬はこちらでお過ごされるのではありませんか？」

　打ち合わせ通りの質問が帰ってくる。

「七の宮姫がカセンから僻へき地ちに戻れば、二にの宮みや姫や三さん宮みや姫の心も落ち着かれるでしょう。ここから、ツヅミへ私が移る野心を警けい戒かいされても困ります。私はカセン地方の守しゆ護ご姫なのです」

　直接的な距離を取ることで、少なくとも、春までは火ひ種だねが減るはずだから。

　と言うよりも、本当は他都市に、圧力をかけてくる口実を与えないための動き。

　そして、カセンやツヅミの人々を安心させるための言葉。

　人づてに、諸侯、庶民に伝わる予定がされているやりとりなのだから。

　予定通りの私の言葉に、左大臣以下の方々が大きく平へい伏ふくするのが、蒼あおい光の中に浮かぶのは、何か不ふ思し議ぎな、水の中の出来事のような奇妙な構図に見えた。







「真実なんてモノは、ねつ造するモノじゃないよ。用意するモノさ」

　なんていい加減な。

「ねつ造はごまかしだけれど、用意して置いた事実は確かに本物だよ。本物だから、価値があるかどうかは別だけどね」

　この人の口にすることは、判わかるような判らないような。

　きっと、私には何年も何年も経たたないと、この人の言っていることは半分も理解できない。

　何となく、判ったような気がして、何となく騙だまされているような気がする。

　それが私から見た、私とこの人の構図。

　もしかしたら、私は一生、この人の言葉の意味が本当の所は判らないかも知れない。

　それもいいかと、たまに思う。もしかしたら、この人自身、あまり言葉の意味を一つに決めていないのかも知れないから。

「トエ様は左大臣の時はとても真ま面じ目めそうなのに、トエ様の時は、まるで詐さ欺ぎ師しみたいです」

　私は呆あきれた声を出してしまう。

　人払いした本殿の裏手。

　あまり使われていない控えの間の一つで、左大臣の職しよく務むにある人は、くつろいだ表情と口調を見せている。私が一番慣れ親しんだ様よう子すで。

　だから、私も本来の口の利き方に戻っている。

「詐欺師はひどいな。僕は正当な取引が一番好きだよ。商売を誠実に行うことは、大人おとなが大人として生きようとしている証拠だからね」

　よく子供みたいな表情をする人が、心外そうに文官正装の肩を竦すくめる。

「七のお姫様は詐さ欺ぎじゃないんですか」

　私は拾われてきて、ほとんど、言われるままにお仕事している。

「偶像というモノは、血統や才覚だけが必要条件ではないと思うよ。時の流れに乗れる人にはその資格があるさ」

「七人の宮みや姫ひめには、それぞれ資格があるのでしょうか」

「それなりにね」

「偶像って、何でしょう？」

「多た分ぶん、時代のおまけさ」

「おまけ？」

　何ですか、それ？

「無いと淋さびしいけれど、有ったら人の心は裕福になれる」

　いや、そりゃあそうですけど。

「君が……」

　トエ様は笑って、開け放された窓枠から見える七なな宮みやカセンの町並みを眺めた。

　私も同じように、この高台に建てられた本殿だから見られる、都市の遠景を眺める。

　昨日からの冷たい冬空は、今は雪足を途と絶だえさせていた。

　白い、雪の薄うす化げ粧しようで包まれた、少し粗雑で素朴な、今は雪を重ねた屋根の並ぶ、私達の都市。

　冴さえる大気に、ひどく目にくる昼時の陽光は、薄雲を通した所在判わからないもの。

　ちょっとここからは小さいけれど、街の大広場ではかき集められた雪が、多くの人達の手で盛りつけられ、固められているのも確認できた。

　雪舞ぶ台たいと呼ばれる、冬祭りの一つの中心。

「いつか、君の方が、今の僕より、このことを理解するかも知れない。あるいは、何となくなら、君や、君達の方がもう何かを理解しているかも知れない」

　その言葉を聞きながら、私は街の遠景と、その頭上に広がる世界を眺める。

　雪雲は淡く、薄くどこまでも広がり、見渡す限り際限なく、遠い山々や地平線の向こうまで続く。今は止やんでいるけれど、いつまた降り出すか判らない冬景色。

「あるいは……」

　トエ様は少しだけ躊躇ためらうような仕し草ぐさをしたけれど、多分、ちょっとした、戯ふざけた演技なのだと思う。

「東とう和わの人々は、四季世に紡ぐ文化の中で、長くそうした営みを続けた人々は、どこかで無む意い識しきにそうした感性を身につけているかも知れないよ」

「よく判りません」

「七なな姫ひめは東和にはよく似合う貴石だよ。多分、群雄が七人いることを東和は望まなかった。それは、あざとくもあるけれど」

　いいことなのか悪いことなのか、この人はあまりはっきり指定はしてくれない。

　きっと、どっちでもあるのだろうと思う。

「あざとい姫様は、お昼からは溜たまっている書類に決裁ですか」

　地味なお仕事はだいたい、毎晩、カラカラの時からこなしている。今やっている決裁とかは、はっきりとした姫ひ殿でん下かのお仕事ぶりを公表させる物ばかり。

　大抵、薄うす絹ぎぬや色いろ灯どう籠ろうで脚色された広間で、知らない方々がこの人の後ろに並び、さっきみたいにもっともらしい顔をする。

　数字ばかりの書類とかは上表されても、正直、何が何だか判わからなかったりするけれど、誰だれも私にそこまで期待はしていないらしい。

　琥こ珀はく姫とお別れした後は、毎日、こんなことを繰くり返していたりする。

「あざといのは世の中さ」

　トエ様はこの人らしい口調で、この人らしい表情をした。

「四しの宮みやツヅミは琥珀姫を廃位することで、都市を戦火から守ったし、七なな宮みやカセンだって、いざとなったら、僕らを見限るだろう」

「恐いですね」

「まあ、危なくなったらさっさと逃げるさ」

　何だか、すごくいい加減なことを口にしていらっしゃるような。

　そんな私の表情を可笑おかしそうに横目で眺めるのは、この人の好きな仕し草ぐさ。

「下手へたに意地になって戦ったら、戦火は拡大し、都市間の大きな遺い恨こんになる。琥珀はね、あの子なりに考えて、大人おとなしく流されたんだ」

　もし、あの方が討ち死に等をされていらしたら、多た分ぶん、四宮は七宮と今も何らかの対立を繰り広げていたのだろうと、それくらいは何となく判る気がした。

　あの方はとても心優やさしい姫殿下だから、多分、本気で戦争なんかしたくなかったのだ。きっと、そうだと思う。

　他ほかのお姫様達はどうなのだろうか。切れ切れの伝聞でしか、私は彼かの方々を知らない。

　一人だけ、黒衣の背中だけ、少しだけ知っているけれど、その情景は遠景より遠い。

「元々、東とう和わの争いは古い仕組みが老化した破は綻たんであり、その中で権力闘とう争そうが溢あふれただけなんだ。きっとね、始まりはそれだけなんだ」

　そんなことを口にしながら、景色に何かを探す視線。

「もう二日後だね」

　その言葉で、この人が探していた物に気が付く。私も探してみる。

　どうにか確認できたのは、遠くの大通りで、食しよく糧りよう輸ゆ送そうの人の群。それに雪をかき集めて運ぶ荷車の列。人々の忙せわしない行き交い。

「今年は賑にぎやかにやる。ツヅミから人も物も流れて、思ったより盛り上がってくれる」

「お祭り？」

　そっと訊たずねてみる。

　十二月の異称、東とう和わの詠よみ名で終しまい月づき。年の暮れの最後の三日間に、この街は年越しの祭さい祀しを行う。冬祭りと呼ばれて、歳さい末まつにその都市の無事と一年の成果を祝う。

「きっとね、争いにお金をかけるより、お祭りにお金をかけた方が人は豊かになれる。豊かさの中には、詠うたう人も、踊る人も、描く人もいる。七人の宮みや姫ひめは、姫ひめ皇み女こ達は争いのために掲げられたのではなくて、そんなことのために求められたのかも知れない」

「テン様やトエ様もそんなこと考えたんですか？」

「争うだけなら、僕らは僕らだけで十分だからね」

　前髪を搔かき上げて、気ままな顔をするのは、本当のことと噓うそのことを、この人が気ままに行き来する時の癖くせ。

「せいぜい、楽しまなくちゃね。君も今日はもう着替えていい」

　お姫様のお仕事は、今回はここまでらしい。

「いいんですか？　トエ様はお仕事なのでしょう？」

「テンが戻ってきている。何やら、お側そば付き見習いの顔を見たがっているようだ」

　大きく軍を動かした後、あちこち奔走していたテン様とは、あまり顔を合わせていなかった。

　一度だけ、七なな宮みやのお城に戻った時、戦勝の報告に来たことはあった。あの時は、まさか、お姫様の時に遠乗りに連れてかれるとは思いもしなかった。

　お話をして、それから、雪の到来を二人して見上げた記き憶おく。季節が流れる想い出。

　あの後、トエ様や衣装役さん侍じ従じゆう長ちようといった方々に、こってり怒られたりしたけれど。

「姫殿下は強引な兵の動員を行った東とう征せい将軍にお目通りの差し止めをなされている。こういう触れ込みになっているんでね。カラカラの方で仲良くしてやってくれ」

　どういうことですかと、首を傾かしげる。

「あまり東征が力を持ちすぎた印象を他ほかに与えたくもないし、あくまでも、前の争いは不本意ながらの正当防ぼう衛えいであったと他都市を牽けん制せいしている。将軍も、そして僕も、争いを率先した咎とがで姫殿下に怒られている方が何かと便利なんだよ」

　要するに、テン様は空から澄すみ姫にお目通りがかなわず追い返されることになっているらしい。多た分ぶん、お姫様は居室に引きこもって、権力者達を翻ほん弄ろうするといった役回り。

　どうも、私の知らない所で、いつの間にやら、劇げきが進行していたりする。

　その劇が、七宮カセンの、東和のかたちに、少しでもいい方に向けばいいと思う。きっと、お芝しば居いは、損得とか、そんなことよりも、楽しみ合うためにあるのだと思うから。

　そんな、私の気持ちを知っているのか知らないのか

「当分、争いがないはずだから、姫殿下が横暴な将軍に厳きびしい態度を取っていることにしておけば、ちょうどいいさ」

　ちょっと芝しば居いがかった苦笑は、ひどく、見慣れたこの人の表情。

　どこか、どこか遠くで太鼓の音。それから鈴の音。

　楽がく師しさん達が練り歩いているのだろう。

　お祭りが、東とう和わの冬が深くなる、ほんの少し前、春の遠さを知る前の憂うさ晴らしが、ゆったりと、ゆったりと私達の側そばを通ってゆく。

　そんなことを、肌に感じたりして、ちょっとだけ耳を澄すませてみた。

　少し離れた庭木の辺りで、雪枝がしなる音がした。







　ほんの半月前まで、私達の七なな宮みやカセンと四しの宮みやツヅミの間で、大きな戦いがあった。

　戦争と呼ばれる状態は一月にも満たないけれど、以前から、不ふ穏おんな駆け引きが続いていた両都市は、様々な思惑の中で対立し、やがて、交戦となった。

　この戦いで活かつ躍やくしたのは七宮の東とう征せい将軍テン・フオウ。

　東和屈指の用兵家で、好戦家と噂うわさされるこの方は、瞬またたく間に兵を招集。四宮ツヅミ都市に準備させる間もなく、迅じん速そくな攻こう撃げきを仕掛ける。

　伝え聞く所によると、ツヅミ都市はじっくりとした長期戦を想定し、冬の食料を買い占めていたらしい。

　向こうの予定では秋の終わりに戦端を開き、冬の睨にらみ合いを挟んで、春から夏にかけ、じわじわと、地じ盤ばん経済の弱いカセンに差をつけ、優ゆう位いに立った所で勝負をつけようという算段だったらしい。

「んな、面めん倒どうなことしてられるかよ」

　東征将軍さんに言わせると、要するにこれに尽きるらしい。

「何ヶ月も戦争したら、兵も民も可哀かわい想そうじゃないか。一気に勝負をつけて、空いた時間や人手を都市の産業や基盤整理に向ける。合理的じゃないか」

　快楽主義と合理主義が一致した人。

　トエ様はこの人のことをそんな風に評する。

　この人は速戦即決に全力を注いで、ツヅミの防ぼう衛えい戦が不ふ揃ぞろいなうちに大軍で進撃。ツヅミの為い政せい者しや達が状況を把握する頃ころには、大局を決定づける布陣を形成していたそうだ。

「まあ、何万という大軍だからって、大決戦なわけじゃない。半分、数は脅おどしさ。本気で働いたのは俺おれの方では直ちよつ轄かつの数千だけ。向こうは防衛戦だから、もう少し動いたけどな」

　ああ、すごくいい匂におい。

「カラ、皿だ。皿」

「は、はい」

　言われるまま、慌てて三人分の大皿を重ねて持ってきて、テン様の近くに用意された折り畳み机の上に並べる。

　それから、お吸い物用のお椀わんも三つ。お水の用意も忘れずに。

　遠乗りで連れてかれた先、都市郊外に、ぽつりと建つテン様の隠れ家的な木造小屋。

　その庭で、テン様は火に焙あぶる鳥肉に掛かりきりで、侍じ女じよ服の私は顎あごでこき使われていたりする。

　今の私は空から澄すみ姫でなくて、カラカラと呼ばれる見習いさん。これも私のお仕事なんだけど、何で、あっちのお仕事と、こうも落差があるんだろう。

　陽ひの落ちた夕暮れ時。

　冬の夕ゆうべは短くて駆け足で、気が付いたら昼間の匂においは遠くて、だから、ちょっと離れた街並みでは、結構な灯あかりの群。

　頭上には、群ぐん青じようと呼ぶには墨色が強い空。薄うすくなった冬ふゆ茜あかねの下、遠くに見える稜りよう線せんは冬山河の影かげ色。そんな景色に包まれる、ちょっとした丘の上で、私達は火を囲み、夕べの支度に逐おわれる。

　火の側そばで、ばちばちと投げ木が割れる音を耳にすると、すごく心地よい暖かさを感じる。三人とも、厚手の冬衣を来ているけれど、この時間になってくると火の側を離れるのはちょっと肌寒い。

　この夕食の主催は、やっぱりこの人で。

「冬はやっぱり、鴨かもだよな」

　自分で狩りに出て、獲とってきた鳥を自分でさばいて、自分で焼く。

　この人はたまにこうしたことを好む。

　東とう和わでは鳥ぐらいしか、主立った肉食の習慣はない。

　都市部は特にそうだけれど、実際は山の方では結構何でも食べる。

　特別に、この人は特別に、何でも食べる。特に自分で狩りをしてきたら、自分で料理しないと気が済まないほどだ。食べたい物のためには、大抵の苦労は苦労と思わないらしい。

「うひゃっと」

　油がいい具合にとろけ落ちた串くし刺ざしの鳥を、鉄板のまな板に移すと、器用に包丁で細かく薄うす切ぎりに仕上げてゆく。

「よいと」

　今度は用意してあった香こう草そうでそれらを包む。

「おい、ヒカ」

　呼びつけると、近くでお餅もちをこねてたヒカゲさんが、平べったく潰つぶされた楕だ円えん形のお餅が載っかるお盆を抱えてくる。

「上出来、上出来」

　香草で包んだ鳥肉の薄切りを、手のひらほどの大きさのお餅でさらに包みつつ、ささっと、見たこともない黒い調味料の粉をまぶす。

　さらに串くしに刺して、軽く燻いぶす。

「うわぁ」

　煙に混じり、すごい香ばしい匂においが広がったりする。

　山菜の入った湯ゆ鍋なべを抱えて、私は香りを胸一杯に吸い込んだりしちゃう。

「出来たぞ」

　そうして、満足げな言葉とともに、お皿に三人分、お餅もちで包んだ香こう草そう入りの焼き鳥が一人四つ分。

　付け合わせには、冬野菜のお浸ひたしと、山菜のお吸い物。

「食え。俺おれ様の料理は世界一だ」

　いつものように何の根拠もない断言だけれど、お腹なかがぺこぺこだから気にしないで

「いっただきます」

　素直に手を合わせ、折り畳み机の前に膝ひざを揃そろえる。

　はぐっと、両手で摑つかんだお餅包みに齧かじり付く。

　じわっと、お口に広がる香ばしい熱さ。

　柔らかな苦みのある香草と、黒い調味料の持つ尖とがった刺し激げき。

　何だろう。お塩の中でも岩塩のような硬い味みたいで、お塩に比べたら、もっと粗野で、ざらついた乾いた感じ。何かの薬草にも似てる気がしたけど、とげのある薬味。知らない尖り方。

「んぐっ……美味おいしいです」

　一口嚥えん下かして、知らなかった味わいにびっくりする。

　ものすごく大雑把な味覚が、ものすごく端的に刺激されて、次々と、はぐはぐしてみる。

「だろう？　決め手はこれだ」

　テン様は調味料の入った小さな木筒を、どうだとばかり私に突きつける。

　はぐはぐしながら、説明を待つ。

　本当に美味しいから、質問を返すよりも食べることの方が大切に思える。

「黒胡こ椒しようって言ってな、遠くで栽培される珍しい木の実をすりつぶした香辛料だ」

　見たことも聞いたこともない。初めての刺激的な、辛からさとも苦さとも違う、ちょっと癖くせになりそうな変な味。

「ツヅミの富豪達が独占していたんだ。今度のツヅミ征せい伐ばつで流通を確保した。これからは、徐々にカセンの市民にも行き渡る新しい味さ」

　自慢げに語りながら、テン様自身も大口を開けて食べ始める。

「かぁっ、うめえっ。俺様って何やっても出来る男だよな」

　多た分ぶん、事実なんだろうけれど、何か頷うなずきたくない一言。

　笑ってヒカゲさんに話を振ろうと思うと

「あれ？」

　何だか、お吸い物を次から次へとお代わりしていたりするヒカゲさん。お水の方はとっくに空っぽだったりする。

　どうも、知らない刺し激げき物が苦手なご様よう子す。

「駄だ目めだなぁ、好き嫌いしていると俺おれみたいに大きくなれないぞ」

　勝ち誇ったようなテン様の言葉。ヒカゲさんのお皿を見ると、一口か二口、囓かじっただけでお餅もち包みは手つかずに放置されていたりする。

「全部食えよ。俺様の愛の籠こもった料理だからな」

　ものすごい明るく楽しげな言葉だけど、有無を言わせぬ威圧付きだったりする。

　気のせいかな。

　ものすごく珍しいことに、ヒカゲさんの顔が引きつっている気がする。

「あっ、私、お腹なかぺこぺこだから」

　ここは困った時はお互い様

「一個、ちょうだいね」

　ヒカゲさんのお皿から一個失敬して、笑顔でぱくっと囓り付く。

「あっ」

　テン様が何か間抜けな声を出したのは、なぜなのか。

　一いつ瞬しゆんの後、理解する。

「は……はぐぅ?!」

　か、辛からい!!

　固まった私を見て、テン様がお腹を抱えて笑い始める。

　三倍くらい多めに入れられた香辛料。

　テン様の悪戯いたずらの正体に気が付いた時、私はお水を求めてじたばたし、テン様は涙を目め尻じりに浮かべて笑い転げていた。







　楽しくて、ちょっとひどい目にあった夕食の後。

　ゆったりと、私達はカセンの街を歩く。

　夏ならば、そろそろ暗くなる夕まぐれ。だけど、冬だから、とっくに暗くなった時間。

　行き交う人は疎まばらだけれど、辻つじ道みちの灯あかりが、溶けないで残る雪の白さに反射して、割と良く見える道行き。

　街の人に気を遣い、馬から降りたテン様の斜め後ろを、私はてけてけと歩いている。

　トエ様と一いつ緒しよの時はてくてくだけど、この背高な人について行くと、たまに、てけてけしないと追いつけない。

「いやぁ、久しぶりの休暇遊んだ。遊んだ」

　愉ゆ快かい気げに馬を引くテン様。

　この人は休暇じゃない時の方が少ない気がするのは、私の気のせいだろうか。

　トエ様なんか、今も働いていると思うのだけれど。出来たら、久しぶりに、皆で揃そろっていたかったので少し残念に思う。

　さっきまで一いつ緒しよだったヒカゲさんは街に入ると、どこかに姿を消した。

　私達から離れている方が、あの人は本来のお仕事がしやすいらしい。

　きっとそうだと思う。

　テン様にからかわれるのが嫌いやで、私を置いて逃げたんじゃないと信じたい。

　だから、帰り路は二人だけ。雪が半分溶けて、ぐしゃぐしゃの道を行く。

　馬が跳ねる泥でテン様の足元は汚れるけれど、馬好きな方というのはそれを気にしたりしない。

「テン様も明日からお仕事ですか？」

　大きな馬体の傍かたわらにいる、大きな人の背に聞く。

「おうっ、あれのために働かないとな」

　背せい高たかさんは前方を顎あごで指し示した。

　陽ひの落ちた、薄うすい雪の街並み。街のあちこちで、数人ごとの人々が赤い色の吊つり灯どう籠ろうを辻つじ道みちのあちらこちらに備え付けている様よう子すが見えた。

　仄ほのかに輝かがやく吊り灯籠には七の字が青白く染め抜かれている。

　雪が少ないうちは、毎夕、交換される代しろ物もの。雪が本格的になると凍って大変だから、今のうちだけの風物。

「冬祭りですか」

「ああ、祭りだ」

　冷え始める夜道。互いの息が、いつの間にか白い。低く唸うなる馬の方もだ。

　ぼんやりと、人々の作業を横目に、私達はそぞろ歩く。

「姫ひ殿でん下かは、明日、また七なな宮みやのお城に戻ります」

　ぽつりと、呟つぶやいてみる。

　一度、琥こ珀はく姫が流される前に、数日間、七宮城には戻っている。

　侍じ従じゆう長ちようをはじめ城守の方々を労ねぎらい、戦勝の祝い事を少しした。

　お城と七宮の姫の健在を世間に確認させてから、またカセンの仮かり宮みやに戻り、琥珀姫のことや、幾いくつかの公務を片づけた。

「まあ、当分、大人おとなしくしているのが姫殿下のお仕事だな」

「大きな争いがありましたから、しばらくは亡くなった方々の喪もに服します」

　本当は、毎年、冬祭りの始まりと終わりに姫殿下が祝いの祭さい祀しを行う。お城から、その儀ぎ式しきがとどこおりなく済まされたという報しらせで、祭りの始まりと終わりが告げられる。

　私は直接カセンには入らないから、結局、どんなお祭りなのか良く知らない。

　こうして、夜の街を歩いて目にするお祭りの準備も、こんな風に有志が集まるものだと初めて目にしたりする。

「ツヅミでは今年はお祭りはありませんか」

　そっと訊きいてみる。

「自じ粛しゆくしているな。だが、七なな宮みやの姫の名でなら、小規模な祭りは許可している」

「そうですか」

「で、お前は、祭りに残るんだよな。カラカラ」

　気楽に笑って振り返るテン様の言葉は、問いではなく確認だった。

　冬ふゆ燈ともしに浮かぶ雪道に、私は俯うつむいた。

　青みがかった白が、燈火を淡く反射している夜道。

「はい、そうしたいです」

　ちょっと考えてから、小さく返事してみる。

　前を行くテン様は、相変わらず上じよう機き嫌げんで、いつものように笑っていた。

　楽しそうな、本当に楽しそうな、いつもの表情で。







　霜しもが降りる朝。

　しゃりっと音を立てる足元が、そこに今朝けさ立った人間が私達だけだと教えてくれる。

　雪靴の下で霜柱が脆もろい感触。

　肌寒いけれど、よどみない朝の空気が何だか心地よい時間。

　数日ぶりに陽ひは照っているのに、凍いてつく大気は凍てつくままで、向かい合う私達は綿の入った袷あわせの冬衣。

「では、私は姫ひ殿でん下かのお側そば付きとして、七宮のお城に戻ります」

　テン様ほど背せ丈たけはないけれど、トエ様よりはずっと背の高い人を私は見上げた。

　朱馬車が用意された、祭さい祀し用の中庭の端で、私達はお別れのご挨あい拶さつをしていた。

　あの中で静かに座しているはずの方は、ひっそりと冬を過ごされる予定。

　祭祀は新年の祝い事も控えている。春まで、大きな予定は無いことになっている。

「ご心配をお掛けして申し訳有りません」

　私が目を伏せて頭を下げると、衣装役さんは微かすかに肩を落とした。

「お祭りが終われば、お城にお戻りになりますか？」

「判わかりません。お祭りのために残るわけではないと思います」

　正直に答えた。

　私の答えを予想していたのだろう。衣装役さんは小さく吐と息いきをつく。

　朝の光の下で、その吐息は少しだけ白く淡く散る。

　それから、少し、考えるような目の動きをしてから、彼女は静かに私を見下ろす。

「私が小さい頃ころは、冬祭りは一いち宮みやや二にの宮みや、それからツヅミのような裕福な都市だけの特権でした」

　とても珍しく、昔のことを口にする衣装役さん。

「カセンのような地方都市で冬祭りが出来るようになったのは、ここ十年ほどです。冬の食糧生産が豊かになり、都市部では貨か幣へいが安定し、不景気と言われながらも飢き餓がと縁えん遠どおいかたちが定着されたからです」

　じっと、お言葉を耳にする。

「より良いかたちを求めて、七つの宮都市と、それを取り巻くかたちが成り立ち、その流れの中に、七なな宮みやの姫様が、他ほかの姫様方が、それから、数多くの営みの紡ぎがあります。必ずしも、流れもかたちも一定ではありません」

　少しだけ、表情が柔らかに変わる。

「お気をつけください。トエル・タウやテン・フオウは力強い存在に見えるでしょうが、それ故に危うい方々です。先の争いの始めに、左さ大だい臣じんの経営する屋や敷しきが狙ねらわれたのを忘れてはなりません」

　ありがたい言葉に頷うなずく。

「お心づかい感かん謝しやします。雪深くなればお城も大変です。どうか、皆様方もお身体からだに気をつけてください」

　衣装役さんは、しばらく、言葉を探すような表情をしてから、私に向けて小さく小首を傾かしげた。

「お知りになりたいことに対して、背伸びしすぎないことです。この世の行いのことは、ほとんど、小さな物事の積み重ねです。仮に、決定的な役割を果たしたのが、七宮の姫様や他の方々としても、どなたかが絶対に悪いわけでも正しいわけでもありません」

　もしかしたら、この人は私よりも、いや、多た分ぶん、私よりずっと、トエ様やテン様、他の方々の行いを知っているのかも知れない。

　それは、お城で控えていてくれる侍じ従じゆう長ちようさんとかも同じかも知れない。

　衣装役さんの言葉は続く。

「人の世のことは人の手で為なされます。ですが、様々な制約や不都合が重なって思うようには参らないことが多々ありましょう。大方の場合、誰だれもそれに責務を支払うことは出来ません。ご無理をなされば琥こ珀はく姫のように立つ場所を見失います」

「お言葉痛み入ります」

　心配してくれた言葉に頷いてみせる。

「それから、冬物は一通り用意しておきました。古着中心というご指示でしたから、新しい物は少ないですが、清せい潔けつな物はご用意できました」

　それは、町娘さんの衣装で、姫ひ殿でん下かさんの物ではなくて、カラとかカラカラとか呼ばれるお子様のための物。

「お手数を掛けました。お健すこやかに、この冬を温かく過ごされますよう」

「お互いに四季世豊かにありますよう」

　お別れのご挨あい拶さつの間、衣装役さんの表情は、とても生き真ま面じ目めだった。

　いつだってこの人は慎ましく抜かりなく、この人がいないと、空から澄すみ姫はどこにもいない。

　だから、私は少し空澄姫とお別れになる。

　多た分ぶん、ほんの少しだけ。







　大変な行列で朱馬車は囲まれて、お城への一行が出しゆつ立たつした後、私は新しい部屋に行くための荷物の整理を始めようと思った。

　姫殿下の荷物は全すべて行列が持って行き、がらりとした衣装部屋。

　天窓からの淡い陽ひざしに浮かぶ室内。

　衣装箱一つ残して何もない空間で、私はぼんやりと時間を過ごす。

　ちょっと淋さびしくて、ちょっと物足りなくて、何だかぼんやりと静かにしていたい時間。

　しばらく、何もしないでぼんやりしていて、それから、ようやくといった感じで、古着の詰まった衣装箱の中身を確認しようと、被かぶせ蓋ぶたを開く。

　以前から私が着ていた古物と、新しい古着に、ほんの少しだけ新しい、よそ行き用らしい冬物が数着。

　そのうちの一着が、ちょっと濃こい炭色の羽は織おりで、ちょっと気になったりする。

　軽く袖そでを通して、侍じ女じよ服の上から羽織ってみる。

　ちょっと大きめだけれど、その分、暖かい感じの長い袖。両手を伸ばして、指先であまり気味の袖口を摑つかんだりする。

　ちょっと厚手だけれど、着心地は悪くないような気がした。

　姿すがた見みを探して、衣装部屋の奥に陽の光を反射する鏡かがみを見つける。

　鏡の前に向かいかけて、ふと、衣装部屋の高い所に目をやる。

　壁かべに備え付けられたちょっとした小物棚。その上に、ずっと置きっぱなしになっていた私の宝物。

　あの秋の日を思い出す。

　ヒカゲさんと逃げ回る間、府中の遺失物管理所に預けてあり、姫殿下に戻ってから取り戻した物。それが、静かに鎮ちん座ざしていた。

　背伸びして、それを手にして、それから、私は姿すがた見みの前に歩む。

　墨色の地味な上着を着込んだ、お姫様じゃない私が鏡かがみに映る。

　そんなに変じゃない。とても地味だけれど、どこにでも着ていけそうな質素な上着。

　そして、私は宝物を頭に被かぶる。

　広い鍔つばに、鋭するどい切り込みが一つ開いた帽子。

　それは墨色のようにくすんでいなくて、漆うるし塗ぬりの工芸品のように、あるいは磨き上げられた貴石のように深い色合いの黒。

　向き合って、真ま面じ目めな顔。少しだけ呼吸を止める。少しだけ。

「……ははっ」

　笑っちゃう。耐えられなくて。

　鏡を真面目に眺められたのは、ほんの数すう瞬しゆんで、見てられなくて黒帽子を目ま深ぶかに被り、目を足元へ伏せてしまう。吐と息いきを深く一つ。

「……やっぱり、私には似合わないですね……」

　これははとても強い色で、私が着るには重すぎる色。

「お元気ですか……クロハさん」

　いつか、この黒帽子の持ち主に、また会えるだろうか。

　この黒帽子をお返しできる日が来るのだろうか。

　その時、あの人はクロハさんという名前だろうか。

　私はカラさんと呼ばれているのだろうか。

　それとも、黒衣の姫装しよう束ぞくと、空色の姫装束だろうか。

　季節はいつだろうか。

　その日が待ち遠しくて、その日が恐くて、鏡の前で、私はずっと立ちつくすだけだった。
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　　　二節　二人の構図







「冬は好きじゃない。暖房という物は資源の無む駄だ遣づかいだしね」

「トエ様は夏場には、お水の無駄遣いを嘆いてました」

　私の返事に苦笑して、窓の外に揺れる雪を眺める横顔。

　トエ様の宿屋や敷しき。堅固な木造に、重たそうな白しら壁かべの三階層。

　窓の外には高い光景。見下ろせば、ここ三日ほどで私の膝ひざより上まで積もった雪景色。

　南向きの窓の下、見渡す大通りには、雪ゆき搔かきにおわれる人々が路面を蘇よみがえらせている。

　それどころか、私達の頭上でも、宿勤めの方々が屋根の雪下ろしに勤いそしんでいる。だから、たまに威勢の良いかけ声や、屋根のきしむ音が屋根越しに降ってくる。

　火鉢の側そばでお茶をいただく私は、大きな音がする度、屋根に穴が空いて、人が落ちてこないかと、山々が描かれた天てん井じよう画を見上げたりしている。

「お城にいる方が安心かい？」

　臆おく病びような私に、湯飲みを片手に外を眺めたままのトエ様の問い。

「いえ、あそこ山に近いですから、ここより寒いです」

　それに、お姫様役は堅苦しい。冬場は特に閉じこもるから、普ふ段だんの季節より辛つらい。

　七なな宮みやのお城は僻へき地ちだから、周辺に何もない。雪に埋もれたら、本当に、ただ閉じこもっているだけなのだ。

　雪が多い時期は、大人おとなの背せ丈たけほども積雪があるから、このカセンの街まで往復したりするにも、準備を怠おこたったりしたら、ある意味命がけだったりする。

「空から澄すみ姫ひ殿でん下かは、今も、そのお城で喪に服しているのにね」

　そうなっている。

　先の都市間の争いで、多くの方が亡くなられているから、争いの一端に立つ七の姫は人々の前から姿を消している。

　動員された兵力に比べて、人的被害は少ない。

　そう聞かされているし、街の人々の間でもそう囁ささやかれている。

　そうであって欲しいけれど、噓うそかも知れない。噓でなかったとしても、あまり良くないことかも知れない。

　何いずれにしろ、七の姫は巫女みこ姫なので流血を悼いたむ義務がある。だから、先の戦勝の祝いにも空澄姫は姿を見せることなく、公式の場には僅わずかしか姿を見せていない。

「ここにいると、以前の生活に戻ったような気がします」

　お茶の明るめな水色を見つめながら、少し想い出を口にする。

「あの晩夏から初秋の日々かい？　ここも造りは同じだからね」

　この人は同じような宿屋や敷しきを幾いくつも持っていた。

　旅館経営は、美味おいしい副業の一つなのだそうだ。

　そして、今も、この人の手元には、副業の見本が山積みだったりする。

「お祭りで売るために、用意したものさ。戦勝の勢いもあるから、注文が殺到だよ」

　姫ひ殿でん下かお守りや姫殿下絵巻本は、以前、目にした物の新作だったりする。姫殿下鈴とか姫殿下手袋とかは、七の字が浮き彫りにされていたり刺し繡しゆうされていたりする。

「この姫殿下石版は何ですか？」

　赤い、薄うす板状の石版が手のひらほどの大きさで四角く切られて、何やら文字が彫ほってある。

　手に取ってみると、草書風に空から澄すみ姫と彫り込まれていたりする。

「中ちゆう原げんから取り寄せた赤石だよ。この辺にはない石だけれど、向こうじゃ僻へき地ちに転がっている。珍しいから、手を入れれば売り物になる」

「中原って、ツヅミ経由ですか？」

　運河を持つツヅミには、東とう和わ各所、中原からも多くの品物が集まって、カセンやナツメ、衛えい星せい都市、諸群にそれらが売りさばかれてきた。それでも、仲があまり良くなかったカセンには限られた流れしか来なかったけれど、今は違ってきている。

　はっきりとした占領こそは避さけられているけれど、旧四しの宮みやツヅミは七なな宮みやカセンの管理下に置かれているから。

「いや、ツヅミには外からの流れが抑えられている。他ほかの都市が色々圧力をかけていてね」

　じゃあ、山越えの交易者だろうか。たまにしかない交易の方が、石版の原石を担いでくるのは大変な気がする。大量には用意できそうにないと思う。

「海だよ」

「はい？」

「中原の南洋から、船で東和南西の小さな港町に運んでくる。それを荷に駄だでここまで運び、冬の内ない職しよくの一つとして山間部に配らせ、加工する」

「ああ、山越えより楽そうですね」

「海は海で難なん所しよでね。そうは多くないよ。中原の人々は陸の争いや開発に夢中で、あまり海に関心はない。そうした隙すきに、一部の貿易者がこちらに品を送るもうけ話を見つけてくる」

　成る程成る程と頷うなずいてみると、トエ様は可笑おかしそうに肩を竦すくめた。

「もっとも、東和に渡る海が難所というのは、本当は噓うそかも知れない」

「へ？」

「難所難所、海賊やら何やらが徘はい徊かいしているという触れ込みにしておけば、海路の交易に力を入れる新参者はいなくなる。そうすれば、今、楽な航路をきっちり確保している商人達のもうけは十年も二十年も守られるかも知れない」

　なんで、世の中、みんなこんなにずるいんだろう。

「まあ、これはこれでありがたい面もあるよ。海が難なん所しよであると噂うわさされ、その開発が遅れていれば、その間、海を使った軍隊の動きはまず無い。そちらの心配はほとんどしなくていいし、東とう和わの遅れた陸の開発、そして、勢力争いの整理に力や人が回せるからね」

　この人は物事の流れを理解したり、動かしたりするのが大好きな人だ。多た分ぶん、商人さんとかの方が軍師さんなんかより得意な分野なのだろう。

　それとも、軍師さんというのは、本当は軍隊で商売をする仕事なのだろうか。

　どうもこの人は、私に何かを教えているというより、好き勝手お喋しやべりしながら自分達の位置を確認している方が多い気がする。

　訊きいてる分には気楽だけれど、たまに何だか、とてつもなく騙だまされている気がする。

　この人は、とても誠実だけれど、噓うそをつくことが大好きなような気がするから。

「さて、他ほかにも七なな宮みや印の新製品は沢たく山さんある。この姫ひ殿でん下か肩掛けとか襟えり巻まきなんか、この冬一押しだね。姫殿下も愛用しているからね」

　といって、トエ様が手にする長い肩掛けとかは、確かに最近、衣装役さんが姫殿下用に用意した物と瓜うり二ふたつだったりする。

　もちろん、使われている染料とか、生き地じは質が違ったりするけれど、遠目には同じ作り。

　もしかして、もしかしてとは思うのだけれど、七宮の姫は祭さい祀しとか政治的なお仕事より、こうした商あきないのためにいるのじゃないか。

　心底楽しそうなトエ様や、きっと、大笑いするはずのテン様の顔を見る度に、たまに、たまに私はとても心配になったりする。







　ざくざくと、足を進めれば雪靴に気持ちいい感触。

　わざと、雪の除のけられた道の真ん中ではなく、ちょっと端を歩くと足裏の雪の脆もろさと、泥土を踏みしめる時の感じの差が、何だか心地よかったりする。

　外務用の侍じ女じよ服に、冬用の羽は織おりを着込んで、昼下がりのカセンの街を歩く。

「雪舞ぶ台たいは？」

　トエ様の短い質問。

「七割方。今日中に完成します」

　部下の方の返答もきびきびとしていた。

「明日には飾り付けも終わらせられるな」

「勿もち論ろんです。雪もまだ四、五日は余裕がありそうです」

「天文団の報告はそうだが、多少の用心はしておきたいな」

　てくてく歩く私の前方では、トエ様が祭りのお仕事を仕切る方々と語りながら歩いている。

　冬空は白くて、隙すき間ま雲から陽ひが差す、終しまい月づきの昼時。

　肌に風は冷たいけれど、陽が差しているから吐く息は白く染まることはない。

　宿屋や敷しきで見本資料の確認を終わらせたトエ様は、祭りの視察に呼び出され、鞄かばん持もちの私はてくてくついて行くことになったりしていた。

「何ですか、あの娘さんは？」

　若いお祭り担当の方が、ちらりと私を見てトエ様に訊きくと

「姫ひ殿でん下かのお側そば付き見習いだよ」

　トエ様が苦笑気味に応じる。

「先の四しの宮みや戦で勝手をしすぎてね。空から澄すみ姫は僕や東とう征せい将軍の所しよ行ぎようにご立腹なんだ。だから、お目付役を置いて行かれた」

「ああ」

「おかげで迂う闊かつなことは出来ない。姫殿下は争いを好まない方だからね」

　着込んだ冬服で、何だか丸い背中になってしまったトエ様は、いつも通りにぺらぺらと。

　もう何度も、そこら中で繰くり返した噓うそなので、実にもっともらしくお喋しやべりしたりする。

　私の方も、そのうち、それが本当のような気がしてきたりする。

　追いかける背中は厚手の冬外がい套とうに包まれ、まるで真冬の出いで立ちだった。

　トエ様という人は寒がりなので、冬はやたら着込んでしまう癖くせがある。身体からだが大きくないからどんどん横幅が丸くなったりする。

　だから、冬場はあまり出歩かない人だけれど、お仕事自体は好きなようで、必要だと思えばどこでも出て行く。そのくせ、馬のような大きな生き物が苦手だったりするので、大抵、こうして自分の足で歩きたがる。

　大人おとな達が何やらお仕事話を忙せわしなくしているのを追いかけながら、白い街並みに目を向ける。

　薄うす化げ粧しようというには、少し多めの雪景色の街。

　冬の降雪を意い識しきして、傾斜が少し強めのカセンの屋根は、どこも滑らかな斜面の上に手首まで埋まる雪を抱えている。冠雪を抱えた大たい樹じゆの枝葉のような光景が、ずらりと道の両端に並んでいる。

　雲がそこだけ抜け落ちたような空の隙間に覗のぞく陽光。それが白い雪に反射して、ちょっと目ま映ばゆい。だから、ちょっと目を細めないと目の奥が辛つらかったりする。

　道行く人はやはり他ほかの季節より少ないけれど、晴れているうちに雪ゆき搔かきに精を出す人や、買い出しに向かう人。それに、お祭りに使われる飾り付けやらを乗せた木き橇ぞりを人力で引いて行く人達もちらほら。

　たまに辻つじ道みちで大柄な人達が何人か見えるのは、トエ様の護ご衛えいで配置されている人だろう。この方達は人目に付かないようにしてはいるけれど、あまり隠れたりはしない。ヒカゲさんの方は隠れるのが上手うまい人だから、どこにいるのか私では判わからない。

「それで、昼前からテンが逃げたということだな」

　うわぁ、聞こえてくるトエ様の声が怒っている。

「はっ、午前は部下の方々と大変真ま面じ目めな仕事ぶりだったようですが」

「厭あきたと？」

「おそらく」

　会話が終わると、トエ様の足が速くなる。

　怒っていると、この人の歩みはやたら速い。

　だから、私の足もちょっと早足。でも、きちんと足の裏で地面を踏まないと、たまに凍っていたりするので、しっかりと足取り。

　そのせいだろうか、私達は予定よりずっと早く、お祭りの中心である大広場に辿たどり着くこととなった。

「わぁあ」

　首を上げて、思わず間抜けな声を出してしまう。

　街のど真ん中、季節のお祭りに使われる大広場は、四つの大通りが囲んだ中にあって、市中とは思えない広々とした開けた平地を持っている。

　一区画分、数十件の世帯が入るような南北に細長い更さら地ち。

　その中に雪を敷しき詰めて出来た台座が点在していた。

　市中から集められた雪ゆき搔かきのなれの果て。それを踏み固め、氷のように硬く平らに数段に積み重ねられたそれら。

　その上に、雪を高く、高く積み上げた塔が大たい樹じゆのように聳そびえていた。

　樹氷のように高く、つららを天地逆転にしたように下の方の幹が太く、尖とがった天てつ辺ぺんを凍いてつく空に向けた、逞たくましい円えん錐すい形の塔。

　二階層分のお屋や敷しきほどの高さがある塔が六本ほど、それより一回りほど小さな氷柱がその三倍くらい、広場のあちこちにそそり立っている。

　雪景色と、泥混じりの斑まだらな広場を、祭さい祀しの規則に基づいて氷柱が囲み、その下にはお祭りの準備に追われる人々と、作りかけの露ろ店てん。

　雪舞ぶ台たいと呼ばれる空間が、私達の目の前に広がっていた。







「ほらほら、雪で出来たお花だよ」

　指さして笑いかけても、この人は無表情。

　私達の目の前、雪で出来た台座の上、造形師さん達が固めた雪を鉄の鎚つちやへらで様々に形作ってゆく。

　両手でも抱えきれない大きさの花は何と向日葵ひまわりだ。

　花弁の辺りだけ置物のように台座上に置かれた造りだけれど、夏の花を冬に作ってみせるなんて楽しいことだと思う。

　耳にした所によると、十基ほどこうした雪像が用意されるらしい。それぞれ、担当した造形師さんや、その区画を主催する人達の意向で多様な物が催される。

「今度、あっち見ようよ。ヒカゲさん」

「ヒカゲ」

　ぼそっと返事。

「はいはい、ヒカゲですね」

　踏み荒らされた雪の道、祭りの準備に追われる人々の間を、私達は縫ぬうように歩く。

　トエ様がお仕事の打ち合わせであちこち回らないといけなくなると、鞄かばんを渡した私はお役ご免となってしまった。

　テン様がどこかで遊んでいるはずだから、見つけておいて欲しいと指示は受けているけれど、見物がてらでいいとも言ってもらえた。

　そうして、一人ぽつりとすると、気がついたら、いつもの無口な男の子が目の前まで歩いてきたりした。それで、二人こんな調子。

　東とう和わの冬は冷たいけれど、終しまい月づきにはまだ晴れの日も多い。

　雪雲がなかなか動かなくなるのは、お祭りが終わって、年が変わる頃ころ。

　だから、カセンの人達は歳とし送おくりの前の、このお祭りを楽しむ。これを逃せば、雪解けが始まる雪ゆき終おわりから息い吹ぶき月まで冬ごもりな日々だから。

　作りかけの雪像や、飾り紐ひもで結ばれた氷柱を眺めながら、ざくざく進む。

　流石さすがにヒカゲさんも、この踏み荒らされた雪道では足音が消せない。もっとも、多た分ぶん、この人は音が無いというより、本当は気け配はいが無いといった方がいい。最近、それがこの人の本当の特技なのだろうと気がついた。

　問いただしたことはないけれど、多分、それでいい気がする。

「テン様いないね」

　返事は頷うなずきだけ。

　見渡す広場。準備に追われる人々は有志もいれば、テン様の部下の方の数も多い。

　冬場は兵隊さんはお仕事も少なくて、特に大きな戦いくさで人を集めた後だから、仕事にあぶれた人達をテン様は積極的にお祭りの準備や道みち普ぶ請しんに登用していた。

　あの方が働き者だからではなく、冬場に兵隊さんが籠こもっていると体力やら行動力が大きく落ちるらしいので、それを避さけたがっているらしい。

　何やら、空から澄すみ姫ひ殿でん下か宛あての上表には市民との融ゆう和わとか、平和への貢献とか色々書かれていたけど。とにかく、ご本人がお祭りの準備に乗り出すと言い出したのに、どうも途中で面めん倒どうになったらしい。

　配下の方に後を任せてふらふら行方ゆくえ不明になったから、トエ様が呼び出される羽目になる。

　幸い、後を任された副官の方々が大変、有能で律りち儀ぎな方のようで、雪ゆき搔かきやらの作業に勤いそしむ兵隊さん達は和なごやかにやっているけれど、書類上の処理やら、連絡の不備にトエ様が必要だったらしい。

　何で、あんなにいい加減なのに、部下の方々に慕われたり、争いごとに強かったりするのか、私にはいつまで経たっても判わからない。

「早く見つけないと、またトエ様が暴れ出すのに……あれ？」

　見渡した視界に何やら温かそうな光景。

　結構な数の人達が集まって、何やら行列を作っている。

　多た分ぶん、露ろ店てんの食べ物屋さんだ。煙が露店の裏手で上がっている所から、食べ歩きの出来る暖かい物を作っているらしい。

「丸くなる」

　食べに行こうよと、顔を合わせると、ものすごく早い返事。

「あ、で、でも、暖かくなるよ。きっと」

「あんた、さっき、昼飯食べた」

「そ、そうだけど」

「丸くなると、元の仕事に戻る時、服が着られなくなる」

　珍しく長い言葉。そして、とても説得力があったりして。

　結局、私達は行列の出来るお店の前を素通りしなくちゃいけなくなる。

　そんな風に歩いているうちに、会場の隅にある大きな建物に辿たどり着く。

　立て看板によれば、七なな宮みや工芸彩画館。

　細長い平ひら屋やの建物で、広場の南側の一辺に城じよう壁へきのように建てられていた。

　青い屋根は空の色より深く、白い壁へき面めんは雪よりくすんでいる。高さは平屋にしては高めにとってあって、硝子ガラスを大胆に取り入れた大窓から、微かすかに覗のぞける内部は幾いくつもの細い廊下が重なっているように見えた。

「ここは無事だったんだ」

　先の争いに先立ち、七宮姫の新居となる予定だった舞まい所どころは火薬の爆ぼく発はつによって倒とう壊かい、炎上した。他ほかにも、幾つかの施設が失われたようだったけれど、この冬に落成したばかりのこの建物には誰だれも手を出さなかったらしい。

　まだ出来たばかりで、中には何もなかったのが幸いしたのだろうか。

　名称通り、七宮カセンの文化財の展てん覧らん公開をする場所。

　お姫様に成り立ての頃ころ、この建物が建てられる前、更さら地ちの上で私は祝福の祭さい祀しを行ったことがあるけれど、実際、建築されてからは初めて目にしたりする。

　七なな宮みやのお勤め服を着ている私は、建物の周りで管理のために立つお爺じいさん達に軽く会釈して、その中に入ることが出来た。何でもない顔をしてヒカゲさんもついてくる。

　この中に、あの背せい高たかな将軍さんはいるのだろうか。篝かがり火びの側そばでたむろするお爺さん達は、テン様がいないか訊きいても首を傾かしげるだけだった。

　お昼頃ごろ、背の高い男の方が一人、関係者だと告げて館内に入ったことはあったそうだ。

　幾いくら有名な方でも、誰だれもが東とう征せい将軍の顔を知っているわけではない。似顔絵とかもあるけれど、あの人の顔は表情次第で大きく変わったりする。

　もっとひどいのは空から澄すみ姫とか。七宮のお姫様なんか、お城のお側付きの方々や侍じ従じゆう団だん以外は、あまり近くで顔を見たことがないと思う。

　遠目で、すごい姫装しよう束ぞくやお化粧をしているお姫様なんか、誰が見てもきっと綺き麗れいで、きっと綺麗なことしか判わからなくて、だから、実際、どんな人なのか誰も知らない。

　だって、私だって、空澄姫がどんな人かよく知らない。

　とにかく、その背の高い人を捜してみようと思う。

　雪靴の雪を落として、くぐった両開きの正門には、七宮の文字と、東とう和わ姫空澄の名前で、設立のあらましとかが彫ほり込まれていたりする。

　どうやら、芸術にも深い造ぞう詣けいがある宮姫という触れ込みが為なされているらしい。

　知らないうちに、いつも何だかしっかりしたお姫様。良く知らないけれど、その役は好きだったりする。上手うまくできるかどうかは別にして。

　とても、造りのいい樫かしの木の扉が、心地よい音を立てて私達の背後で閉まる。

　私達を迎え入れてくれた工芸館の中は、暖色の柔らかい感じの白色で統一された壁へき面めんで、天てん井じようは高い。

　あちこちに硝子ガラス窓が規則正しくはめ込まれた造りは、多た分ぶん、ものすごいお金持ちなシンセンのお城や、中ちゆう原げんとか外国のお屋や敷しきにしか見られない。

　多分、この建物自体が一つの工芸品を意い識しきしている。

　建築家の人や、これにお金を出した方々はきっと野心的なお仕事をしたのだと思う。

　とても、鮮あざやかな造りなのに、あまり人が近寄らないのは、硝子を大胆に使ったお屋敷という物にカセンの人達がとても慎重なためだ。脆もろそうに見えて近寄りがたいのだと思う。

　だって、こんなに綺麗で立派な建物なのに、中はがらんとして人ひと影かげもない。

　ぎしぃっ

「はい？」

　何かすごく嫌いやな軋きしむ音。

　天井。いや、横壁かべの付け根？

「気のせいですか？」

　ぎしぎしっと、またどこかで軋み。

　また何か音がどこかで。

「ここ、祭りが終わったら取り壊こわす」

　ヒカゲさんがぼそりと告げる。

「何でですか？」

「雪が降り積もり始めると保もちそうにない。設計の失敗。設計者は逃げ出して、大河の向こうのクラセかどこかに亡命した」

　うわぁ、結構、感動していたのに。

　勿もつ体たいないなと思いつつ、建物内部をあらためて見渡す。

　入ってすぐ、目の前に壁かべがあった。

　左右に廊下が広がり、左手に受け付け施設らしきものが並んでいる。右手にはずっと廊下があって、目の前の壁は廊下の終わり、建物の奥へ曲がってゆく所まで続いていた。

　変な造りの建物に見えた。

　広い空間や、何かのための部屋とかが見あたらない。

　壁と廊下が造りの中心になっているような感じ。

　そして、目の前の白い壁へき面めんにそのまま絵が描かれていた。

　広い緑成す丘に、桜の木々が立ち並ぶ図画。

　満開の花弁をたたえた、櫻さくら帰がえりの季節。

　ちょっと、息を吞のむ。

　立ち並ぶ桜の大きさは、私の背せ丈たけほどもあり、枝葉を広げた満開の広がりは両手いっぱいより大きい。

　こんな大きな絵は初めて見た。

　桃色の柔らかな色彩で、艶つややかに描かれた春の光景は、細部にぼかしや、わざとされている曖あい昧まいな輪りん郭かくをしていた。

　それが、まるで夢の中で見た光景のように華はなやかな印象を持っていた。

　多た分ぶん、この季節には絶対見られない光景だから、余計、そんな思いで見られたのだと思う。

「すごい」

　私の呟つぶやきに、ヒカゲさんが頷うなずくのが目の端で見えた。

　春の式典。

　壁の一歩手前には、そう大書された立て札があった。

「そっか、展示品のための建物なんだよね」

　こんな建物に入ったのは初めてだったから、内装の造りを納得するのに時間がかかってしまった。

「勿体ないよね。だって、これ、壁に直接描いてあるから、建物と一いつ緒しよに無くなっちゃうんじゃないかな」

　ヒカゲさんの返事はない。

　こういう時の沈ちん黙もくは、どうも同意しているらしい。最近、沈黙の種類に慣れてきた。

　人ひと影かげのない廊下、遠い季節の光景を横目に、私がのそのそと歩き出す。

　のそのそなのは、絵を眺めて歩くため。

　壁かべに沿って、様々な絵が描かれていた。

　若葉の枝木を大きく捉とらえて緻ち密みつに描いた物や、鳥の群が青空に規則正しく羽ばたく姿。あるいは、山中の湧わき水の光景、あるいは草原や、すすき野で風が吹き抜けた様よう子す。

　ほとんどが、風景画と動植物で、人物画は見られなかった。

　窓からこぼれる冬の陽ひざしと、所々に突き出た硝子ガラス包みの燭しよく台だいが、様々な色彩の壁へき画が達を照らしている。

　眺めて歩くうち、曲がり角にやってくる。曲がるとすぐに、壁の裏側に回り込むことになった。ここも廊下と新しい壁画の陳列。

　眺めて歩くうち、ちょっと気がつく。

　ここの絵は、すごく好き勝手に描かれている。

　カセンや、周辺地方の風土を描くという、お題があるようだけれど、ものすごく抽象的な絵柄と、やけに精密な図が規則無く描かれているのだ。そのくせ、色彩は淡い塗りを基調に一本調子で、濃のう淡たんの効果が強く意い識しきされている同じ画法。

　絵描きさんが何人もいて、競きそい合って描かせたのだろうかと思う。

　けど、何か、色の塗り方からすると、どれも同じような気がする。

　あるいは、特定の描かき方を専門とする工房の方達の連作なのだろうか。

　そんなことを考えながら

「テン様いないね」

　ちょっとだけ、本来のお役目を口にして、遊んでないよと思っておく。

　館内に入ってから、一度も人の姿を見ていない。外から働く人達の喧けん噪そうがやってくるだけで、廊下には私達だけ。暖房の入っていない、冴さえた空気の廊下で、二人して壁画を眺める。

「……だからさ、祭りなんてのはな……」

　唐突に、壁の向こう側から、そんな声がした。

　それは、ちょっと甲かん高だかい声で、私達よりは年上だと思うけれど、とても若い男の方らしい張りを感じる色をしていた。

　誰だれか、壁向こうにいる。それも、今の語りかけは私達でなくて、誰か別の人に向けられているようだった。

「男二人」

　気け配はいで判わかるらしく、ヒカゲさんが呟つぶやく。

　とりあえず、どんな人がいるのかと次の曲がり角を目指し、水鳥の壁画の前を通り過ぎてゆく。ひどく、気安気な声だったから、どんな方達なのか心配はしなかった。

　角を曲がると、また廊下と壁へき画が。

　そこに人ひと影かげが二つ。

　一人は木製の脚きや立たつに座り込み、壁画に向かっていた。

「派は手でに遊んで、はい、さようならさ」

　独ひとり言ごとのように好き勝手いいながら、大人おとなの身長と同じくらいの高さに座しているのは、とても若い感じのする横顔。

　十代後半、その半ばくらいで、そこら中に多色の絵の具が滲にじんだ作業着姿。右の手には白っぽい絵の具をしみこませた絵筆を握り、左手には絵皿を抱えている。脚立の周りにも、使い掛けの絵具やら、乾いた絵皿が散乱していた。

「あいつらから金をせしめたら、もっと安全なとこに逃げてやる」

　私達に気がつかない様よう子すで、壁画に絵筆を動かす男の人。何となく、年ねん齢れい的に琥こ珀はく姫を思い出しながら、曲がり角で立ち止まる私。

「どこが安全なのかね」

　その問いを口にしたのは、絵描きさんの背後に佇たたずむ長身。

　こちらは、私やヒカゲさんがやってきたことに気づいた様子で、興きよう味み深ぶかそうに視線を向けてきていた。

　立派な肩幅をした長身の男性。こちらは、テン様やトエ様より年上に見えた。

　膝ひざ下まである外がい套とうは冬の樹じゆ氷ひようを思わせる深い色。その上にある細ほそ面おもての顔はがっしりとして、意志の強そうな、ちょっと鋭するどさのある目元が印象的だった。

　どうも、背の高い男の人と言うのは、テン様ではなくて、この人のようだ。

「そうさね、ツヅミや三さん宮みやナツメは駄目だね。テンのいいなりになるツヅミと、これから苦しくなるナツメにいたら、どっかでまた徴兵される。おりゃあ、二度と戦争なんてご免だね」

　ちょっと会釈して、とことこ、お二方の方へ歩く私に、音もなくついてくるヒカゲさん。

「クラセとマキセも微妙だよな。ここが成り上がるのを防ぐために、ナツメに資金を提供しているらしいし、あそこも綱渡りだよ」

　私達の来館に気がつかない様子で、若い絵描きさんは筆を休めることも、口を休めることもしない。

「いっそ、一いち宮みやシンセンや二にの宮みやスズマはどうかね」

　長身の男性が、私達から絵描きさんに視線を戻しつつ口にする。

「ありゃあ、もっと駄だ目めだ」

　苦々しそうに笑う絵描きさんの声。

「あんた、人が悪いな。一宮は他都市の姫の存在を認めていない。つまり、他ほかの連中の隙すきを狙ねらって、治安維持とか派兵してくる輩やからだ。シンセンの黒くろ姫は恐いって話だよ」

　どきっとする言葉。黒衣の影かげが心の中にある。

「二にの宮みやもそうだ。奴やつらは一いち宮みやの姫さえ認めていない。シンセンに一番近いくせに、周到にシンセンと睨にらみ合い駆け引きする。あいつら、一触即発だろう」

「どうかな。潰つぶし合えば必ず大国一宮が勝つ。だから、二宮は直接戦うことはない」

「面めん倒どう臭くさいなぁ」

　絵え描かきさんは笑って

「いっそ、琥こ珀はく姫みたいに南に流された方が幸せかもな……で、客かい？」

　どうも、私達に気づいていたような気軽な声。

「今日は準備期間だよ。明後日あさつての祭りの当日から公開だ」

　私達に掛けられた言葉だけれど、こちらに視線を向けることなく、壁へき画がに対している絵描きさん。

「あっ、すいません。入館許可は貰もらっているんですけど、人を捜しているんです」

　慌てて、私が応じると、絵描きさんが横顔で軽く頷うなずいた。

「あっ、この声聞いたことあるぞ。確か、タウ・トエの所だ」

　意外な言葉に私は目を丸くする。

「俺おれ、あいつから金貰って描いてるんだ。あんた、確か宿屋や敷しきの下っ端の子だろう。カラカラとか呼ばれてた」

　その通りと言えば、その通りなんだけど、何か引っかかるいい方。

　素直に返事しにくくて困っていると

「あっ、悪いね。ここんとこ、ここに泊まり込んでいてね。あんまり、人とお喋しやべりしてないの。口が駄だ目めなの聞き流して勘弁ね」

　後悔しているという笑い方で、絵描きさんが、ようやくこちらを見た。

「あれっ？」

　意外そうな表情は、私の背後、灰色の男の子に向けられていた。多た分ぶん、足音からして、私一人だと思っていたのだろう。

　不ふ思し議ぎそうにしている絵描きさんは、どこかで見たことがある、屋敷出入りの方々の一人らしい容よう貌ぼうをしていた。

　私は顔を覚えられすぎるとまずいので、あまり、外部の方と真っ正面から向き合ったりしない。だから、はっきりとは記き憶おくしていないけれど、ちょっとだけ覚えがある。

　私達を見下ろす男の人は、とても若い方で、全体的にひどく細い感じがした。快活そうだけれど、ちょっと神経質そうな口もとが特徴的な人。

　年とし頃ごろは、やはり、琥珀姫と同じぐらいだろうと思う。

「カラカラ？」

　絵描きさんの背後で、長身の方が疑問がある顔をされた。

「あっ、あのですね、姫ひ殿でん下かにあやかって、お名前を貰もらったりするの、お城勤めとかではたまにあるんです。あんまり、田舎いなかっぽいよくある名前していると」

　訊きかれる前に自分から口にしておく。

　噓うそじゃない。

　私がそうなのかと訊かれたら、少し違うけれど、実際、どこかであった話らしい。

「ああ、あるある。そうゆうの」

　大きく頷うなずきながら、絵皿で色を混ぜる絵え描かきさん。

「他ほかにもあるよな。姫様の格好に合わせてさ、ここじゃ、硝子ガラスの小物とか身につける若い女の子多いんだ」

「そうです。そうです。それです」

　実に都合のいい返答が嬉うれしくて、はいはい頷くと、気のせいだろうか、ヒカゲさんが白い目をされているような。

　いや、いつもの目つきだと思う。思いたい。

「ツヅミじゃ、華はな姫ひめとか琥こ珀はく姫のことを呼んでいてさ、琥珀の紐ひも止どめとか髪飾り売ってた。帯なんかも琥珀色が多くて」

　楽しそうに絵描きさんが講こう釈しやくしてくれる。

「一いち宮みやじゃ黒くろ姫ひめが式典で、とんでもなくでかい黒帽子被かぶるんだよ。だから、あちこちで、妙みよう齢れいな女性がでかい黒帽子被ってたりするんだ」

「そうなんですか？」

　全然、知らなかったので、思わず目を丸くする。

「おう、一宮は他都市にも影えい響きよう強いからな。しゃれっ気のある若い女の子は、有名な姫の服飾とか真似まねするんだ。他にも萌もえ葱ぎ姫の髪型とか真似したり、常磐ときわ姫の肩掛けを真似したり」

「婦女子ならば、そうした戯ざれ事ごとも許されるか」

　長身の方が軽く笑みを作る。

　多た分ぶん、大人おとなの男性とかが、どこかの都市の流行はやりを取り入れたりすることは出来ない。それは、その都市なり、その勢力なりに所属する旗き幟しになってしまうから。

　自然に、禁色とかが仕組まれてしまうのかも知れない。

　ふと、思う。

　もしも。私が黒姫とかで、黒帽子とかを愛用していたら、トエ様は喜んでそれで商売したりするのだろうか。するんだろうなあ。

「そんでさ、人捜しって？」

　絵描きさんが、思い出したように訊いてきて、私も本来の目的を思い出す。

「あの、背の高い人捜しているんです。うちのお勤め先の偉い人で、とても、体格のいい方です」

　テン様のお名前とか東とう征せい将軍とか、はっきりとした呼称を使うべきか悩みながら、とりあえず、当たり障さわりのないことを口にする。

　あの人は厄やつ介かいな人だから、迂う闊かつに名前とか出すと、大変なことになる場合がある。

　何せ、多た分ぶん、戦場とかで、何の躊躇ためらいも無しに槍やりやら剣を振るっているような人だから、どこでどんな恨みを買っていても不ふ思し議ぎ無い。

「こんな感じ？」

　絵え描かきさんが絵皿を持った手で、長身の方を指す。

「いえ、もう少し背が高くて、そのう、手足がやたら長い感じの人です。すごく、大雑把な感じで、髪とか大おお雑ざつ把ぱに伸ばしてます」

　目の前の方と、つい比較して口にしてしまう。

　絵描きさんの背後で黙だまっている方は、テン様ほどの上背はない。その分、無む駄だが無いと言うか、引ひき締しまった印象がする立派な偉い丈じよう夫ぶさんという気がする。長い髪は綺き麗れいに背中に流され、一つに束ねられていた。

　顔つきも引き締まっていて、何だか、テン様より、ずっと大人おとなの印象がする。

「うわぁ、すげえ、嫌いやな予感。タウ・トエの所から背の高い大雑把な奴やつ捜しに来たなら、あいつしかいねえよな」

　ものすごくお喋しやべりな口調で、すごく嫌そうな顔をしたのは絵描きさん。

「テン・フオウか。東征の名で呼ばれている」

　長身の方が、絵描きさんの方に向かって呟つぶやく。

「はい」

　とにかく、私が頷うなずくと、絵描きさんが絵筆を膝ひざの上に置いて背中を丸めた。

「朝、一度来たよ。昼頃ごろ、暴徒の鎮ちん圧あつに出て、そのまま知らねえ」

　複雑な表情で笑っている。何かを訊きいて欲しそうな顔。

「暴徒ですか？」

　とりあえず、物ぶつ騒そうな言葉を問いただしてみる。

「ほら、戦争勝ったけど、やっぱ、反対する群衆とか、団体とかあんのよ」

　絵描きさんが、描き掛けの壁へき画がを眺めながら、面めん倒どう臭くさそうに続ける。

「祭りの手伝いとか言って、あいつ部下連れてきてるけど、そうした集会を抑えるのが本当は目的なんだよ。そういう奴だよ」

「そうなんですか、怪け我がした人とかいるんでしょうか？」

　胸が小さくなる思いで、問いかけてみる。

「いや、多分、二にの宮みやの一派中心だから、口だけさ」

「二宮は自分達からは力は振るわない」

　絵描きさんの言葉を、長身さんが補足した。

　ここは七なな宮みやの都市だけれど、七宮以外を支持する人々だって生活している。特に、伝統ある古都、一いち宮みやや二にの宮みやを支持し、そうした都市との流通で商あきないをする人々は多いらしい。

　晩秋の争いだって、ツヅミと仲が良い方や、あちらにご親族がある方だって大勢いたらしい。

　ツヅミを陥落させても、強硬な占領を行わないで、吸収を中心にしてるのはそうした事情も考こう慮りよしているらしい。

　多た分ぶん、沢たく山さんの事情が重なって、七つの都市は対立している。何か一つの、大きな事情だけで睨にらみ合っているわけではないのだと思う。

　七なな姫ひめは、きっと、その中での一つの目印なのだと思う。

「それよりさ、あいつ、ひどいんだよ」

　私が考え込むのを絵え描かきさんの声が差し押さえた。

「あいつ、俺おれ様の絵を見て、注文付けやがったんだ。ここに、でっかく、四しの宮みや戦で自分が活かつ躍やくした姿を描けとか言いやがったんだ。ありもしなかったのに、向こうの将軍と一いつ騎き打ちとかさ」

　うわぁ、あの人らしい。

　でも、描きかけの壁へき画がを見ると、絵は全然違う物だった。

　燃もえる城壁が崩れた光景。

　大きな川向こうに、乾ききった秋の草地の先。遠く赤茶けた光景。その上には、まだ色のない空。

　人物の姿は一つもない。

「四宮ツヅミか」

　背後からの落ち着いた声に、脚きや立たつの上の絵描きさんが軽く背中を伸ばして頷うなずく。

「戦いくさの後さ。もう、あそこの城壁はお飾りさ。ほとんど崩れて遺跡みたいだった」

「従軍されていたんですか？」

　私の問いに皮肉そうな笑み。

「食うに困ってさ、適当に下っ端やっていれば冬が越せる金が貰もらえるって言うから紛れ込んでたんだけどね。いやぁ、拝はい東とう将軍の許もとにいたら夜や襲しゆうくらってさ、何が何だか判わからないうちに部隊は壊かい滅めつ。散り散りさ」

　すごく、気になるお話だった。

　テン様はいい加減で、トエ様は後方で、結局、私は何も知らないと言えば何も知らないことだったから。

「俺はあんな血まみれ二度とご免だね。背中斬きられて重傷の所をさ、従軍絵師とかに昇格させて貰って安全圏に逃げ込んだけど、ひでえ目にあった」

「その割には元気だな」

　長身の方が笑ったような声をする。

「一番、初めに怪我して、そのまま治ち療りようしながら地図とか描いてたから、ほとんど戦せん闘とうから離れていたからな」

「背中を斬きられるのは武人の恥だ」

　少しからかうような口調。

「絵え描かきだよ。軍隊なんか二度といかねえ。だから、東とう征せいの要よう請せいも却下して、美しかった隣りん国ごくの都市が無惨なの描いてるの」

　この人は、この人なりに抵抗することがあって頑張っているらしい。

「……ツヅミってこんな所なんですね。初めて知りました」

　私は壁へき画がを眺め、思うことを呟つぶやいた。

　結局、私は七つの都市の内、七なな宮みやカセンしか知らない。

　多た分ぶん、琥こ珀はく姫もツヅミ以外は知らなかったようだ。

　知っていても、互いに争ったのだろうか。

　多分、そうだと思う。けど、色々と思うこともある。

「ああ、綺き麗れいに描いてるけどね。あんまり、戦せん闘とうとか描きたくないから、こういう絵にしたけどね」

　絵描きさんが休きゆう憩けいといった感じで、くつろいで首の骨をならす。

「ここの絵は絵描きさんが全部描いたんですか」

「うん。だいたいな。どうせ、取り壊こわされるとこの絵だから、タウ・トエの奴やつ、安い金しかださねえんで、他ほかの奴逃げちまった」

　ああ、何かトエ様らしい。

「……外騒さわがしい」

　話が続きそうになった時、私の後ろでヒカゲさんが呟く。

「え？」

　言われてみると、何だか少しだけ、騒いでいる声が遠くからする。

　市場に近づいた時の物に似ているから、暴動とか、不ふ穏おんな気け配はいはない気がする。

「行ってみようか、テン様、騒ぎのある所によく居るから」

　ヒカゲさんと顔を合わせてから、絵描きさん達に頭を下げる。

「お邪じや魔ましました。お仕事頑張ってください」

　絵描きさんは軽く手を挙げて応じてくれる。

「気をつけてな。また来いよ。どうせ、明日の夜まで掛かる絵だから」

　長身の方は小さく頷うなずいて、私達を見送ってくれた。

　帰り際、館内の入り口に案内状が掲げられているのに気がつく。

　エヅ・ヨウト展てん覧らん会。

　絵描きさんの名前はエヅさんというようだ。

　ちょっとだけ、一いつ緒しよだった人のことが気になった。

　気のせいだろうか。テン様と同じような、軍人さんの匂においがした。







「君は僕が憎いか？　憎いか？　憎いんだな？　そうなんだな!?」

「放せ！　判わかった！　判った！　俺おれが悪かった！」

　外へ出てみると、雪景色の広場。

　冬服の人々の囲みが向こうに、何だか見慣れた光景が展開されていた。

　工芸館の正門、石段の上という高い所から、実に良く見えたのは、テン様の首根っこ捕まえて締しめ上げるトエ様だったりする。

　あの、館内に入る前に見かけた行列の出来た露ろ店てん先で、なぜか露天商の格好をしたテン様を、結局、私達より早く見つけたトエ様が詰問してらっしゃる。

「俺はただ庶民に、この新しい味を広めようとだなぁ、営業努力を遂行したんだ」

　喚わめくテン様の手には、私達が先日楽しんだお餅もち包つつみが。

　改良したのか、何やら、冬野菜とか他ほかにも色々詰め込んである。

「で、代わりに僕の休息が踏みにじられたわけか？　貴様、僕を犠ぎ牲せいにして楽しいか？」

「ああ、楽しいね。俺はお前が苦しむ姿を見るのが一番好きだ！」

　うわぁ、泥沼と化している気が。

　何だか、どうしようもない光景を、広場でお祭りの準備していた人達が囲んで、楽しそうに眺めている。

「ねえ、ヒカゲさん？」

「ヒカゲ」

「うん」

　肩に力が入らない状態で、私達は並んで、見慣れた光景を眺める。

「あの人達、将軍と軍師だよね？」

「そう聞いている」

「偉いんだよね。一応」

「らしい」

「あれ、この前食べたのだね」

「旨うまかった」

「味実じつ験けんだったのかな。やっぱ」

「……」

　ヒカゲさんは沈ちん黙もくして、トエ様が喚いていて、テン様が開き直り始めて、それから、それから、私は乾いた声で小さく笑う。

　冬の空を見上げると、曇どん天てんの隙すき間まに青い空が遠い。冴さえた大気の中、それが瞳ひとみに目ま映ばゆかった。
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　　　三節　前夜祭　迷い路







「俺おれ様としてはだな、前夜祭まで無ぶ難なんにこぎ着けた苦労を判わかって欲しいわけ」

　大おお駒ごまが三つ進む。

「苦労したのは君じゃない。君の副官とか、調整に走った僕や都市の運営部だ」

　進んだ駒を斜め前の駒が取って、その場に代わる。

「まあまあ、俺様の武ぶ威いが四しの宮みやの不平分子や、他ほかの都市の内通者を抑えているんだから、ちょいと、大目に見てよ」

　さらに別の駒が後方から上がってきて、さらに取り返す。

「それで、今日も営業努力か？」

　うわぁ、意地になって取り返している。

「祭りの間は純粋に軍務に勤めるよ。下見だよ。今日は」

　全く、別の駒が動いて、王手。

「気になるのは、四宮軍の残党か、それとも、三さん宮みやか」

　王が逃げる。

「市民の機き嫌げんを潰つぶすため、騒さわぎを狙ねらう輩やからだ」

　攻めの駒こまが進む。

「境界線上に不ふ穏おんな動きはない」

　守りの駒固め。

「もう入り込んでいるなら、街に紛れた輩に俺おれと部下の動きを見せつけておく」

　さらに攻め駒が上がる。

「昨日まで五人か、捕らえたのは」

　さらに守りが固まる。

「夜の内に、もう一人捕まえたがね。どれも小物だな。四しの宮みやと上手うまい商売できなくなった不平派の下っ端ってとこだ」

　うわぁ、攻めの一手。

「利権が絡むと恐いね。僕も面めん倒どうな話し合いが今日はある」

　がちがちに王の周りが固まる。

「代わってやろうか？」

　ここで、テン様が手を休める。

「君に任せるくらいなら、僕が徹てつ夜やで働く」

　トエ様も席を立つと、暖を求めて火ひ鉢ばちのある私の側そばへ来る。

　何だか、知らない内に対局は終了していた。

　駒が散乱する細かな線が組まれた盤ばん上じよう。どちらの王様も詰んでいないし、動ける駒も沢たく山さんあるように見えた。

　この二人の対局は、大抵、変な所で終わる。

　小さい頃ころから、私はいつも二人の対局を眺めながらお茶を啜すすってきたけれど、本気で決着をつける対局は二十回に一回くらいしかない。

　一方的に攻めるテン様と、やたら守りの分ぶ厚あついトエ様。勝ち負けは半々くらい。

　二人の将棋はお喋しやべりのついでで、ほとんど考えないで指される。

　その一方で、知らない内に決着が付いていることもあるらしい。何十手も先が二人には読めているらしいけれど、そんな時は二人とも面おも白しろく無さそうだ。

　良く知らないけれど、先の見えない局面を作りたくて、二人して変な駒さばきを繰くり返しているような気がする。

「カラ、絵え描かきのとこ、どうだった？」

　長い両腕を頭の後ろに伸ばして、テン様が思いだしたという声を私に向けた。

「あっ、楽しかったです。絵描きさん明るい人でした」

　ちょっと珍しいお喋りさんで、変わった感じが気持ち良かった気がする。

「エヅのことかい？　テンが拾ってきた絵え空そら師しの」

　トエ様が暖房の火ひ鉢ばちに手をかざしながら、知らない言葉を口にした。

「絵空師？」

「浮き趣しゆ味み絵え描かき、とかも言うけどな。芸術家とかじゃなくて、ちょいと、絵描きの趣味が入った絵を描く連中さ。七なな姫ひめを派は手でに描いた錦にしき絵えとか見ただろう？　ああした遊びのある絵を描く連中を絵空師とか言うのさ」

　テン様に言われてみると、確かにあの絵描きさんの描く風景とかは、少し遊び心みたいな匂においがする。柔らかい感触の筆運びな気がした。

「食うに困っていたから、潰つぶす予定の工芸館で最後の展てん覧らん会の役を与えたんだけどね。あいつ、変な絵ばかり描いているらしい」

　私には絵のことはよく判わからないけれど、好き勝手描いているような印象は確かに感じた。

「いっそ、壁へき画がの全部、うちの姫ひ殿でん下か描かせちまえば良かった。その方が庶民受けした」

　テン様のいい加減な笑い話に、トエ様が成る程と言いたげな顔をする。

　いや、それは、とても、まずい気がします。個人的には。

「とっても、綺き麗れいな風景画が多かったですよ。はい」

　ここでお話の流れを修正しようと試みる。

「彼、才能あるのかい？」

　修正は上手うまく通ってくれたようで、トエ様がテン様に訊きいてみる。

　芸術とか美術とかについては、どういうわけか、テン様の方が物知りで、目め利ききである。

　どうも、トエ様はお仕事的に物を見過ぎるらしいから、そうした方向が少し弱いようだった。

「まあ、若い奴やつの中では見込みあるけどな。天才って程じゃねえ。だけどな、絵空事を鮮あざやかに描けるのは、どっちかといやぁ、ああいう大馬ば鹿か者だな」

「ああ、判る。判る。大馬鹿者ね」

　お二人は実によく判るという顔で頷うなずき合う。

　何だか、絵描きさんが可哀かわい想そうになってくる。

　もう一回、話の修正を試みようと

「今日のお仕事はどうなってますか？」

　お二人に訊いてみる。

「おう、俺おれと一いつ緒しよにだな」

「やかましい。君につけるくらいなら僕の鞄かばん持もちでもさせる」

「トエちゃん、最近、俺に冷たくない？」

「僕は君に優やさしすぎると評判だ」

「うわぁ、世間って見る目ねえ」

　仲いいな、この人達。

　温ぬるくなった紅茶を口に運びながら、何だか喚わめき合っている方々を眺めるのが私。

　トエ様の宿屋や敷しき、朝のお茶会での光景。







　硝子ガラス窓の向こうは明るい陽ひざしで、雪の反射が眩まぶしい。

　宿屋敷の一階、一番豪華な客間でトエ様は都市の代表の方と話していた。

　七なな宮みやのお姫様が都市の代表ということにはなっている。

　でも、実際、都市の運営を行っているのは、昔から、この地方に地じ盤ばんを作っている方や、その眷けん属ぞくだったりする。主に七なな葉ようの一派と重なる人々。

　いかにもやり手という、恰かつ幅ぷくのいい壮年の方が、一人の秘書と、二人の護ご衛えいを後ろに控えさせ、トエ様と椅い子すを向かい合わす。

　二人の間には低い高さの机。赤い色合いの硬い樫かしで出来ている。

　そこに、お茶の用意をしているのが私。

「ほう、可愛かわいらしいお嬢じようさんだ。娘さんかな」

　暖炉の火を確認がてら眺めて、トエ様が口もとを緩ゆるめる。

「僕は、そんなに歳としではありませんよ。姫ひ殿でん下かのお側そば付きの一人です。僕が悪い真似まねしないようにと、姫殿下がお目付役を置いて行きました」

「それは大変ですな」

「あの方はあまり野心の無い方です。迂う闊かつな真似は出来ません」

　お互い、ある程度は用意していただろう、ゆったりとした和なごやかな語り合い。

　トエ様の背後にも警けい護ごの方が二人いて、私もその辺の隅に立つ。

「そろそろ、ご結婚されたらどうですかな。私の姪めいがいい年とし頃ごろです」

「姫殿下は巫女みことして、宮みや姫ひめ在位中は婚こん姻いんできません。もう十年はこのまま、在位して貰うつもりです。配下の私が勝手に家庭は作れませんよ」

　宮姫というのは、実は未婚の若いお姫様しかなれない。

　一代限りの称号で、実は次代への継けい承しよう権とかはなかったりする。

　元々、適当な王位継承者の不在時や、相続争いが起きた際の、一時的な祭さい祀しの代理人として生まれた制度だったりする。

　一応、五年なり、十年したら、自主的に退位するしきたりがある。そうした時期に、王室のどこかに、それなりの年ねん齢れいの適当な後継者が育てば、そちらに移い譲じようされる地位。

　今までの場合、宮姫が次代の王位継承者と婚姻したりしたことはない。慣習として、宮姫に選ばれた者は、王族なり、それに続く地位の貴族階級とは、ほとんど袂たもとを分かち、互いに不可侵であるということになっている。

　実は、東とう和わのあちこちでは、十年後の王位継承権を巡めぐる駆け引きとか鍔つば迫ぜり合いがあったりするらしいけれど、直接、私がそれを見たことはなかった。カセンなり、七なな宮みやのお城が田舎いなかだからかも知れない。

　王族自体はそれほど力が無く、幾いくつかの祭さい祀し権や、それに連なる土地や森林の所有権を持っている程度らしいけれど、宮みや姫ひめ同様、権威の拠より所としてちょうどいいらしい。

「今日は祭りの配当について確認をされたいそうですね」

　トエ様が早速、本題に入る。

「主催者の名の先頭に、姫ひ殿でん下かの名を戴いただいた祭りですが、我が方が用意した灯あかり油は大量です。左さ府ふ殿の方に、その旨むね、はっきりとご理解していただきたい」

「理解しています。ですが、二にの宮みやが抑えている油の流通。なぜ、七宮カセンの中心商家である貴方あなたが大量に用意できたのか、こちらとしても訊きいておきたいことですな」

　にこやかに語り合うお二方。

「七宮の姫に流れない物も、カセンの周囲には流れます。それを買い集めた苦労は甚じん大だいです」

「それが、我が七宮から、多重に金をせしめようとする二宮スズマの手口としてもですか」

「彼らも我らも多くの者を食わせるのが仕事です。距離を取った商あきないは付き合いです」

「我らがツヅミから接収した利権や財産が、二宮に吸われ、それが二宮から一いち宮みやや五いつ宮みや、六むつ宮みやの懐かい柔じゆう金に使われる。それが、三さん宮みやへの融ゆう資しの穴埋めに使われる。東とう和わ都市群の中で、一番、得をされるのはどこでしょうか」

「我らに損はありません。ツヅミが膨ふくらんだ蔵くらの中身を吐き出すだけです」

「四しの宮みやは滅びました。ツヅミはこれから、我がカセン地方の衛えい星せい都市であり、やがては、重要な一部となります。二宮に我が財産が利用されることがないよう気をつけていただきたい」

「正論ですが、向こうも何年も前から、こうした策を練って流通の各所に触手を伸ばし、しっかりと根を生はやしております。避さけて通れる商売相手ではありません」

「二宮は潰つぶします。その時のために、そちらにも根回しをしておいていただきたいのです」

「東和第二位の古都。天下の副都を自認する二宮スズマをですか」

　出来るわけが無いという笑い方。

「あの一宮シンセンでさえ、潰すに潰せない大都市ですぞ」

　トエ様は肩を竦すくめた。

「我らが大きくなれば、五宮や六宮、あるいはシンセンと巨大な同盟もあります。東和統一とまでは行かなくても、巨大な同盟が圧力をかければ、二宮スズマを弱体化することは難しくありません」

「本来、一宮シンセンの方が、我らとしては憎むべき搾さく取しゆ国です」

　今度はトエ様が笑った。

「シンセンを潰して、我らが東和の全すべてを経営できますか？　あるいは二宮に東和の未来を任せられますか。シンセンは打倒したとしても、ツヅミ以上に吸収合併する対象です」

「二にの宮みやスズマとの同盟は考えておられませんか。一いち宮みやシンセンの向こうにいる彼らと、挟きよう撃げきする形も効果的でしょう」

「その時は……」

　トエ様は前髪を搔かき上げて、ひどくこの人らしい表情を作った。

「東とう和わ第二位の都であるスズマが、その地理的優ゆう位いと、その自称する誇りと力で、東和の事実上の首都に成り代わり、我らは従属する地方都市の名を不動とするでしょう」

　それから、少し目を伏せて、トエ様はゆったりとお茶を口に運ぶ。

「今年、この地方で秋摘づみされた新茶です。どうか味わってみてください」

「そうですな」

　お相手もゆったりと紅茶を口にする。

「若者向けの香りですな」

　七なな葉よう。その呼ばれ方をする七つの財界。その構成の一角を担う人が、商品の味見をする顔をしていた。

「七なな宮みやは一番若い宮都市です。姫も一番若い。そして、二宮は妹姫の正当性も権威なども認めていません。我らに対して長い目での譲じよう歩ほなど考えていませんよ」







　玄関先までお客様をお見送りしたトエ様が帰ってくる頃ころ、客間で一人残されていた私はうとうとしていて、慌てて跳ね上がる。

　お茶を互いにお代わりする長い会かい談だんは、前半だけで頭が参ってしまったりした。

　途中からは、互いに多くの帳ちよう簿ぼと睨にらみ合いを始めたから、よく判わからない数字の比較が繰くり返されて、もう辛つらくて辛くて仕方なかった。

　最初の頃の怪しげな会話は、うちのお二人の会話に近い部分があったから、何とか判るような気がしたけれど、飲み込む前にどんどん別の話になって行く。

　まだ午前の内に始まった会談は、結局お昼過ぎまで掛かってしまった。

「もう好きにしていていいよ。僕は別の仕事で出かけるけれどね」

　トエ様は軽く焼き菓子を摘つまみながら、冷さめたお茶の残りを漁あさっていた。

「重要そうなお仕事でしたね」

　いかにも、お仕事にお付き合いしましたという顔をしてみると、トエ様は苦笑気味だった。

「お互いに狸たぬきさ。以前からの懸けん案あんを確認し合っただけで、目新しい会話なんか何もなかった。本当に大事な用件は、護ご衛えい役も席を外す密室で行うからね」

　そうなのかと、びっくりしていると、トエ様は外の景色を眺めて目を細める。

「いや、本当に大事なことは話し合いの無い所で決定され、お互いに報告と実情の摺すり合わせが行われる物かな」

「お手間が掛かるんですね。商売や政治って」

「彼は、いや、財界の一いち葉ようである彼らは、東とう和わの中で自分達がそれなりの地位なり繁はん栄えいなりを確保できればそれでいいんだよ。一いち宮みやや二にの宮みやを打破しなくても、それなりの力を持てればいいんだ」

　それは、テン様やこの人には、あまり容認できないことに思えた。

　この人達は、もっと大それたことを企たくらんでいる。

　それは、東和の統一とか征服とか、普通の人が考えないようなこと。

　ただ、困った話、この人達は、あまり統一とか征服に具体的な興きよう味みは無いらしい。どうも、行ける所まででっかく行こうとか、天てつ辺ぺん目指してどこまでもとか、そんな感じらしいから、何と言うか。

「彼らの強みは長く培つちかってきた人脈や、蓄積された技術、広く分布する一族だ。僕らには無い物だから、それを上手うまく扱って行かなければならない」

　私に教えると言うより、自分に確認する口調。

「僕らの強みは、逆に身軽だってことだね。一族に利権を優ゆう遇ぐうしたりしなくて済むから、広く協力者に富を分け与えられるし、必要に応じての投資も可能だ。特別、何かを護まもらなくてもいい。だから、彼らが出来ない真似まねも平気で出来る」

「危なくなったら、自分だけ逃げるとかですか？」

　トエ様は屈託のない表情で頷うなずく。

「そうだね。君との契約は、僕もテンも護る努力はするけどね」

「契約ですか？」

　天頂からの陽ひざしが目ま映ばゆく、庇ひさしの影かげも短い時間の中で、暖房と外気の温度差が生んだ曇くもり硝子ガラスの向こうを眺めるトエ様。

「君に損はさせないよう努力するって奴やつさ」







「うひゃあ」

　トエ様に午後からお暇を貰って、私はお祭り前日の街に出た。

　雪ゆき搔かきされた泥混じりの道行きに、雪靴がしゃりしゃりと音を立てる。

　私の半分くらいの音で、居るのか居ないのか判わからない気け配はいの人が隣となりに一人。

　空は冬晴れで青く、高くて、雲は山の方とかで、珍しいくらいの晴天だった。

　それでも、凍いてつく大気は頰ほおに痛い感じで、多た分ぶん、人から見たら私の頰は赤くなっている。

　何でか知らないけれど、一緒に歩く私の連れの人は、夏でも冬でも何事もない顔。

　流石さすがに前日ともなると、行き交う人々は多くて、ちょっと大通りに出ると、人混みの中で私は自分の居場所を見失う。色とりどりの冬服の群を避さけている内、何だか、あらぬ方向に足が向いたりする。

　それでも、気がついたらヒカゲさんは何事も無い顔をしてついてくる。

　終しまい月づきの人混みは、冬の農閑期に手を余した農村の人達がお祭りに参加するためらしい。

　冬の民族衣装、年越しの祭具や、年初の祝い飾り、来年の暦こよみ、日持ちのする冬の食料品。そうした冬支度の品が大通りや広場に集まって、露ろ天てん商として軒を連ねる。

　他ほかの都市からも、多くの商人が行き来して、珍しい冬着や工芸品が並んだり、珍味や祝い菓子が香ばしい匂においを立てていたりする。

「まるで、お祭りが始まっているみたいだね」

　既にあちこちに並んだ露店から、珍しい乾かん物ぶつが火に燻くゆらされるいい匂い。

「多た分ぶん、今年はツヅミの脅きよう威いが無くなったから」

　ヒカゲさんの返事から察すると、この人出は、いつもより人々が冬祭りに興きようじている証拠らしい。

　露店と露店の間、ちょっとだけ空いた隙すき間まに私は立って、そんな賑にぎやかな光景を眺める。

「今からそれじゃあ、明日の本番、大丈夫なのか」

　ヒカゲさんが、珍しく自分から訊きいてくれた。この人はこちらが百回話しかけても、一度ぐらいしか自分から話しかけてくれなかったりする。

　だから、たまに訊かれると何だか嬉うれしいので、気が付いたら笑顔になる。

「いいよ。お祭りには出ないから」

「……」

　ヒカゲさんは淡々と私の方を眺めた。

「ほらっ、たまにね、喪も中ちゆうの家もあるから」

　ここまで来る道にも、一、二度、喪中の張り紙と、墨染めのしめ縄なわで門を囲んだ家が見えたりした。今までにも、何度かそんな風景を見ている。

　幾いくつかは、雪ゆき祭まつりから終月の初め、秋が終わった初冬の頃ころ、ツヅミで家族を失った方々だろうと思う。

「姫ひ殿でん下かさんも喪中だから、お側そば付きもお祭りの時は、じっとしていないと」

「俺おれもそうする」

　ヒカゲさんは割と平気で、人斬きってたりするから喪中も何もない気がするけど。でも、そう言ってくれるお仲間がいると、ちょっと嬉しかったりする。

「でも、前夜祭だけで楽しそうだね」

　今夜は篝かがり火びを街のあちこちで焚たいて、楽がく師しさんが街を練り歩く。それを山車だしが何台も追うのだと言う。

　昼間からこの様よう子すでは、結構、期待できるような気がした。

「どこへ向かっている」

「絵え描かきさんの所だよ」

　昨日の絵が完成したらどうなるか、見せて貰もらいたかった。

　お祭りに出ないと、もしかしたら、見ない内に工芸館自体が取り壊こわされてしまうかも知れない。そんな風に考えていたけれど、ヒカゲさんは詳しく聞き返したりはしない。

　冬羽は織おりの広ひろ袖そでの中に、握った両手を縮ちぢこまらせて、私は雪靴を進める。

　足の裏全体で地面を摑つかむ歩き方。

　工芸館に向かい横切る広場では、雪舞ぶ台たいに大勢の人が集まり、氷柱の周りを小さな子供達が駆け回っていた。







　目の前には、大方完成したツヅミの遠景。

　絵描きさんは寝っ転がるような力無い姿勢で、向かいの壁かべに背を預け、偏へん屈くつそうな眼まな差ざしで自作を眺めていた。

「よっ」

　ヒカゲさんと二人で、その傍かたわらに立ち挨あい拶さつすると、片手を上げて生返事。

　今日は絵描きさん一人で、工芸館の奥に詰めていた。昨日の、もう一人の方の姿は無い。

　代わりに、工芸館の入り口の方では、五、六人の方々が、飾り付けや、清掃といった明日の開館準備をしていて、たまに作業の掛け合い声が聞こえてくる。

「何かね、どうとでもなる絵なんだよね」

　独ひとり言ごとそのままの口調で、絵描きさんは眠そうな目をこする。

「あっ、俺おれ、エヅって言うんだ。名前教えたっけ？」

「入り口に書いてありました。私はカラって呼ばれてます。こっちはヒカゲさんです」

　この後、絵描きさん、エヅさんは十七歳で、天才絵描きだと自称した。

　ちょっと、今朝のテン様とかの言葉が胸に痛かったりする。

「名も無い寒村で生まれてね。七歳で神童の名を欲しいままにして、ツヅミに連なる街の工房に弟子入りさ。二人くらいの歳としには、錦にしき絵えの色塗りとか、手直しとかしていたよ。毎日」

　私達にあまり視線を向けず、壁へき画がを眺めながら、身振り手振りを交えたお喋しやべりを始める。

「十五で独立して、田舎いなかに帰ったら、絵描きの仕事なんか無くてね。毎日、野の良ら仕事。工房とは揉もめて辞やめたから絶ぜつ縁えん状態。参った。参った」

　根が明るいのか、苦労自慢がお好きなのか、内容の割に楽しそうな声。どっちにしても、お喋りがお好きなのは確かなようで、何だか聞いていて楽しい。

「それで、カセンにお仕事に来たんですか」

「いや、最初はもっと都会のツヅミに出たよ。仕事多いし、多少、コネもあったから。だけどね、何か隣となりのナツメと揉めてたんだよ。あそこ。で、こっちに逃げたの」

　絵え描かきさんのお喋しやべりは、私が知らないことが多くて、ちょっと気になることが多い。

「何か、焦きな臭くさくなるからと思って、七なな宮みやカセンの方が田舎いなかで安全かと思ったのよ」

　失敗したという顔で苦笑い。

「俺おれもさ、他ほかの連中もそうだけど、四しの宮みやツヅミの圧力に、七宮は適当に従属すると思っていたのよ。もしかしたら、琥こ珀はく姫の周りの連中とかも」

　実は四宮戦前の世論はそうした方向に大きく傾いていたらしい。

「東とう征せいがあんなに早い戦争屋とは思わなかったんだよ。それに戦争ったって、大軍で威圧して、ツヅミに譲じよう歩ほを迫るとか、その程度だと思っていたからさ。どさくさに紛れて金だけ貰もらって逃げようとか言う連中の口車に乗せられて、けちょんけちょんよ」

　笑い話にしているけれど、余程の嫌いやな思いをしたのか、色々言いたいことがある顔をしているような気がした。

　だけど、絵描きさんのお喋りはそこで止まって、また壁へき画がを眺めていたりする。

「これは何日くらいで描いたんですか」

　私達三人で手を繫つないで囲むくらいの横幅がある壁画。高さはテン様の身長よりも高い。

「三日ぐらいかな。流れ作業なんだよ。一応、入り口の方を優ゆう先せんしたけど、顔がん料りようが馴な染じむのに時間掛かるから、あまり一気に描けない」

　終しまい月づきの半ば、四宮戦が終わるより早く、この人は負傷とかを理由にこちらに戻ってきたらしく、それ以来、ほとんど泊まり込みでここに詰めていたらしい。

「寒いと傷が疼うずいたりするんだよ。でも、ここ暖房入れるには広すぎるし、入れたら壁画が傷んでしまうし、割と厄やつ介かいでね。まあ、最初から長持ちしない色使ってたりするんだけど」

　何が気に入らないのか、エヅさんは筆のお尻しりで頭を搔かいていたりする。

　私とヒカゲさんも壁画を眺める。

　緩ゆるやかな流れの大河の向こう、高い城じよう壁へきが崩れ、煙が雲間に消えてゆく遠景。

　その空は薄うすい青で、冬の気け配はいがする灰色が少し混じっていて、乾いて冷たい感じが何となく感じられた。

　ほとんど、出来上がっている気がした。全体的に淡い色彩の絵。

　この人の絵は、多た分ぶん、色彩の組み合わせが淡くて、それが柔らかい感触なんだと思う。

「最後に、俺が振り返った光景なんだよ。これ」

　私達が感想を入れるより早く、エヅさんはお喋りを始めた。

「綺き麗れいすぎたかな。東征の言う通り、あいつの軍が四宮蹴け散ちらす光景も入れた方が、正直かな。向こうの髭ひげの傭よう兵へい将軍とかと争う場面とか」

　何となく、何となく、絵描きさんの悩みが判わかった気がした。

「その方が現実的なんですか」

　独ひとり言ごとみたいに私がぽつり。

「かもな」

「でも、この時には、こうだったんですね」

「まあね」

「なら、これでいいと思います。正直に、この時が描かきたかったならいいんだと思います」

　絵描きのエヅさんは、しばらく、何も言わないで壁へき画がの方を向きながら、何か遠い別の光景を見つめる目をした。

　ヒカゲさんはやっぱり何も言わなくて、私もそのまま知らない光景を描いた壁画を眺めて、三人で長いことそうしていた。

「そうだな」

　絵描きさんが、それなりに満足した顔をしたのは、かなり時間の経たった頃ころだった。







　くりっとした黒目に、ちょん、ちょんと白い点をいれたり、縁ふち取どりの線だけされた藤ふじの花に淡い色を塗ったりして

「どうです？」

「完かん璧ぺきや。嬢じようちゃん、今の仕事クビになったら、これで食ってゆくか？」

「ヒカゲは？」

「……」

　壁画の前で三人座り込んで、錦にしき絵えの巻物に筆を立てて、もう長いこと。

　私の前には板版の上に広げられた鮮あざやかな錦絵。

　満開の藤棚を背にした萌もえ葱ぎ姫とか浅あさ黄ぎ姫。

　翡ひ翠すいの大きな庭石に腰掛けた翡翠姫。

　青々とした竹ちく林りんに佇たたずむ常磐ときわ姫。

　それから、空を背負った巫女みこ風の空から澄すみ姫と、黒こく曜よう石せきを胸元で煌きらめかす黒曜姫。

　東とう和わ七なな姫ひめ錦絵巻き。

　お祭りで売る色版画に、手作業で小さな色づけを行うのが、エヅさんの副業だった。

　何でも、二十枚くらい仕上げると夕飯にいい物が食べられるぐらいのお金が貰えるらしい。どうも、テン様やトエ様には内ない緒しよで、こそこそ、一日五十枚くらい仕上げていたそうな。

　私も五枚くらい、内ない職しよくのお手伝いと言いますか、教えて貰もらっていたりする。

「そう言えば、カラの嬢ちゃん、空澄姫から名前貰っていると言うことは、お側そばに仕えているわけなのかい？」

　エヅさんが、私やヒカゲさんには任せられない難しい工程に挑みながら訊きいてきた。

「はい、そういう役職です。でも、こんなにすごい綺き麗れいな人じゃないです」

　空澄姫の周りに飛び散る、何だかよく判わからない花びらに色を塗りながら私が応じる。

「どんなの？」

「えーと、丈夫な人です。ここ三年くらい風邪かぜ一つしたこと無いんです」

「うわぁ、そりゃ頑丈」

　私達が向かい合う錦にしき絵えは、ほとんど風聞とかででっち上げられた七なな姫ひめの虚像とかで、何だか知らないけれど、やたらお美しい面々で、かなり、抽象的に描かれている。

　空から澄すみ姫はとても儚はかな気げに、でも誠心誠意といった感じで、絵を見るこちらを見つめている。

　そして、黒こく曜よう姫は、とても、とても大きな黒帽子を被かぶって、とてもとても裾すそ長ながの黒装しよう束ぞく。

　それは、とても実用的には見えなくて、祭さい祀し用らしい清せい楚そで、そのくせ、やたら鮮あざやかに優ゆう美びな意い匠しようをしていた。

「あっ、それは本当らしいぞ」

　黒曜姫のものすごい姫装束に、絵え描かきさんが断りを入れてきた。

「お付きの巫女みことかが、後ろで裾抱えて歩いているってのは有名な話だ。ものすごい趣しゆ味みに走った姫だって話。一いち宮みやの黒くろ姫ひめって」

　そうだったのか。言われてみれば、かなりお洒落しやれ好きな方だった気がする。

　絵の中の黒帽子は、私が持っている黒帽子の二倍くらい鍔つばが広く、優雅な線を描いているけれど。

　描かれた顔立ちは、似ていると言えば似ているような絵柄。衣装が豪華と言うか、派は手ですぎて、あまり他ほかが目だたない絵になっている。

「これだけ派手だと、喪も服ふくでもないのに、この姫の格好真似まねするお金持ちのお嬢じようさんとか多いんだってさ。七なな宮みやでも見られるかな」

「えっ、そうですね。一度、もっと地味な、普通っぽい格好でなら、こうした方とお知り合いになったことあります。はい」

　出来るだけ、噓うそにならないよう正直に答える。

「他のお姫様とかも、全部、かなり本物と違いますよね」

　空澄姫や黒曜姫のことを詳しく聞かれるとまずい気がしたから、他のお姫様に話を振る。

「俺おれ達は絵え空そら師しだからな」

　絵描きさんは、自信を持った口調をした。

「絵空師ってのはな、目の前にある物をそのまま描くのが仕事じゃなくてさ、己が心の命ずるままに筆を運び、色合い豊かに風ふ情ぜいを描く。それぞ本ほん懐かいさ」

　何か、何か、ちょっと笑いたくなるような、そのくせ、すごく気持ちよさそうな横顔。

　羨うらやましくなるくらい、この人は絵描きさん人生を楽しんでいる。そんな気がする顔。

　私は、こういう顔をする大人おとなの方を何人か知っていて、多た分ぶん、永年、憧あこがれている。

「琥こ珀はく姫の絵はありませんね」

　ちょっとだけ、今の会話や空気が照れくさくて、私は話を変えてみる。

「あ……あん」

　急にエヅさんは困ったような声になる。

　私も、何かあると気が付く。

「四しの宮みやとの争いのせいですか」

　少しだけ、恐い気がする質問。

「ちゃう」

　エヅさんは自分の受け持つ絵に向かったまま、呟つぶやくように応じる。

「琥こ珀はく姫の絵も売れるんだよ。何せ、一番、美しい姫さんだから、薄はつ幸こうの華はな姫ひめの絵を集めている連中も大勢いるし、タウ・トエも東とう征せいも娯楽には懐ふところ深くてさ、自分達の都合で出版妨害とかしねえしよ」

　困ったように、ぼそぼそと続けられる。

「一度、琥珀姫の本物見たことあるからさ、俺おれ、絵え空そら師しとして描かきにくいんだよ。今さ」







　内ない職しよくが終わった頃ころ、もう陽ひが傾いて、冬空が足早なのを知る。

　まだ余裕ある時間のはずなのに、陽ざしに赤い物が混じり、足元から伸びる私の影かげは、とても細くて背せい高たかだったりする。

「楽しかったね」

「……」

　私とヒカゲさん、絵描きさんの三人で工芸館の玄関先にまでやってくる。

「この桜がさ、一番、気合い入ってんだよ」

　入り口正面。桜の壁へき画がの前で、お若い絵描きさんは所在な気に佇たたずんでみせた。

　それは満開の春。花が散り始めた頃の、一番、鮮あざやかな形。

「ツヅミに少し居た時、春の祭典があってさ、樹じゆ齢れい百年とかの桜の前で、四宮の姫が舞まいを奉納したんだ。遠目で、端っこで見ただけなんだけど、綺き麗れいな姫さんさ」

　何となく、この桜はその時の桜を描いていると判わかった。

　多た分ぶん、人物とか、他ほかの対象を全部、切り離しているけれど、この人が見た物が、ものすごく大事に描かれている。そんな気がした。

「人生って厄やつ介かいなもんさ。あの春には、この冬は思いもしない光景だよ」

　絵描きさんは夕ゆうべの色と影の色に、気むずかしさと寂しさが混じるような表情。

「来年はすぐで、やがて、雪ゆき終おわりには春が芽吹き、櫻さくら帰がえりの季節が来ます」

　私は自分がどんな顔をしているのだろうか、ぼんやりと考えながら呟く。

「焼けちまったかな。ツヅミの桜」

「残っていたら、多分、春には誰だれかがツヅミで春の祭典を行います」

　カセンでは春の祭典は慎つつましく、空から澄すみ姫は出ない。

　だけれど、ツヅミとの融ゆう和わが進めば、空澄姫がツヅミで祭さい祀しや何やらを行うことも多くなる。

　あるいは、三さん宮みやナツメの常磐ときわ姫が、ほとんど空の状態のツヅミに進出してくるのだろうか。

　他ほかの都市が、他の姫が動くことだってある。

　冬足はまだ遅く、春は遠い。けれど、やがて、冬も終わって季節は巡る。

　桜帰る春、緑が渡り、水面みなもが揺れて、やがて、空が澄すんで、高い夏。

「祭りが終われは、年越して新年か」

　亘わたる月日に思いをはせて、絵え描かきさんが肩を竦すくめた。







　茜あかね空ぞらに浮かぶ冬雲は独特の重い色が混じり、空の大半に広がっていた。

　冬の雲は重いせいか、どことなく地に近くて、空が私達に近づいているような気がする。

　外の風は冷たくて、震ふるえるとヒカゲさんが風上に回ってくれた。

「ありがとう」

　返事はないけれど、とっても、ありがたく思う。

　絵描きのエヅさんは私達にお構いなしに、どんどん広場へと先に進む。

「うわぁ、すげえ」

　そんな声に促されて、広場を見れば、あちこちで灯あかりのついた露ろ天てん商が建ち並び、色とりどりの店先に大勢の人が集まっていた。

　楽がく師しさんの笛の音や、金物の打楽器の音。それに、木製の板を木き槌づちで高らかに鳴らす香具師やしの方々。それに、子供達の歓声や、大人おとな達の談笑が川音のように混じり合う。

　群れなす人の数は、昼間や、昨日までと比べ物にならなくて、数千人を数える。

　白い息を吐いて行き交う人々は、重ね着の綿入りで、冬帽子から覗のぞく耳に寒気の色。

　同じように白い息を吐いて、薄うす暗ぐらい茜空の下、氷柱に冬ふゆ燈ともしを掲げた雪舞ぶ台たいに足を進める。

　夏期の物と違い、冬場の前夜祭は昼下がりに始まり、日没の時間に人が退く。そうでないと、冬の大気は身にしみすぎるし、帰りの雪道が辛つらい。

　ほんの一いつ時とき、午後の陽ひざしが赤く緩ゆるみ、凍いて雲ぐもが茜色を失い、薄うす藍あいや薄紫色に染まる頃ころだけの、冬の風物。

　お手伝いをしたから、何か食べさせてくれるという絵描きさんは、気が付いたら人混みに消えてしまい、ふらふらとヒカゲさんと二人で人混みを搔かき分ける。

「寒いね」

「あれ」

　ヒカゲさんが広場の一角で指し示すのは、温かい湯気を立てる大おお鍋なべで、陶器の器うつわにひしゃくで一杯ずつ売りさばく露天商さん。

「二つお願いします」

　お小遣いで葛くず湯ゆを二杯。

　葛粉にお砂さ糖とうを混ぜた器うつわを、匙さじでかき混ぜて、立ち上る湯気を頰ほおにあてる。

　冷えて固まった表情が、少し軟らかくなったような感触。

　二人して、ちびちびと口に付ける。

　甘くて温ぬくい。

「温々だね」

　前夜祭の人々と一いつ緒しよに、二人して暖まる。

　飲み干そうとして、底の方に溶け損ねたお砂糖が山になっているのに気が付いて、慌ててかき混ぜたり舌を伸ばしたり。

　やってから、こんな真似まね、衣装役さんや侍じ従じゆう長ちようさんには見せられないと思ったりする。

「明日はもっと人が集まるから、今の内に回れるだけ回ったらどうだい」

　器と匙を返す時、露ろ天てん商の方にそう言われて、笑顔で頷うなずく。

　明日からは回らないけれど、今日は見られるだけ見ておこうと思う。

「あれ、テン様だね」

　二人して見物して回っていると、警けい備びの見回りらしいテン様が十人ほど部下を引き連れて、あちこちで顔見せしていた。

　こっちには気が付いてない様よう子すで、色々な役やく職しよくの方々と挨あい拶さつしていたりして、そのうち、見覚えのある人と一緒だと気が付く。

　テン様の傍かたわらに、やはり、長身で、冬外がい套とうに身を包んだ体格のいい方。

　昨日、工芸館で絵え描かきさんと一緒にお会いした方。

「知ってる？」

　ヒカゲさんに訊きいてみるけれど、返事は小さく首を振っただけ。

　やはり、テン様のお知り合いなのだし、あの逞たくましそうな風ふう貌ぼうや体たい軀くからして、軍人さん仲間なのだろうかと思う。

　気になったけれど、お忙しそうだから、捕まるとどこに連れてかれるか判わからないから、私達は見つかる前に別の方向に足を向けようとした。

　すると

「いやぁ、旦だん那なさん、こんち、お日柄も良く」

　何だか、とんでもなく明るい声。

　見ると、テン様の傍らにどこかで見たお兄さん。

「おう、壁へき画が完成したか」

　良く通るテン様の応対も聞こえてくる。

「へへ、旦那さんのおかげっすよ。どうか、今後とも、僕をご贔屓ひいきに」

「ははは、可愛かわいい奴やつ」

　ぐりぐり頭を撫なでておいて、でいやっと、細い身体からだを突き放す。

「今度、酒持って挨あい拶さつに来いよ。また可愛がってやる」

「へへえ、毎度」

　通り過ぎてゆく一行を、愛想良く最敬礼で見送るのは、あの絵え描かきさんに間違いなくて、テン様達が人混みの向こうに消えるまで笑顔を絶やさないでいたりする。

　ふと、その横顔が近くで立ちつくしている私達を目の端に捉とらえたようで、ものすごく複雑な表情でこちらに顔を向けた。

　笑顔が微妙な感じで硬くなっている。

「え……営業努力……って言葉知ってる？」

　声を出したのも、やっぱり気まずそうな笑顔。

　とりあえず、二人して頷うなずいておくことにした。







　三人で七なな宮みや焼きとか名付けられたお焼きにかぶりつく。

　大判型に焼き上げた小麦粉の中に、つぶ餡あんが入った熱々の一品。

　例によって、七宮焼きと言うのは、七の焼き印が入ってるだけの由来。

「大人おとなってのはな、辛つらいんだ。たとえ、俺おれのような天才でも、なかなか、割のいい仕事にありつけないのが実情なのよ」

　とりあえず、二人して首を縦たてに振っておく。

　美味おいしいから、頷くのはとても幸せに出来るのだ。

「さっき、テン様と一いつ緒しよに、昨日の方がいらっしゃいましたよね。どなたです？」

　気にしなくていいですよと、私は話を変えてみる。

「知らない」

　返事はとても早かった。

「関係者かと思って昨日は話し込んでたけれど、ただの見学者みたいだったな」

　どうも本当のようで、さっきも、ちらりと顔を合わせて、互いに小さく挨拶した程度だった様よう子す。

「東とう征せいの知り合いなら強面こわもてなわけだ。ああいうのが部隊率いていると強いよ」

　期間は短いけれど、実戦にかり出された経けい験けんがあるから自信のある口調をしている。

　それから、食べ終わって、三人で見物の道行き。

　ふらふらとぶらぶらと、絵描きさんがお喋しやべりして、私が人混みに吞のまれそうになって、ヒカゲさんが手を伸ばしてくれたり。

　そんな、他愛たわいない時間が変に楽しい。そんな時間を過ごす。

　だけど、何かの拍子に、ふと立ち止まってしまう。

　人混みの中、笑顔やお喋しやべりの流れの中、少し何かが恐くなる。

　それが何なのか、よく考えようとして、すぐに止やめる。

　ヒカゲさんはともかく、絵え描かきさんはひょいひょい前に進んでしまうから。ぼんやりしていると、人々の往来のじゃまになるから。それに、きっと楽しい時間が終わってしまうから。

　だから、歩き続け、次の催しを探した。

　その内、雪舞ぶ台たいの一角に、風囲いの板いた壁かべが並ぶのを見つける。

　七つほどが等間隔で、家屋の隣りん接せつ程度の距離で並んでいる。高さや幅も家屋程度。

　格別に篝かがり火びが焚たかれた区画。

　それは一つ一つ、色の違う板囲いで、板いた葺ぶきの台座の後方に備わった物だった。

　近づいてみて、それが舞台であり、板囲いが背景と看板を兼ねていると理解する。

　そこに、黒衣が佇たたずんでいた。

　弦楽器が寒かん弾びきの慣らし初ぞめを奏かなでる中、鈴音が流れる中、大勢の見物客の向こう。

　黒衣の女性が静かに、黒帽子に顔を隠して佇んでいた。

　背中の奥が、ぞくっとした。
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　　　四節　凍て風の行方







　弦楽器が音合わせを終え、慎つつましく冬の夜想曲を奏かなで始める。

　すると、黒衣の方が顔を上げ、黒帽子の下に隠れていた眼まな差ざしを人々に向ける。

　真っ白な白粉おしろい顔に、寒かん紅べにの強い色が引かれた唇。

　赤い唇が動き、季節の歌を歌い始める。

　冬の凍土、木こ立だちに震ふるえる小鳥達、春を夢見て眠る栗鼠りす達、雪野を彷徨さまよう旅人。

　そんな、もの悲しい情景を高い声が歌い上げる。

　私は、ずっと、長い間、そんな光景を眺めていた。

　動かないでいたから、雪靴の爪つま先さきが痛くなり始めるけれど、そんなことは気にしなかった。

　黒帽子の下にある顔は知らない顔で、歌い上げる声も知らない声で、歌の歌詞も知らない物で、だけれど、知っている人を模した姿。

「旅芸人だよ。昔の偉人とか、お伽とぎ話ばなしとかの格好をして、諸国の楽曲とか、講こう談だん芝しば居いとかする。今年は七なな姫ひめみたいだな」

　絵え描かきさんが教えてくれる。

　しばらく、そうしていたら、いつの間にか楽曲が終わっていた。

　私の知る黒帽子の半分ほどの大きさをした鍔つばを、しなやかな両手で支えて会釈し、歌姫さんは黒く塗られた背景の向こうへ去ってゆく。

　ぼんやりと立ちつくしていると、観客が隣となりの舞ぶ台たいへと流れて行く。

「今度は二にの宮みや姫か。順番だな」

　絵描きさんもそちらへ歩いて行くけれど、私は誰だれもいなくなった舞台の上をそのまま眺めていた。

　そのうち、周りから置いて行かれる。

「あのね」

　何も言わないで、隣に立っている灰色の冬羽は織おりに声をかける。

「恐かった。あの人が不意に現れたみたいで」

　返事はないけれど、そのまま続ける。

「ねえ、七姫って何なんだろう？」

　二宮の姫に扮した別の歌姫が、高らかに恋歌を詠うたうのを耳にしながら、私は白い息を吐く。

「永年ずつと、永年、このままで居たい気もしたけど、今の舞台みたいに、あの人を見上げるんじゃなくて、一いつ緒しよに並んでみたいとも思った。ずるいかな。これ」

「好きなのか、あいつ」

「うん」

　そのまま、二人で佇たたずんでいたら、絵え描かきさんが呼びに戻ってきてくれた。







　七人の歌い手さんは、それぞれの地方の歌を歌っていた。

　政治色は極度に薄うすめるという制約があるようで、単なる仮装の歌姫という感が強い。名前もそのまま使うとまずいらしくて、少し変えてあったりする。

　私に全然似ていない空から澄すみ姫は、空そら姫ひめと呼ばれていた。

　黒こく曜よう姫ひ殿でん下かは星ほし姫ひめ、翡ひ翠すい姫殿下は時とき姫ひめ、常磐ときわ姫殿下は永なが姫ひめ、琥こ珀はく姫殿下は華はな姫ひめ、浅あさ黄ぎ姫殿下は水みず姫ひめ、萌もえ葱ぎ姫殿下は香こう姫ひめ。

　どうも、七なな姫ひめの俗称は、こうした講こう談だん関係から、そのまま庶民に広まった場合が多いらしい。

　空澄姫や琥珀姫の俗称辺りは、私自身が市中で耳にしたことがある。

　黒曜姫殿下の星姫は黒くろ姫ひめという俗称がもう定着しすぎて、講談話には華はなが少なすぎるという配はい慮りよだろうか。それとも、やっぱり、一番大きな一いち宮みやシンセンには睨にらまれないようにしているのだろうか。

　割と、どこの姫も均等に人気があって、煌きらびやかだけれど、ちょっとだけ野や暮ぼったい衣装で着飾った歌姫達に誰だれもが歓声を送っていたりする。

　争いがあったばかりだというのに、琥珀姫がかなり人気があったのは馴な染じみのある隣りん国ごくだからだろうか。もう争う火ひ種だねがないから、気楽に慕われているのだろうか。

　逆に常磐姫の人気が一番少ないのが、ちょっと気になった。

「タウ・トエだ」

　絵描きさんが舞ぶ台たい裏の方を指し示すと、何人かの護ご衛えいの方々を連れたトエ様が、別口の集団と何やら揉もめていた。

　何だろうかと、三人で近づいてみて、物陰からこっそり覗のぞいてみたりする。

「どういうわけか？　我々は真しん姫ひめ様がこのような見せ物にされるのを我慢できない」

　壮年の恰かつ幅ぷくのいい方が、トエ様に詰め寄っていた。

「我が七なな宮みやはどこの姫にも悪意はありません。庶民が求める娯楽に東とう和わの姫達が影かげを映していても、当局が圧力をかけて潰つぶすわけには参りません」

　トエ様はことさら丁てい寧ねいに応対する。

「娯楽のためですと？　貴君は主君への誠意はないのか？　我ら真しん都と同盟は真姫にそのような辱はずかしめ許しませんぞ」

「我が姫は民の祭りに担がれること厭いといません。それは、ツヅミにいらした琥珀姫も、五いつ宮みやや六むつ宮みやの姫も変わりません。あの一宮の姫とて黙もく認にんされている」

　興こう奮ふんする相手に、どこまでも、冷たいくらい丁てい寧ねいに応対するトエ様。

「我らの真しん姫ひめは正当なるただ一人の姫ひ殿でん下か。唯一の姫ひめ皇み女こである。それを悪の黒くろ姫ひめ達と一いつ緒しよにされるなど、言語道断！」

　別の男の方が声を荒げる。

「二にの宮みや様が他ほかの姫を非難し、君達の母体都市スズマでは、我が姫殿下をはじめ、多くの姫が嘲ちよう笑しように晒さらされていると耳にするが、なぜ、そのような失礼を平気でなさる姫を、七なな宮みや臣下の我々が別格扱いしなければならないのかな」

「二宮という言葉自体が、正当なる我が姫を馬ば鹿かにされたお言葉だ。真実を訴えるが我ら統和真しん都とスズマに生きる者の信念である」

「では、お聞きするが、翡ひ翠すい姫の装しよう束ぞくを模した衣類を売りさばき、翡翠宝玉を高価で独占売買しておられる貴方あなた方。本拠地スズマでは他都市の姫にまつわる全すべてを排斥、あらゆる娯楽をお身内だけで独占する悪名高き真都同盟は、常に我らを辱はずかしめているのではないか」

「思い上がって貰もらっては困る。真姫の価値の前に、弱い価値は影かげを潜ひそめる。自然の摂理のままの現実にけちをつけて貰っては笑止」

「当方は極力、民の文化に圧力は避さけている。その上で、人々が七なな姫ひめなり、我々なりに、多様な評価を下し、世相に反映されるならば、余程の作為が見えない限り受け入れる。我が姫殿下には、そして、東とう和わの他の姫達には、その覚悟があるということだ。君達と違ってね」

「詭き弁べんだな。貴君は己が姫に飽あきたらず、他の姫も商売の道具としている」

「では、排斥せよと？　他の姫と他都市の存在を認めずに、七宮姫だけを奉じるべきだとおっしゃるか」

「そうとも、それが宮都市を、姫殿下を背負う者の本ほん懐かいである」

「他者を認めない絶対性に価値があるなんて、僕は考えたこともない。無論、我が姫殿下も、我が盟友もね」

「そんなことはどうでもいい。貴君の考えなど埒らちもない。要は、我らの姫のため、貴君が誠意ある行動を取り、欲望にまみれた錦にしき絵えや、いかがわしい歌か劇げきやらに一言注意すればいい」

「それなら、既に実行済みだ。政治色は避け、差別的な扱いはするな。どの役も大切にするよう祭りの主催者側として指示してある」

「曖あい昧まいな指示に意味があるとお思いか？　貴君の見解は甘すぎる」

「他都市で、自国の理念が自在に正当性を獲かく得とくできるという見解ほど甘くはないし、何をどうして欲しいか曖昧なのは、そちらではないのか？」

「良りよう識しきある誠意を、貴君自ら実践する機会を与えていると認識していただきたい」

「そちらのご都合にのみ合わせるのが、何の良識でしょうか？」

　何だろう。

　何か、ものすごく揉もめているようだけれど、双方、一歩も退ひかないで、持論の展開を一呼吸も置かずに続けている。

　何とか、お相手が二にの宮みやスズマの一派で、東とう和わ全体に広がる真しん都と同盟と僭せん称しようする組そ織しきだと言うのは判わかった。どうも、市し井せいにおける二宮翡ひ翠すい姫ひ殿でん下かの肖像権で揉もめているらしい。

　トエ様自身はあまり興きよう味みは無い様よう子すで、丁てい寧ねいに応対してはいるけれど、あちらの言い分に合わせるつもりはないようだった。

「ああ、二宮ね。あそこ、翡翠姫、綺き麗れいに描かかないとうるさいんで有名なの」

　絵え描かきさんが嫌いやそうな顔をしていた。

「色が少なかったりすると手抜きだって怒るし、二宮って明記されるのも嫌がるし」

　うんうんと、思う所がある様子で頷うなずいている。

「スズマは平和主義で有名な都市なんですよね」

　トエ様達に見つからないよう、私は絵描きさんに訊きいてみる。

「ああ、そうだけど、行ったことねえから、あんまり判らん」

　物陰で、しばらく様子を眺めてみる。

　だけど、いつまで経たっても、厭あきもしないで議ぎ論ろんが続けられ、私達は疲れてしまう。

　お互い、一歩も退ひく気がないと言うか、立て板に水という感じで、どこまでも同じような論戦が、脱線気味に繰くり返される。

「ありゃあ、まだやってる」

　私達の背後から声をかけてきたのは、やたら明るい聞き慣れた声。

　ヒカゲさんは気づいていたみたいだけれど、全然、背後に付かれたことに気が付かなかった私と絵描きさんは心しん臓ぞうが止まりそうになる。

「よっ」

　現れたテン様は、声も出せずにびっくりしている私達に明るく手を挙げる。

　連れは一人で、あの冬外がい套とうの方が一緒だった。

「大分、長い時間やりあってんのに、トエも暇だね」

　どうも、私達が見つけるより先に、一度、このもめ事を見つけていたようだ。

「タウ殿には思惑があるのでしょう。彼らから明快な言葉を少し引き出しておく方が、今後の駆け引きに役立つと計算されておられる」

　お連れの方がトエ様の肩を持ってくれた。

「あっ、こいつ、キリハって言うんだ。俺おれの戦友」

　テン様が酒瓶を持った左手で、お連れの偉い丈じよう夫ぶさんの胸を指す。

「キリハだ。先日は世話になった」

「カラです。あらためましてご挨あい拶さつします。こっちはヒカゲさんです」

　慌てて私も頭を下げてご挨拶。

　そんなことをしていると、流石さすがに、人が集まってきたことにトエ様や真都同盟の方が気にし始めた様よう子すを見せる。

「この件に付きましては、後日、真偽のほどを協きよう議ぎしましょう」

　そんなことをいいながら、引き上げてゆく真しん都と同盟の方々。

　トエ様は肩を竦すくめて、私達の方を眺めた。

「テン、そちらの方は？」

　テン様に向かって訊きいてくる。

「武人だよ。今度、紹介する。今日は酒の席だ」

　気安く、自分より年上っぽい軍人さんの肩をぽんぽん叩たたくテン様。幸い、お相手も機き嫌げん良く応じてくれている。

「もう仕事退ひけたのか。いいね、僕はこれから府中関係を三件ほど回る」

　護ご衛えいの方達とその場を去ろうとしてから、トエ様は思いだしたというふりをして、私とヒカゲさんに向き直る。

「見習いの二人。子供は早く帰りなさい。僕の帰りは待たなくていいから」

「はい」

　私は元気良く頷うなずいて、次のお仕事に向かうトエ様達を見送った。

「んじゃ、俺おれ達、吞のんでゆくから、あばよ」

　テン様はキリハさんを連れて、さっさと私達に背を向けた。

　こちらも見送って、それから、辺りを見まわすと夕暮れの色が深く、見上げれば雲の色が鈍い。

「そろそろ帰らないと真っ暗になっちゃうね」

　ヒカゲさんと頷き合ってから、絵え描かきさんを見上げる。

　トエ様より少し上背があって、そのくせ、誰だれよりも細い人が何か考え込んでいた。

「どうなされたんですか？」

　もしかして、七なな姫ひめやら何やらの公人に対する肖像権で色々考えることがあるのだろうか。この方にしてみれば、生活がかかっているようなお話かも知れない。

「キリハって名乗ったよな。あの旦だん那な」

　ぼそりと呟つぶやいてから、私に視線を向ける。

「そう聞こえました」

「いや、聞いたことある名前の気がして。まさかとは思うけど」

　詳しく聞き返した方がいいかと考えていると、不意に周囲で歓声。大勢の人々が囃はやしたてる声が重なって波になっている。

「何？」

　慌てる私が声のする方を見ると、広場の一角にすごい人混みが出来ていた。群れなして、何かを囲む円陣の形で膨ふくれている。

　何だろうか、大きな黒い影かげが人々の頭の向こうで上下している。提ちよう灯ちんや篝かがり火びに浮かぶ大きな影は、どうも山車だしのように思えた。

　お神み輿こしの大きい奴やつに、台車をつけて移動する飾り物。

　黒い頭に金きん箔ぱくとか銀箔の飾りが揺れているのがきらきらして、そうだろうと思っていると

「うわぁ」

　それと目があった。

　馬よりも熊よりも大きな、小屋ほどもある高さのそれには、目も口も描かれていて、穏おだやかと言うか、まろやかな笑顔で人々の頭上から、こちらを向いていた。

　見た感じ、紙粘土を固めた素材で竹細工か何かを囲んで出来た張りぼて。胴体に当たる部分は丸い感じで、広い裾すそを広げる衣装を象かたどっていて、足に当たる部分は無い。

　代わりに下の方には台座状の部分があり、その上に載せられた形式をしている。

　背が高すぎると風が強いのか、何だか、寸すん詰づまり気味で、丸い線を描いた全体の造りは、何と言うか、まるまる太った大おお狸だぬきみたいな作り。

　全体的に丸い輪りん郭かくで、濃こい色合いで華はなやかに着色してある。

　これは、いったい、何でしょうか。訊きかなくても判わかる気がするのがすごく辛つらい。

　一いつ緒しよのヒカゲさんは、ヒカゲさんは、珍しく呆ぼう然ぜんとしている。顔が引きつっている気がするのは、もしかしたら、笑いそうになるのを堪こらえていたのかも知れない。

「おお、空そら姫ひめの大人形、間に合ったんだ」

　一方で、帰り支度を始めながら絵え描かきさんが感心したという顔で笑う。

「……大人形？」

　恐る恐る、私が訊いておく。

「大変なんだよ。四しの宮みや戦に人取られてさ、本当は二ヶ月くらいかけて作るの、ほとんど一週間で作ったんだからさ。すっげえ、人海戦術してさ」

　絵描きさんが訳知り顔で腕を組んで、満足げに説明してくれる。

「あれな、広場の周りを毎日二回ぐらい回るんだって。午前と午後」

　うひゃあ。

　何だか私に似ていないはずだけれど、何かどこか似ているような気もする巨大な瞳ひとみが、私達に向かって何とも言えない笑顔を見せていた。

　私はこんな時、どうしたら良いんだろう。







「知らなかったんだって！　七なな姫ひめってこんな役だなんて！　だって、最初は、ただ立っていればいいってお話だったんだから」

　私の隣となりで、ヒカゲさんは、ただ黙だまって黙もく々もくと、音も無くお茶を啜すする。

　何事もなかったような顔をしているけれど、どういうわけか、私となかなか顔を合わせようとしないのは、あの丸い輪りん郭かくを思い出すからだと思う。

「まあまあ、僕も止めたんだけどね。どうしても、民衆が空から澄すみ姫をお祭りにって聞かなかったんだ。姫ひ殿でん下かがお祭りに出ない以上、どうしても大きな飾りが欲しいって主張されると、空そら姫ひめなり何なり、講こう談だんの名前でなら黙もく認にんせざるをえなくてね」

「トエ様、丁てい寧ねいな口調なのに顔が笑ってます！」

「あれ、真ま面じ目めぶるのは得意なのにな」

　何を不ふ思し議ぎそうな顔して、幸せそうに。

　お仕事を終わらせて帰ってきたトエ様の部屋で、三人で火ひ鉢ばちを囲む。

「トエ様。去年は私は出ませんでしたけど、その時は何が作られたんですか？」

「確か、熊退治の快男児だね。どこかの山奥の民話。その前は異国に旅立った神話の武将だったかな」

　どうやら、空澄姫がでっかく形作られたのは、今年のあれが初めてらしい。

　それで、ちょっとだけ、一安心。

「実はどこのお姫様にも、ああした物は作られているんだ。一いち宮みやは古い都市だから、先王なり、歴代の著名人が多いけどね。五いつ宮みやや六むつ宮みやなんかは合同で二人の姫の大人形を作って、並べて祭るから華はなやかだそうだ」

　言われて、二つの姫の大きなお人形が並ぶ姿を想像したら楽しい気がした。でも、七つも並んでいたら、壮観と言うか、ちょっと恐いと言うか。

　さっきの空姫人形なる不思議な物も、灯あかりが少ない夕暮れ時のせいか、影かげが濃こくて恐いような不気味なような。きっと、昼間にはちょうどいいのだとは思うけれど。

「遅いですね。テン様」

　一息ついて、紅茶の香りを楽しみながら、暗くなった窓の向こうを眺める。

　明日は朝から忙しく仕事するはずだから、今日はまともに戻ってくるはずなのに、飲みに出ると言ったまま帰ってこない。

　お祭りのために、夜道を照らす吊つり灯どう籠ろうが市中に並び、月明かりもある夜だから、白い雪道は暗くはない。でも、朝方は灯籠も凍るし、灯り油だって夜半までしか保もたない。

　幾いくら、あの方でも雪の夜道は危ないのに。

「まったく、祭りの時期は人が多くて、過か激げき派とかの動きだって起きやすいのに」

　ぼやくトエ様が宿屋や敷しきに戻ったのも、もう大分遅くて、いい加減、私は眠る時間。このお茶が終わったら、自分が与えられているお部屋に戻らないといけない。

「そうだ。さっきの男。君達は紹介されたのかい？」

　トエ様に訊きかれて、私は頷うなずく。

　いつも私が訊いてばかりなので、こうしてトエ様から知らない人のこととかを訊いて貰もらえると、とっても嬉うれしい気がしたりする。

「キリハさんって、戦友だって言ってました。真ま面じ目めそうな方でした」

「成る程ね、噂うわさのキリハ殿か。あれが」

　トエ様は一人で頷うなずく。

「ご存じですか？」

　広場で別れた絵え描かきさんも、何か知っているような口振りだった。

「名の知れた武人だよ。先の四しの宮みや戦でも寡か兵へいで大きな戦功を上げている」

「ああ、それでお仲間なんですね」

「テンがね、頼りになる武将を何人か集めたがっていたから、その真打ちかな」

　物ぶつ騒そうなお話だけれど、確かにお味方になってくれれば、すごく頼もしそうな方に見えた。

　そんな話をしていると、珍しく音を立てて、ヒカゲさんが席を立つ。

「見回りして、寝床に戻る」

　帰るという合図みたいな時だけ、この人は普通の人と同じ動きをするようだ。

　普ふ段だん、この人はどこで寝泊まりしているのかよく判わからない。ただ、こうした暖房が無いと朝まで保もたない季節は、屋や敷しきの屋根裏部屋といった暖が取れる範はん囲いにいる。

　それでも、実際、私達はこの人が居住している所をこの目で見たことはないから、どんな暮らしぶりなのかは、やっぱり、よく判らない。

「頼む。僕の護ご衛えいは屋敷内に五人。今日は外は少ない。市中全体の見回りに回しているからね。テンが戻ってくるかどうか軽く見てきてくれ」

「了解」

「あっ、玄関の戸と締じまり私がやるね」

　中からの施せ錠じよう役をすると、私が一緒に屋敷の裏手門へ向かう。帰ってきた時は当直の方が合図で開ける手はずになっているし、テン様やこの人はあまり普通に入り口からは帰ってこない場合の方が多かったりする。

　温ぬく々ぬくと締しめ切られたトエ様の部屋を出ると、廊下はやたら冷えている。

「うわぁ、白いよ。息」

　私は首を竦すくめて丸くなるけれど、前を行く灰色の背中は真っ直すぐ。きっと、鍛きたえ方が違うんだろうと思う。

「楽しかったか」

　聞き逃しそうな小さな声が、廊下の先。少しだけ横向きの口もとに白い息。

　訊きかれたのは、多た分ぶん、今日のこと。

「うん」

　返事はなくて、灰色の男の子は真っ直ぐ前に向き直る。

　トエ様の私室がある三階から二階、一階へと階段を下りる。

　中ちゆう原げん風の硬い格子と厚い壁かべが特徴的な宿屋や敷しき。二階、一階には、当直の方々の姿も見えたり、お客の方々がくつろぐのも見えたりした。

　お客さんは、大抵、トエ様の商売関係の方が多くて、身元のはっきりした人が多い。トエ様自身が滞在している時は、用心でそうしているようだけど、普ふ段だんは普通の宿屋敷らしい。

　何せ、トエ様が滞在している時は、三階の階段口に二人くらい屈強な方が控えていたりするから、一般のお客さんには物々し過ぎる。以前の焼き討ち事件から、そう日が経たっていないのだから、当然と言えば当然なんだけど、私もちょっと堅苦しい。

　一階まで降りて行って、宿の方々に挨あい拶さつして、裏門の扉を二人で開ける。

「さむっ」

　建物の中より、一段と冷えた空気が、頰ほおから首筋を辿たどって行って声を上げてしまう。

　雪靴で二人、裏門を出て、雪色の夜道を眺める。

　雪ゆき搔かきされた道は真っ黒な影かげ色で、道の端が青白く月光色に染まった雪。

　凍いてついた大気に、空を仰げば雪雲の群。その切れ間に冴さえた色の細い月。

「気をつけてね」

　震ふるえながら、見送りの笑顔をしてみる。

　沈ちん黙もく。

　返事が無いのは、いつも通りだったけれど、何か変な気がした。

　ヒカゲさんが裏門から延びる三さん叉さ路ろの一方を厳きびしい目で見ていた。

「音」

　その呟つぶやきを問いただすより早く、灰色の背中が夜道に走った。

　暗い色同士、夜の空気にとけ込んで、輪りん郭かくがすぐに潰つぶれて見える。

「戻れ。トエ様の部下を呼べ」

　その声がどうにか聞き取れ、何のことかと首を傾かしげる。

　その時、ぎんっと遠い音。

　夜だから、冴え渡る大気に人の匂においが薄うすい夜だから、だから、ようやく、耳に届く遠い音。

　それは、硬い物と、硬い物がぶつかって、弾はじけ合う音。

　知っている響ひびき方。恐い色の音。

「剣の撃うち合い？」

　ぞくっと寒さ以外で背中が震えた。

　走ろうとして、足が縺もつれそうになる。

　雪靴が踏む地面は半端に凍っていて、昼間や夕時とは違う感触だった。

「何か変です！　男の方呼んでください！」

　何事かという顔をして窺うかがってくる宿の人に早口で告げ、私は外がい套とうも忘れて夜の街路に飛び出す。

　変だった。すごく変な気持ちがする。

　氷注の側そばを通るような風の中、雪靴を懸けん命めいに前に出す。

　ヒカゲさんが変だったんじゃない。私の胸が変だった。

　ものすごく、恐い感じが胸で重くて、灰色の背が消えた街路を急ぐ。

　また鋼はがねの弾はじける音。

　少し音が大きい。

　だから、恐い気がする。

　近づいている感覚があったけど、思ったより遠い。

　闇やみ夜よだから、誰だれもが息を潜ひそめる時間だから、かなり距離がある場所での音が、高く澄すんでいたのかも知れない。それに、冴さえた冬の空は音が良く通るから、恐い音ほど鋭するどく届く。

　雪と泥の上、等間隔で小さく穿うがたれた足跡。

　出来たばかりのそれを追いかけている内に、雪道に人ひと影かげ一つ。

　最初、子供に見えた。ヒカゲさんや私より小さな子供。だけど、よく見れば大人おとなの羽は織おり姿。

　やけに小さく見えたのは、地面に両手両りよう膝ひざで四つんばいになる姿だったから。

　雪明かりに浮かぶヒカゲさんの足跡は、その脇わきを通り抜け、ずっと、先の方へ続いている。

　近づいてみて、体を起こそうとしている冬服の色合いに見覚えがあることに気が付く。

　とても細い男の人で、あくせくしながら、こちらの存在に気が付き、顔を上げた。

　がたがたと震ふるえ、そのくせ、熱く頰ほおを赤くしているのは夕時に別れた人。

「絵え描かきさん!?」

「な、何で、こんなとこに子供!?」

　駆け寄る私に、あっちへ行けという仕し草ぐさで手を振るのは絵描きのエヅさんだった。

「どうしたんですか？　ヒカゲさんは!?」

「あっちだ!!　ばっきゃろっ、人の言うこと、聞かないで走ってた！」

　吐き捨てるように返事をして、転がった身体からだを片膝立ちまで持って行く。

　怪け我がはしていないようだった。ぜえぜえと、荒い息なのも、疲れているのではなくて、興こう奮ふんしているらしい。白い息の重なりが呼吸の苦しさを教えてくれる。

「タウ・トエを呼べ！　いや、兵隊でも自じ警けい団でも何でもいい！　とにかく、大勢っ!!」

　興奮した口調で声を荒げる。疲労しているのか、寒さのためか、舌が縺もつれ気味で、短い言葉を高い声で上げる。

「何があったんです？　あの音は何です!?」

「奴やつらが殺やり合ってんだよ!!」

　慌てる私に、ものすごい興奮で答えが返ってくる。

「気になったから、奴らの飲み屋覗のぞいて帰ろうと思ったんだよ！　そしたら、なんか、厭いやな睨にらみ合いに道端で出くわして、気がついたら斬きりあってんだよ！　あいつら!!」

　何が気になったのか、誰だれと誰が睨にらみ合ったのか、はっきり言ってくれないけれど、判わかる気がするから、次の言葉もすぐに理解できた。

「キリハ・ラサだよっ！」

　吐き捨てた一言に、冬の大木のような長身。揺るぎない立ち姿が頭に浮かんだ。

「あいつ、何が戦友だ。四しの宮みや戦で俺おれ達の敵だった男の名前じゃないか。傭よう兵へい将軍キリハはっ！」

　駆けだした私の背中に呼び止める声。エヅさんはすぐに立てない様よう子すで、膝ひざを着いたまま何度も私の名を呼んだ。

　振り向きも、立ち止まりもしないで、足跡を追う。

　判る気がした。

　先の四宮戦で、拝はい東とう将軍や山さん豪ごう将軍の陣を夜や襲しゆうし、寡か兵へいで多大な戦果を上げた指揮官がいる。

　そんな人が、亡命も降伏もせずに、在野しているとしたらどうなるか。

　七なな宮みやカセンも、他ほかの都市も、そんな方を放っておかない。懐かい柔じゆうなり何なり、味方に付けようとするか、命を狙ねらうなり何かがある。

　テン様なら、あの方なら、直接、敵だった人だって、味方になると思えば必ず懐柔に乗り出す。

　でも、それが、上手うまく行かなかったら。

　軍人さんが、武将同士が、武人の方々が対立して、武器を手に夜道で対たい峙じしたら。

　また鋼はがねの音。

　左右の道沿い、商家や民家でも明かりが灯ともり、雪道が明るくなる。

　だけど、まだ人の動きは無い。

　寝静まるにはまだ早い時間だけれど、暗い冬の夜道に普通の人が出歩くことは少ない。少なくても、自じ警けい団なり何なりが到着して、成り行きに安心しない限り。

　誰とも会わないで、私は足を速め続ける。凍いて風かぜが肌にきつくて、息が白くって、それで、服の下で身体からだが熱くなるけれど、気にはならなかった。ただ足元の頼りない感触だけを強く意い識しきする。

　通りを四つ、五つ数えた場所で、私は灰色の背中を見つけた。

　そこは広い、とても広い大通りで、昼間なら大勢の人が溢あふれる場所。

　明日の冬祭りの中心に繫つながる所で、その証あかしに、今だって、街がい路ろ樹じゆや商店の店先に七の字が染め抜かれた灯とう籠ろうや提ちよう灯ちんが仄ほのかに浮かんでいて、雪景色を青白く浮かばせている。

「それ以上近寄るな」

　私の方を振り向かないヒカゲさんは、彼の刀、音切りを背中に隠した鞘さやから抜いた所だった。

　寒い夜に浮かぶ、逆手の白はく刃じん。

　きんっと澄すんだ音は、そのヒカゲさんが立つ向こうでした。

　ばたばたと、人が暴れる足音と気け配はい。

　立ち止まった私が見たのは、白しら刃はと白刃のぶつかり合い。

　それは野太い太刀たちと、細い長刀の迫つい撃げき。

　火花が散る銀と銀の線が離れると、すぐさま、その使い手達も飛び退のいて距離を取る。

　刀と刀が一歩の距離で相手に届く距離から、一呼吸以上の踏み込みがいる距離へ。

　足元で、雪と土つち塊くれが飛び散る。

　そして、互いに、使い手達は思い思いの形で刀を構える。

「参ったね」

　そう呟つぶやいて、せせら笑う顔が月明かりに浮かべば、それは太刀を両手で正面へ構えたテン様で、ぜえぜえと息が荒かった。

　そして、向かい合う長刀の使い手は、静かに佇たたずんでいた。

　冬の樹じゆ氷ひように似た外がい套とうは今はなく、鶸ひわ色の冬着に藍あい色の内着。

　右の片手で無造作に下段に構える相そう貌ぼうは、冬の夜に相応ふさわしい涼しげで鋭するどい眼まな差ざし。

「キリハさん」

　呆ぼう然ぜんと、私は呟いた。







「良く、これだけ打ち合った物だ」

　一いつ瞬しゆん、それとも、思ったより長い沈ちん黙もくだったろうか、恐い沈黙の後で、キリハさんは自身が操あやつる長刀に視線を向けた。

「実戦で、こうも剣を泣かせたのは初めてだ」

　刃が痛むことを嘆くのか、丹念に刀身を確認する様よう子す。

「俺おれもだ」

　テン様が薄うす笑いを浮かべて応じた。

「そんな細い刀が、何度やり合っても折れないなんて初めてだ」

　軽口を叩たたきながら、じりじりと間合いを取る足取り。

　その手にあるのは、いつも帯刀している太刀。

　それを見据えて、キリハさんが長刀を下段に構え直す。

　こちらの長刀は、初めて見る。幾いくら全身を包んだ冬外套でも隠しようがない刀身の長さ。あらかじめ、どこかに伏せてあった隠し武器なのだろうか、それとも、誰だれかが調達して手渡したのか。訊きける状況ではなくて、私は息を吞のむだけ。

「いい刀だよ。戦場向きなら、そちらの太刀の方が上だが、一対一の立ち会いなら、こいつの切れ味が一番だ」

　言い放ち、雪と凍土を踏みしめ、泥を蹴け散ちらす動き。

　長刀が下方から跳ね上がり、正面、テン様に向かう。

「ちいっ」

　舌打ちしながら、テン様の太刀たちが迎え撃うつ。

　ぎんっと鈍い音で弾はじかれる互いの一いち撃げき。

　攻撃の度、近づいては離れる二人。

　踏みしめる雪の音が恐い軋きしみを立てる。

「どうなってるの？」

　声もかけられず、私が小さく呟つぶやくと

「互いに踏み込むのを嫌って、競せり合いを繰くり返している」

　灰色の背中が答えてくれた。

「太刀では踏み込みが深くないと届かない。長刀は逆に踏み込みすぎると力が乗らない。互いに、隙すきを窺うかがって小技を繰り出している」

　難しい説明をしてくれたけれど、私が欲しかった答えはそれじゃない。

「どうして、二人が喧けん嘩かしているんですか!?」

　ヒカゲさんの向こうで睨にらみ合う二人に、ようやく大きな声を上げる。

　誰だれも、その質問に答えてくれなかったし、どうしていいか判わからなくて、足が竦すくんだ私は動くことも出来なかった。

　数呼吸後、私の声に関係なく白はく刃じんが走る。

「ふんっ！」

「はっ！」

　互いに短く吼ほえて、刀と刀がぶつかり合って、だけれど、今度は離れないで、次の斬ざん撃げきを互いに切り返す。

　二つの力が絡んで、血の色が見えた。

　声もなく、背後へと片方の身体からだが跳ぶ。

　刀を捨てて、血をまき散らして、泥をえぐって転がる。足元を自分の血で汚しながら、膝ひざ立だちになり、転倒の途中でこらえる。

「くっ」

　声を上げたのは、残された方だった。

　立ちつくし、目元を抑えているのは斬きられたわけではなくて、相手が巻き上げた泥や雪に目をやられたようだった。競り合った際なのか、それとも追い打ちを狙ねらった際なのか、激はげしい攻防の実体は私では見極められなかった。

「退ひきな」

　手傷を負い、血に膝をついた方が、そう告げた。

　一度、取り落とした太刀を拾いながら、傷を負いながら、不敵に笑ったのはテン様だった。

　目元を抑えて立ちつくすのは、樹じゆ氷ひようのような立ち姿。

　視界がはっきりしない様よう子すで、キリハさんはテン様と、私達をゆっくりと交互に見た。

　おそらく、私じゃなくて、いつでも、動ける体勢のヒカゲさんを見たのだと思う。それに、私達の後方で増援の人々が動き始める灯あかりがちらほらしているのを。

「ここまでか」

　呟つぶやくと、脱だつ兎とのように身を翻ひるがえし、声をかける暇もない速さで夜道に紛れ、辻つじの向こうへ消えてゆく背中。長刀の放つ鈍いきらめきが遠くなって消え失せる。

「ひいあぁ、やばかった」

　その背が闇やみに消えるのを見届けると、テン様がその場にあぐらをかいて、大きな嘆息。その下で積雪が軋きしむ音。

「テン様！」

　ようやく、金かな縛しばりが解けたように私の身体からだが動いて、地面にだらしなく座り込んだテン様の側に駆け寄る。

「怪け我がは！　お医者さんは！」

　血が出ていた。左の脇わき腹ばらのあたりで着物が暗い色に滲にじんでいる。明るい所なら、きっと、怖い赤色。だから、私の声が震ふるえた。

「大したことねえ。脇腹少しだ。戦いは無理だが、塞ふさいで寝てれば半月で治る」

　泣き出しそうな私に、テン様は上着の胸元をはだけて見せた。

　派は手でな色の着物は、その下に胴体を覆おおう硬そうな革帯と締しめ上げた白布を隠していた。

「甲かつ冑ちゆうほどじゃねえが、余程の一いち撃げきじゃなければ致命傷はねえ」

　用心がいいだろうと、お酒臭くさい息で笑う。

　だけど、息が荒い。疲労した掠かすれ声は、絵え描かきさんと違って、本当に汗だくになった人の声だった。

　泣けばいいのか、笑えばいいのかどうか、よく判わからなくて困っていると、血で汚れた手を近くの雪でぬぐって、テン様はいつも通りに私の頭を撫なでた。

　いつもより、ずっと暖かい手。熱いくらい。鋼はがねと汗の混じる匂においが一緒。

「ヒカ。辻の向こうに隠れてたのは二人か」

　私をあやしながら、テン様がヒカゲさんに訊きくと、無言の頷うなずき。どうやら、隠れていた向こうのお仲間がいたらしいと気が付く。それで、ヒカゲさんも迂う闊かつに動かなかったらしい。

「お前なら奴やつらを追えるか」

「今なら足跡があります」

「勝てるか。あの長刀」

「懐ふところに入れれば」

　恐い会話をしてから、テン様は肩の力を抜く仕し草ぐさをする。

「そこまでお前にやばい戦いはさせんよ。どっちにしろ人が集まった。光り物しまっとけ」

　そんな私達の許もとへ、宿から送られた増援が三人ほど、それから、呼び出された見回りが何人か、駆けつけてくる。

　こちらも、私同様に慌てふためいている。音おと切ぎりを納めて、じっとしているヒカゲさんと、当事者であるはずのテン様だけが冷静だった。

「東とう征せい殿、狼ろう藉ぜき者ですか!?」

　それぞれ武器を抱えた方々に囲まれて、テン様は頷うなずく。

「追うな。この人数では返り討ちに遭う。朝まで、警けい護ごを固めて動くなと各部に伝令。朝から十人一組で追う。予備隊から人員は選出しろ」

　この人らしく、冷静に指示を出してから、熱くなった自分の顔に雪で冷えた手を当てる。

　ちょっと、上気した顔を冷やしてから、冬雲の広がる夜空を見上げる。

「月が隠れ始めた」

　呟つぶやくうちに、白い粉雪がその顔に、私の視界にちらほらと。

　淡雪がいつものように降り始め、朝までにまた積もり始める気け配はい。

「朝じゃあ、逃走経路消えてるか。奴やつもそれくらい読んでいたか」

　誰だれに語るでもなく難しい顔をして、テン様は夜空を仰ぐ。

「ちっ、振られちまったな。欲しい男だったんだが」

　口惜しそうに呻うめいてから、少しして

「まっ、いいか」

　ものすごく、この人らしい、いい加減な言葉が続いた。
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　　　五節　冬景色過ぎて







　眩まぶしいのは午前の陽光。

　それが足首まで埋まる雪に反射して、目が痛いくらい眩しい光景。

　夜よ半わの雪は明け方には止やんで、人混みの溢あふれる大通りには明るい喧けん噪そうが広がる。道行く人達は明るい表情で、露ろ店てんや、祭りの調べに足を止め、そして、次の見せ物へと歩き出す。

　そんな、人混みの中、飛び抜けた姿が一つと、それに取りつく文官服姿。

　飛び抜けたと言うのは高さで、大きな人が大きな馬に乗った、人馬の派は手でな姿。

「うひゃひゃっと」

　楽しそうに笑って、道行く人達に挨あい拶さつしていたりする。

　あのですね、テン様という方は怪け我がをしてらっしゃるんですよ。

　どうして、派手な礼服に身を包んで、人混みを退けさせて、でっかい軍馬なんかに乗ってらっしゃるんでしょうか。

「君は人の言うことが聞けないのかっ!!　当分、謹きん慎しん処分だと通知してあるだろう!!」

　それに取りついて、いつものように喚わめいているのがいつもの人。

「まあまあ、トエちゃん。気にしない気にしない。あんまり怒ってばっかだと髪薄うすくなるよ」「君が僕の言う通りに動けば何も問題ないと気が付けばいいだろう」

「えー、やだよ。僕、トエちゃんが嫌がる事大好きだもん」

「うがぁっっ[image: ]」

　あのう、トエ様は七なな宮みやの左さ大だい臣じんとか、姫ひ殿でん下かの補佐室を束ねる方でして、それから、軍師とかの触れ込みもありまして、この会話の顚てん末まつはいかがな物でしょうか。

　いや、テン様が悪いんでしょうけど。

　それが、冬祭りの朝方、私がお屋や敷しきから少し離れた大通りで見上げた光景。







　お祭りの一日目がゆったりと過ぎて、私は宿屋敷の三階でうとうとしていた。

　幸い、今日は晴れてくれて、冬なのに夕焼け色の空が見えた。

　赤っぽい燈ひ色に染まる雪が窓枠の外に積もり、見下ろす大通りには泥っぽい道と、雪ゆき搔かきの白い固まりが綺き麗れいに分けられた道筋。

　やがて、ゆっくりと群ぐん青じよう色に染まり始める頭上の空には、白と呼ぶには濃こくて深過ぎる色合いの雲があちこち。

　そんな空を窓硝子ガラスから眺めて、夕暮れを楽しむ。

　夕暮れに帰路を急ぐ人達、露ろ天てん商が店を畳む様よう子すが、この窓枠の高みからは見える。

　夏ならば、きっと、まだ明るい時間だけれど、冬の日脚は早くて仕方ないから、お祭りが過ぎてゆくのも早い。だから、粘ってお祭りを楽しむ人も少なくて、昼間の喧けん噪そうは早く退ひけて行った。

　残っているのは日持ちのしない食料品の安売りを求める僅わずかな人達。

「何だよ。結局、お祭り行かなかったのか？」

　声をかけられて振り向くと、部屋の片隅、寝台に背を預けて火ひ鉢ばちを抱えた大きな人。

　沢たく山さんある書類に目を通しながら、ぱちぱちと算盤そろばんを弾はじいていたりする。

　お腹なかには包帯をぐるぐる巻いて、温かい綿入りに全身を包んで、だらしなくくつろいだ格好のテン様。その周りには山のような書類の束。半分くらいが、今日一日で片づいている。

　意外と言っては何だけれど、テン様という人は恐ろしく頭がいい。真ま面じ目めにお仕事をすると、すごい勢いで帳ちよう簿ぼや書類を片づけ始める。

　滅めつ多たにやらないのは厭あきっぽいせいらしい。

　テン様は朝の一番目立つ時間に一番目立つ格好で、東とう征せい将軍の健在を市し井せいに強調した。

　これで夜間に東征将軍が暴漢に襲おそわれたという噂うわさを払ふつ拭しよくすると、予定通りに怒りにきたトエ様によって、不用意な乱らん闘とうに対して謹きん慎しん処分が下されている旨むねを人々に知らしめる。

　姫ひ殿でん下かが喪もに服している最中なのに、日々の乱交、夜遊びの末の乱闘を繰くり返したという名目で、冬祭りへの参加を自じ粛しゆくせよというお話。これで、この方は気兼ねなく治ち療りように専念できる算段。

　全部、打ち合わせ通りで、私はそんな光景を朝方に眺めて呆あきれたりした。

「まあ、外回りはトエに働いて貰うさ」

　そう言って、宿屋や敷しきの一室で寝転がると、暇つぶしとばかりに色々な書類を片づけ始めた。

　ごろごろしているくせに、こうしたお仕事をトエ様より早く処理する。どうも、大おお雑ざつ把ぱなお仕事ぶりなので、結局、トエ様がもう一度確認したりするらしいけれど。

「傷はどうですか？」

　私は何度目かの質問をしてみる。

「いてえ、いてえ。俺おれはしばらく寝て過ごすから、お前ら働いて働いて俺に尽くせ」

　本当に痛いのでしょうか？

　どうも、この方の言葉を信じると、人生、とってもひどい目に遭いそうな気がするのは気のせいでしょうか。多た分ぶん、気のせいじゃないに違いないです。

　何だかんだと言いながらも、テン様は実際、朝の顔見せ以外はほとんど動かないで、ごろごろと安静にしていた。遊ぶ時は遊ぶ、休む時は休むと決めているらしい。

　こうして書類を片づけてるのも、お仕事熱心なのではなくて、気晴らしか、自分の賢かしこさに浸って楽しんでいるだけだと言うのが、この人の相方のご見解。

　多た分ぶん、トエ様は正しいと思う。

「えーい、あとはトエにやらせよ」

　夕色の外光の中で数字と睨にらめっこするのに疲れたのか、テン様は書類と算盤そろばんを投げ出して寝台に寝っ転がる。

　しばらく、欠伸あくびしてくつろいだりすると、窓の方の私に視線を向ける。

「祭り連れてってやろうと思ったのにな。お前、田舎いなか暮らしだから出たこと無いだろう」

　笑って首を振ってみる。

「いえ、お祭りはあまり好きじゃないんです」

「ん？　何でや」

「えーっと、多分、私はお祭りより、お祭り前の方が好きなんです」

　ちょっと前から考えていたので、割と楽に言葉が出た。

「前夜祭とか、これからお祭りだって、そう言う時間が一番、楽しい気がするんです。お祭りは始まってしまうと終わりが近づくのが淋さびしい気がするんです。どっかで、そんな気がして、引っかかっている気がしちゃうんです」

　あの前夜祭でも、どこかに違和感を感じた。歩き続けるのが恐い気がした。

　多分、楽しい時間が過ぎてゆくのが肌で感じられたから。

　変な話だけれど、よく、そんなことを考える。始まる前の、危ういような匂においが、私は一番好きな気がする。それとも、単に臆おく病びようだったり、貧乏性とかなのだろうか。何かそんな気がしてきた。

「ふんっ、成る程ね。俺おれも戦っている時より、戦う前に作戦練っている時間が一番楽しい場合もあるからな。少しは判わかるぞ」

「テン様でもですか？」

　てっきり、この人は戦せん闘とうの興こう奮ふんが一番好きだと思っていた。

「まあ、俺は気分によって違うけどな。だいたい、俺は常に一番大きそうな目標を立てておかないと気がすまん。目の前の目標が片づき始めると退屈で仕方ないからな」

「それは厭あきっぽいと言った方がいいんじゃないですか」

「細かいこと気にするなよ。俺は俺さえ良ければそれで良いんだ」

　いや、その、何とお答えしたらいいんでしょうか。

「あっ、そいつの言うことは真ま面じ目めに相手しなくていいからね」

　助け船を出してくれたのは、上着を片手に帰宅してきた、この屋や敷しきの所有者。寒いのが苦手らしく、着込んで着ぶくれしていて、手袋までしている。

「だあっ、空気が逃げる。閉めろ、さっさと」

　扉を開いた所で鞄かばんを下ろすトエ様に、ぎゃあぎゃあ声を上げるテン様。

「苦しめ。僕はこの寒いのにあちこち外回りして、へこへこ頭を下げて歩いたんだ。君の分もな」

「俺おれだったら、へこへこ頭下げさせるけどな」

「君は偉そうにふんぞり返る天才だからな」

　廊下からの冷たい空気の流れに、私が無言で視線の抗こう議ぎをしていると、トエ様は仕方ないなあという顔で、やっと、この部屋を閉め切ってくれた。

「そんでさ、俺の部下、俺がいなくても真ま面じ目めに働いている？」

「ああ、いつものようにね」

　仲が良い会話をしながら、トエ様は手袋を取って冷たい指先を火ひ鉢ばちに向けると、背中を丸めて暖房から離れなくなる。何だか、すごくこの人らしい後ろ姿を私は眺めて、それから、暖かいお茶を用意し始める。

「初日は盛況だよ。人もお金もよく動いている」

　火鉢をほとんど独り占めして、トエ様が状況を報告してくれた。

「府中がね、君がいないとやりやすいって喜んでいたよ。目立つ軍人は脇わきにいて欲しいようでね。警けい備びが手て薄うすだと怒っていたけど」

「かあっ、嫌いやだね。自分勝手な大人おとなって汚いよな」

「君が言うな。君が」

「ぼかぁは永遠の十七歳さ」

「やめろ。頼む」

　うわぁ、嫌になるくらい仲がいい。

「元々ね、農閑期の冬に経済を活性化するために、年越し祭りを拡大化したのが始まりだ。その意味では、今年の冬祭りは悪くない。例年より、二割上の経済効果がある」

「そっかぁ？　さっき、計算してみたけど、七なな葉ように流れ過ぎだぞ。稼かせぎ」

「見返りは用意してもらっている。ツヅミの離散兵。開かい墾こんに使わせて貰うよ。そのための土地は便べん宜ぎさせた」

「土地の所有権は？」

「府中。姫ひ殿でん下かの財産さ」

　トエ様は府中に独立した財産を与えて、財界から府中への経済的な流れを弱めたいと考えている。予算が足りなくなる度、府中が財界に借りを作るような繫つながりがあって、それが七葉を増長させることになっていると以前、口にしていたことがある。

　府中寄りと言うわけではなくて、財界の強すぎる力を少し抑えて、府中にはこちらに対しても貸しを作っておくという計画だそうだ。自分達が私腹を肥こやしているわけではないし、上手うまくすれば空から澄すみ姫殿下の財産と言うことで、祭さい祀しの出資分くらいはまかなえるかも知れないので、この人なりに損得計算が合っているらしい。

「警けい備びの方は君の指示通り動いているよ。君の副官達はすばらしい役割分担を機能的に行ってくれた。まるで、将軍がいないのに慣れているようにね」

　流石さすがに、テン様は苦笑いしただけで、明後日あさつての方向を眺めたりする。

　しばらくしてから

「キリハ・ラサは？」

　問いを発したのはテン様。

「消息不明。夜の内に都市の外へ出たとしたら、雪ぞりの道を利用したと考えるべきだ。雪中で距離を稼かせげる道はそれくらいだ」

　冬期は街道の多くも雪で埋もれ、あまり活用できない。それでも、冬の物資を運ぶ人力の橇そりは往来が多い。主に山からの薪まきなどの貴重な物資は、この季節だけの特価で売買が利くから、山村からの流れなどは多い。

　他ほかには、今が冬祭りで、そのために確保された商業路も少しはあるだろうけれど、そっちは簡かん単たんに検問が作られる。追っ手も掛かりやすいからその経路の可能性は低い。

「まだ都市内部に潜せん伏ぷくしていると思うかい？」

　今度はトエ様が訊きいて、テン様が気ままに表情を崩す。

「ああっ、もう少し真ま面じ目めに戦いたがってたからな」

「なぜ、奴やつはこちらの懐かい柔じゆうを断った？」

「さあね、戦いたがっていたからかな。強い漢おとこと。東とう和わで奴と互角以上の武勇を持つ若いのは俺おれくらいだ。だから、殺やり合ってみたかったのかもな」

　それから、テン様は私の方に顔を向けて

「カラ、お前はどう思う？」

　軽い口調で訊いてきた。

「判わかりません。でも、必至で剣を振るっていたようには見えませんでした」

　ものすごく冷静な、何の感情も見せない、あの時の戦いの姿を思い出す。

　恐かったけど、悪い人だとは思えなかった。真まっ直すぐな樹じゆ氷ひようのような立ち姿を思い浮かべると、変なことに、信頼できる大人おとなの厚みを感じたりする。

「投げやりと言うことか？」

「いや、どっちかというと、気ままに自由に、流れのままか」

　トエ様の問いにはテン様が答えて、寝っ転がって天てん井じようを仰ぎ始める。

「あいつな、手加減はしてなかったが殺しに来たと言うより、ただ決けつ闘とうをしに来た感じだったよ。あいつの目的は、おそらく売名だな」

　テン様の言葉にトエ様は眉まゆをひそめた。

「何に対してかな」

「判るだろう。四しの宮みや戦において寡か兵へいで活かつ躍やくし指揮官として名声は得た。その上、この俺と一いつ騎き打ちして剣客なり何なりで武名を上げれば、東とう和わのどの都市も奴やつと奴の部下に大金と厚遇を約束する」

「我々も、彼にそれを約束していた」

「まっ、奴にも色々思う所があるって所だろう」

　テン様は、ここでちょっと皮肉な笑顔を浮かべた。

「もっとも、暴漢との乱らん闘とう騒さわぎに噂うわさを抑えられたから、奴の売名は失敗した。だから、奴は何らかの動きをもう一度する」

　恐い予測を、笑って口にするのがこの人。

「その傷で勝てるのか？」

　気にしないで突っ込みを入れるのがこの人の軍師。

「無理だ。無傷でも五回に一回ぐらいしか、あの長刀には勝てない」

　ものすごく正直にテン様は両手を上げた。

「あれは一いつ騎き打ち用の、生身相手に特化された長刀だ。軽く粘りがある。戦場で鎧よろい相手には不向きだが、平時、まともに太刀たちでやり合ったら追いつかねえ」

「成る程、軽い長刀が相手では、君、お得意な手足の長さが持つ間合いの有利が搔かき消される。ある意味、君が一番やりにくい相手か」

「奴は剣客崩れだ。剣でやり合うにはこっちも剣の修行を積まないと駄目だが、そんな面めん倒どうなことしてられん。俺おれは剣に青春を懸かけたいと思ったことは一度もねえからな」

「ヒカゲなら勝てるか？」

　トエ様が少し躊躇ためらいがちな声をすると、テン様は眉まゆを寄せる。

「多た分ぶん、初太刀を躱かわして懐ふところに入れば、あいつなら何とかなる。だが、勿もつ体たいなくて使えん。あいつくらい使い勝手のいい奴には長生きして貰わなければな」

　嬉うれしいことに、ヒカゲさんはとても大事にされているらしい。あまり物ぶつ騒そうな戦いには使われないで済みそうで一安心する。

　それに、あの二人にはあまり戦って欲しくなかった。でも、そうすると、テン様でも勝てない方にどうしたらいいのだろう。

「ヒカゲは最後の砦とりでとして、普ふ段だん通りの仕事を優ゆう先せんさせる。それで、キリハ殿がまた襲おそってきたらどうする？　並の兵でも、数を頼みに囲めば何とかなるが、向こうにも部下が隠れて追従していたのだろう。まともにやり合えば、こっちの損害はバカにならん物になる」

　トエ様の言葉にテン様は笑った。

「俺が槍やりで応じる。出来れば騎馬でな」

　自信のある横顔を、お茶を用意した私は見つめた。

「何が悲しくて相手の得意な得え物もので勝負しなけりゃならんのだ。奴の長刀より、長い得物で奴の長所を封じる」

　この場合、卑ひ怯きようとか正々堂々とかは、この人はあまり考えない。剣に生き、剣に死すと言うのは、この人の趣しゆ味みじゃないからだ。

「奴やつは剣客かも知れんが、俺おれは軍人だ。剣に生きるのではなく、武芸百般に生きる男だ」

　こう宣言した所までは格好いいのだけれど

「そんでもって、俺が応戦している間に周りが取り囲んで楽勝な。これが、一番、楽そうだ」

　どうも、兵隊さんを操あやつるのも、この人にとっては武芸百般の範はん囲いに入れてあるらしかった。







「俺は怪け我が人だ。貴様ら、俺の分も働いてこい」

　好き勝手喚わめいて、テン様は夕飯をさっさと一人で食べると寝てしまった。

　冬だからもう暗いけれど、夏期ならば、空が薄うす紫と群ぐん青じよう色の時間なのに。

「あまり気になさらないんですね。剣で負けたこと」

「あいつは何でも出来るからね。一つのことで負けても、十のことで勝つ自信があるから滅めつ多たに気にしないよ」

　いいことなのか悪いことなのか、あの人は柔軟さ抜群の自信家だ。

　面おも白しろ可笑おかしいかどうかということ以外には、あまり固執しないらしい。

「キリハ殿の噂うわさは広まり始めている。明日にも市し井せいに広がるな」

　一人遅れた食事を取るトエ様は、貴重な冬卵の固ゆでを難しい顔で頰ほお張ばる。私の方は、もう夕飯はいただいていた。

　私が夕飯に冬野菜の暖かい鍋なべを突っついていると、トエ様は明日の打ち合わせで来客に呼ばれたり、一人お忙しい様よう子すだった。ようやく落ちついた今も、食べながら書類と睨にらめっこしていたりする。

　軽い物を食べながらお仕事するのは、行ぎよう儀ぎが悪いけれどこの人の癖くせだった。逆に、テン様は食べる時は食べると、はっきり割り切る。

「物々しいですね」

　湿気で白くなった窓硝子ガラスの向こうを眺めて、窓辺に立つ私は呟つぶやく。

　三階の窓から見下ろす先では、寒中なのに、幾人もの歩ほ哨しようさんが定期的に街路を巡回していた。宿屋や敷しきの門の前にも鉄製の杖じようを抱えた方が二人。

「見つけようにも、こちらも騒さわぎは大きくしたくないから、昼間は大きな捜索が出来ない。あの傭よう兵へい将軍が東とう征せい将軍を沈めたなんて騒ぎが起きたら、祭りが成り立たなくなる」

　出来るだけ穏おん便びんに、残り二日間を過ごすのが、この人の方針だった。テン様だって、寝てる分には元気だけれど、強豪相手に戦えるほどではないと思う。

「出来れば、争うことなく、どこかの地方へ帰参して貰もらいたいです」

「そうだね。ここで敵に回すには惜しい男だ」

　そうは言っても、味方にしようとして決裂した相手だから、もう敵だとしか言えない。

「どのような方なのですか。傭よう兵へい将軍なる方は？」

　私が訊きいてみると、トエ様は食後のお茶を飲みながら、前髪を搔かき上げた。

「辺境の武門の家柄に生まれた男だ。年ねん齢れいは三十二歳だったかな。何十年も前に、中ちゆう原げんから東とう和わに進出してきた向こうの地方豪族を迎え撃うった先祖を持つ家柄。由ゆい緒しよ正しい武家の一門を率いた男だ」

　ちらりと私の方を見て

「君が出会ったのは、どんな男だった？」

　逆に訊いてくる。

「冬の、冬の立ち木のような、とても静かで、しっかりとした方でした。とても、立派な大人おとなに見えました」

　私の言葉に、トエ様は頷うなずいて遠くを見る目をする。

「長い間、東和は平和だった。そうするとね、古い武門の家柄は仕事の場を失う。特に、瘦やせた土地を持つ辺境の輩やからはね。それで、シンセンやスズマ、あるいはカセンのような都市の向こうにある山の峰で、あるかないか判わからない中原からの進出を防ぐ防さき人もりに雇われたりする。辺境から辺境へ一族を率いて駐ちゆう留りゆうを繰くり返す。由緒正しい家柄には辛つらい職しよく務むさ。うちの山さん豪ごう将軍とかも、そうした家柄だけれど、こっちはカセンがそれなりに豊かだから苦労は少なかったようだね」

　山々での駐留は辛いお仕事のような気がした。いつ、外国からの兵が来るのか判らず、来たとして防げるほど大軍を率いているわけでもなく、それほど高い報ほう酬しゆうが約束されているわけでもない。盗賊なり、狼おおかみなんかと争うこともあるかも知れない。

「山豪や拝はい東とうがすぐに兵を集めて七なな宮みやの一いち翼よくとなったのはね、彼らが出番を待っていて、それなりに準備をしていたからだよ。ある意味、四しの宮みや戦は武門の凋ちよう落らくを止めるためにも、彼らに待ち望まれていた。辺境を渡り歩いていたキリハ殿のような方々にもね」

　戦いそのものに糧かてを求める人達。

　都市間の利権争いだけでも、大きな経済の都合だけでもなく、そうしたかたちも世の中にあって、それは私の知らなかったこと。きっと、他ほかにも沢たく山さん、私の知らない事情がある。

「四宮側に付いた彼は、数百の手勢だけで、果敢にうちを夜や襲しゆうしてくれてね、正直、こちらの損害の半分以上は彼の仕業だよ」

「テン様は、そんな方をお味方につけようとしていたんですか？」

「そうだ。事実上、キリハ殿は東和屈指の兵ひよう法ほう家だ。単身でも見ての通り。そんな男がいてくれたらと、東和各地で人が動いている」

　しばらく、会話が途と切ぎれて、それから、私はそっと訊いてみる。

「気のせいでしょうか」

　躊躇ためらってしまった問い方。

「何が？」

「あの夜、テン様は、わざとキリハさんを逃がしたように見えました」

　トエ様は、眼を細めて、口元だけで笑った。

「多た分ぶん、そうだろうね」

　私の絶句を、この方はあまり気にしないで続ける。

「あいつはキリハ殿を味方にするより、敵にした方がやりがいがあると思ったかも知れない。いや、多分、そう考えたよ。わざと敵にしたかどうかはともかくね」

　とんでもないことを口にしてから、トエ様はものすごく親切に私に微笑ほほえむ。

「カラ、テンの言うことは、ほとんど全部噓うそだからね。信じちゃ駄目だよ」







　湯たんぽをお腹なかに抱えて、真っ暗な私室で天てん井じようを見上げる。

　締しめ切られた簡かん素そなお部屋。布団を被かぶって寝台でぼんやりする。

　お布団に私の熱が移るのを待つけれど、まだ温ぬくい感じはしない。布袋に包んだ湯たんぽだけが、無む闇やみに熱い。

　湯たんぽは寝る前に宿の方が手渡してくれた。年が明けるまで必要ないと宿の方には言ったけれど、とにかく用意してくれるので使わないと悪い気がする。

　閉め切った窓。窓掛けの隙すき間まから淡い雪明かり。

　それと、部屋の入り口の隙間から洩もれる廊下の灯火。

　それだけの光が、ぼんやりと私に天井の輪りん郭かくを教えてくれる。

　月は、きっと、もう高い中天にあるだろう時刻。

　誰だれもが寝静まり始める時間に、ぼんやりと、眠れないで天井を見上げ、お腹の上の湯たんぽを大きな卵みたいに抱える。

　キリハさんという方が、もうどこか別の都市に流れていればと思う。

　七なな宮みやの、私が示した言葉によって四しの宮みやに向かった方々をあの方は数多く斬きられている。七宮の軍からすれば仇かたきなのだ。それでも、それが、お味方になってくれれば、誰よりも力強くて、多くの人が過去のことを忘れようとする。

　嫌うには清せい廉れんな方で、だから、それは当然の世の習いで、亡くなられた方々にはご無念もあるだろうけれど、きっと、それは正しい。

　だけれど、あの方はそれを断った。

　刃やいばを交えて、そして姿を消した。

　もし、今度、テン様達の前に出てくれば、多分、今度こそ、どちらかが地に伏す。

　テン様が血を流すのはもう見たくないし、あの方にも死んで欲しくなかった。

「贅ぜい沢たくな願いなのかな」

　ほとんど声にしないで、口だけ動かす。

　あれ以来、姿が見えない絵え描かきさんのことを思い出す。あの方だって、兵隊さんだったのだ。

　もしかしたら、あの方だって戦場で殺されたり、殺し合ったり。

　私は争いをしたくない。

　無くすことは無理だと思うけれど、せめて、一番、小さく済ませたい。

　きっと、東とう和わの姫達はそのために出そろったのだと思う。

　東和の人達は、恐い軍人さんや、軍隊や、果てしない確執や、絶対的な信仰や、民族の縛しばり、そうしたことのために争いたくなかった。

　争いに慎つつましいかたちを求めて、季節と祭さい霊れいとが紡ぐ、四季世に仕える巫女みこ姫を求めた。

　きっと、そうだと思う。

　それも、世界のかたちの一つに過ぎないかも知れない。

　多た分ぶん、テン様やトエ様に訊たずねると、そんな答えが返ってくるし、お城で待ってくれている衣装役さんや侍じ従じゆう長ちようさんもそう言うかも知れない。

「テン様やトエ様が世界の天てつ辺ぺん目指してどこまでも。私は、それが少しでも無益な争いを生まないように、空色のお姫様」

　それが、東和七なな宮みや空から澄すみ姫ひ殿でん下かのお仕事で

「私が追いかけた日々で」

　目を瞑つむる。

　そろそろ、眠らないといけない。

「そうですよね、クロハさん」

　テン様とキリハさんのように、空澄姫と黒こく曜よう姫殿下は争うのだろうか。カラさんとクロハさんは争うのだろうか。

　南に流された琥こ珀はく姫は、他ほかの姫達は、今、どんなことを考えて臥ふし所どについているのか、結局、色々なことが気になって、いつまでも眠れなかった。







　冬祭りの二日目は雪混じりの天気で、前を行くトエ様の肩に薄うすい雪が積もる。

　珍しく護ご衛えいの姿もなく、私とヒカゲさんだけ連れているトエ様は、相変わらずの厚着姿。ヒカゲさんと私は、もう少し軽めの地味な冬外がい套とう。

　多分、行く先々で既に警けい護ごの方々が活かつ躍やくされているのだろう。私達が挨あい拶さつ回りする冬祭りの関係者達はどこも歓迎してくれ、何の問題も無く半日が過ぎた。

「キリハさんに警戒はしないんですか？」

「してるよ。遠巻きに前後を四人ずつ護まもらせている」

　トエ様に言われると、かなり距離を置いて身軽そうな男の方々が辻つじ角かどに見え隠れする。ヒカゲさんほど、無む闇やみに神しん出しゆつ鬼き没ぼつじゃないから、注意すれば私でも判わかった。

「もっとも、僕が警けい戒かいしているのは、この騒さわぎに便乗してくる輩やからの方だね」

　雪道での歩みを止めず、トエ様は私達が進む路地の一つ向こう、白く染まった家々や街がい路ろ樹じゆに見え隠れする大通りを眺めた。

　白い息を弾ませて、左右に露ろ店てんが建ち並ぶ大通りを人々が行き交い、賑にぎわいを見せる光景。

　冬市場と化したその道は、各種の広場や見せ物小屋に繫つながり、あちこちで呼び込みの声や、鳴り物が響ひびき渡る。

「成り上がり者の僕らを疎うとましいと思うのは旧四しの宮みや派だけじゃない。各宮都市、あるいはそれらに取り入ろうという輩、それらに依存する輩。無論、七なな宮みやカセン内部にも、僕やテンを恨む者もいるだろうしね」

「七宮の空から澄すみも睨にらまれているのでしょうか？」

　訊きくのに勇気がいる質問。

「それは滅めつ多たにいないね。悪いのは将軍や大臣と噂うわさされているからね。僕やテンを排除して、姫ひ殿でん下かの新たな擁よう立りつ者を目指すような輩なら少しは居るだろうけど」

　すごい恐い気がした。

　テン様やトエ様が負けて、どこかに行ってしまったら、私は琥こ珀はく姫のように南に流されたりしないで、別の方々に担がれる場合もある。よく考えたら、割とある話のような気もしたけれど、あまり考えたことが無かった。

　キリハさんや、他ほかのお姫様や将軍。世の中には、とてもお強い方が沢たく山さんいるのかも知れない。

　テン様だって、あんなに強くても不覚を取って寝込んでいるのだから、もっと大変なことは沢山あるのかも知れない。

　私が心配になると、振り返らないでトエ様は声を明るくする。

「キリハ殿は潜せん伏ぷくしていたとしても、まず出てこないよ。あれだけ鍛きたえて体格の良い方だと、お祭りに紛れてもはっきり目立つからね。昼間は逃げ隠れできない。第一、彼は武人だよ。過か激げき派でも革命家でもない。テンのような同じ武人の首ならともかく、政治屋や商人の命に興きよう味みは無いさ」

　一般的に武門の家柄を背負う人は、戦場以外では好戦的ではない。壊こわし屋や殺し屋とは違うのだと、常に自戒されているからだ。

　そうした武家の習いや、武人の矜きよう持じがなければ、東とう和わの道義に反するのだ。

　昨晩のテン様の言う通り、武人としての売名が目的の一つなら、東和の庶民、諸侯に後ろ指さされるような真似まねはしない。名折れになる行為をすれば、彼や彼の一門の立場が悪くなるだけだから。

　だから、あの晩も一いつ騎き打ちにこだわり、控えていた部下達にも手を出させなかった。

　テン様やトエ様のお話をまとめると、どうもこういうことらしい。それだけでは無いとも思うけれど、これもその通りの現実のようだ。

「情報屋がくれた話だとね、既に街では東とう征せいと傭よう兵へい将軍が先の戦いくさの因いん縁ねん故、痛み分けの鍔つば迫ぜり合いをしたと噂うわさされている。あっちに行けばそんな話題に花が咲いているかもね」

　大通りの方を眺めて、トエ様は苦笑気味な顔をした。

　何となく、噓うそだと判わかった。

「先に当たり障さわりの無い噂を流したんですね」

　前を行く背中越しの横顔が、困ったような笑い方をした。







　雪舞ぶ台たいの大広場。その片隅の工芸館は閑散としていた。

　お昼過ぎで、雪舞台のあちこちで人混みや行列が出来て、朝から止まらない粉雪を溶かしてしまいそうなのに、ここだけがらがら。

「ううっ、あいつの所為せいですよ。俺おれの所為じゃあないです」

「泣かれてもなあ」

　正門前で泣き崩れる絵え描かきさんに、七なな宮みやの左さ大だい臣じんさんは途方に暮れる。

　エヅさんによると、たまたまキリハさんと接触していたばかりに、たまたま東征将軍と傭兵将軍の一いつ騎き打ちに居合わせたために、あの晩の内に当局に拘こう束そくされ、今朝けさまで取り調べを受けていたらしい。

「俺は無実なのに誰だれも信じてくれませんでした」

　ああ、少ししかいないお客さんも、こんな正門前で泣きわめかれては、どんどん遠のいて行く。とてもまずいのではないでしょうか。

「まあ、ここはおまけだから」

　トエ様は実も蓋ふたもない言葉を残して、さっさと次の予定地へ足を向けようとする。

「ああっ、俺はどうなるんですか？」

「どうもしないよ。次の仕事に繫つながるよう、客引きとか接客を磨きたまえ」

　食い下がる絵描きさんに、トエ様は軽く肩を叩たたいた。絵描きさんの方が少し背丈があるけれど、膝ひざ立だちの半泣き状態だったから、ちょうどいい距離。

「この冬は越せる給金が出ただろう。祭りの後も、根雪が深くならなければ、解体までの何日かここで寝泊まりして家賃を浮かせてもいい」

「で、でも、それじゃあ、例の話はどうなるんですか？」

　何か約束があったのか、絵描きさんは期待と不安が混じった声を出す。

「もう少し、修行してから来たまえ。姫ひ殿でん下かには少しずつ話を通しておくから」

　何だろうか。どうも、空から澄すみ姫に関するお話のようだ。

　労ねぎらいの言葉を交わしてから、今度こそ、先を急ぐトエ様だけれど、通りがかった府中の神僧の方々に声を掛けられて、ちょっと立ち話を始める。

　少し距離を取った所で立ち話を始めるトエ様を眺めながら、私とヒカゲさんは立ち直り始めた絵え描かきさんと三人で並ぶ。

「大変ですね。せっかくあんなに綺き麗れいな絵が揃そろっているのに」

　残念ですと、私が言うと

「まったくだ。建物だって、ぎしぎし軋きしむから、客も倒とう壊かいが恐くて尚なお更さら近づかねえ」

　肩を落として、へろへろという顔をしている絵描きさん。

　どうも、留置されて疲れている上に、予想以上にお客の入りが悪くて辛つらいらしい。

「絶対さぁ」

　話し込んでいるトエ様の方を横目にしながら、私達の方に小さな声で囁ささやく。

「東とう征せいの怪け我がの内情、俺おれがお喋しやべりしないよう、わざと俺が捕まっても知らんぷりしてたんだ。あいつら、そういう奴やつらだよ」

　私もそんな所だと思うけど、迂う闊かつなことは言えなくて、顔を合わせて二人で苦笑い。ヒカゲさんは知らん顔。

「で、実際な話さ、あいつ元気なの？」

　こそこそと、トエ様との距離を確認しながら訊たずねてくる。

「はい、一応、寝てますけど、早く治したいから大人おとなしくしているだけで、かなり元気です」

　出掛けには寝ていたテン様だけれど、寝るのに厭あきたら起きて、部下の方やトエ様が用意した書類と睨にらめっこする予定になっている。

「あんなやばい奴、仲間に引き込もうとするから怪我するんだ」

　絵描きさんは腕を組んで一人で頷うなずく。

「どのような方だったんですか？」

　正面口の庇ひさしの下、降り続ける淡い薄はく片へんを眺めながら訊きいてみる。考えたら、この人が一番、キリハさんと一緒だったのかも知れない。

「髭ひげの傭よう兵へい将軍。東征とは一度も直接戦わなかったけど、四しの宮みや戦で、俺がいた拝はい東とう将軍の陣や、山さん豪ごう将軍の陣を、がつんっと突いてきた奴さ。髭の恐い軍人だって噂うわさだったから、髭剃そられたら判わからなかった」

　私と同じように、雪や遠くで動く行列、それにはしゃいで走り回る子供達を眺める絵描きさん。

「山豪の子息とか、あいつの指揮した夜や襲しゆうにやられたらしいよ。俺のいた部隊も」

　その時に斬きられたという背中が疼うずくのか、絵描きさんは肩を回す動作で背中の筋肉を解ほぐした。重傷と言うのは大げさだったらしく、その動きは結構、軽い気がした。

「まあさ、戦争だから仕方ないけど、いい奴が死んだんだよ。その時」

　まだ、トエ様の方は話し込んで、何やら談笑している。

「恨んでいますか、そのう、キリハさんとか、七なな宮みやの将軍や軍師、お姫様」

　ひっそりと訊きいてみる。

「ちょいとな、でも、どうせ、誰だれかが始めたよ。あれ」

　私がお城勤めだと知っているから、絵え描かきさんは人のいい声を出した。

「キリハの旦だん那ながさ、逆に、ここを占領しに派遣されたりしたかも知れない。南に流されたのは空そら姫ひめだったかも知れない。あるいは、三さん宮みやや二にの宮みや、五いつ宮みやと六むつ宮みやの同盟軍が幅を利かせたかも知れないし、一いち宮みやが往年の力を取り戻して諸国を弾圧し始めたかも知れない」

　複雑そうな顔で、絵描きさんは頭を搔かいた。

「判わからないでもないさ。あいつらは上手うまくやったんだよ。そうでなきゃ、俺おれもあそこで死んでたり、まだ戦争していたりしたかも知れないしな」

「難しいことをお考えなんですね。とても、ためになるお言葉です」

　少しだけ、私はこの絵描きさんの横顔が眩まぶしく思えた。お礼を言いたくなるくらい、何だかありがたい言葉な気がした。

「いや、その」

　困った顔と照れた顔が混じった複雑な顔をしてから、絵描きさんは、横目でちらっと私の方を見た。

「これさ、四しの宮みや戦の時、東とう征せいが言っていた言葉の受け売り半分なのね。あいつ、口上手いんだよ。そう思わない？」

　何だか、よく判わかるので、思わず私は笑ってしまった。

　それから、絵描きさんは最初の質問を思い出したらしく

「いい奴やつだよ。あの旦那は皮肉っぽい顔もしたけど、真ま面じ目めに俺の馬ば鹿か話も聞いてくれたし。多た分ぶん、今いま頃ごろ、三宮かどこかに亡命しているんじゃないかな」

　絵描きさんは、既にキリハさんがこの都市や周辺にはいないと考えていた。

「だってさ、下手へたしたら縛しばり首とか斬ざん首しゆじゃねえの？　良くても禁固刑とか流る刑けいとか。俺だったら、単身で東征に手傷を負わせた武勇で他ほかの勢力に自分を売り込むよ」







「そうだといいけどね」

　次の挨あい拶さつ回りに向かう路地の上で、トエ様は絵描きさんの考えに笑った。

　冬木こ立だちの並ぶ道は、ひっそりとして、人の少ない静かな小道で、この辺には私達だけしか歩く者もいない。

「今も東征殿はお元気かと訊かれたよ。売名だけなら、そこそこの成果は上げさせたよ。でもね、キリハ殿が本当はどんな心づもりなのか、武人でない僕や君、エヅには判らないよ」

　言われて、私は一番後ろを歩くヒカゲさんを振り向く。

「ヒカゲさんは判わかる？」

　小さく首を振ってくれたのが、返事。

　そんな風に三人で歩いていると、音がするほど強い風が吹き抜ける。

「ひゃあっ」

　私が声を上げて、トエ様が首を竦すくめて、ヒカゲさんは相変わらず。

「ああ、たまには、僕も気ままに遊びたいね」

　雪混じりの冷たさが応こたえたのか、トエ様は立ち止まって、少し離れたお祭りの光景を眺める。

　木こ立だちと人混みの向こう、舞まい降りる薄はく片へんに白く染まる雪舞ぶ台たい。弦楽器の音が遠い。

　派は手でな色彩で彩られた即席の見せ物小屋では、宮殿らしき豪ごう奢しやな背景画を背中に、黒装しよう束ぞくの歌姫と翠みどり色の装束の歌姫が、歌比べ。

　舞台の端では、手を取り合う小柄な二人の歌姫が声を揃そろえて別の歌曲。さらに、舞台の反対側では揉もめて別れる、また一組の歌姫達。

　高く澄すんだ声が、群衆の向こうからも切れ切れに聞こえてくる。

「政治色は避さけると明言したのに、これは各方面から睨にらまれるな」

　明らかな風刺劇げきの構図に、七なな宮みやの左さ大だい臣じんさんは苦笑気味な声。

　今日、明日にも、幾いくつかの勢力から何か苦情がありそうだけれど、困った様よう子すが無いのは予測の範はん囲いで、初めから黙もく認にんする腹づもりなのだろう。

「流石さすがに、僕は遊べないが、君達は少し観みてきたらどうかね？」

　のんびりと三人で眺めてから、トエ様が訊きいてきた。

　観たい気もしたし、露ろ店てんを歩きたいとも思ったけど、首を振る。

「私は、もうお祭りの中にいます。三年前始めました」

　そうだと思う。きっと、だから、私は楽しくて、良いことも悪いことも、そのために受け入れられた。

　きっと、そうだと思う。

　三人で始めたお話は、私にとって、どんなお祭りよりも大事で目ま映ばゆかった。

　だから、あっちにまで遊びに行けない。ぼんやりしていると、この人やあの人に置いて行かれるから。

　季節が過ぎてゆくように、春の花々や、夏の陽ひざし、紅葉の木々、凍った清水、そんな季節色の何かが流れて行くように、今はお祭りの光景が私達の側そばを彩って過ぎて行く。

　眺めて、感じる。今は、この距離が心地よかった。

「それに」

　ここからは遠い舞台に、私は目を細める。

　そこにいる黒装束は、私が知る、そして、知りたいと思っている、あの立ち姿ではない。

「そのうち、あの空そら姫ひめさんも出てきそうで、観みてたら、きっと恥ずかしいです」

　これも正直な気持ち。

　何より恐いのは、あの空姫さんの大人形が練り歩くのに出くわしそうな気もすることだったりする。

「そりゃあそうだ。下手へたしたら、ご婦人好きの将軍や癇かん癪しやく持ちの政治屋も出てきそうだ」

　自分の変な想像に噴ふき出し掛けて、目を細めると

「僕らのお祭りは、まだ前夜祭ぐらいだしね」

　トエ様は、ものすごくこの人らしい表情をして、それから、私達はまた歩き出す。

　雪は陽ひが落ちるまで降り続けた。







　季節の風は、知らない所で吹き荒れ始めた。

「五いつ宮みやが動いた？」

　外回りや外部の方々への連絡や指示が終わり、夕時に宿屋や敷しきへ帰ると、そんな情報が書しよ簡かんでもたらされていた。

　重たいくらい着込んだ外がい套とうを脱ぐ間も惜しみ、トエ様は情報を持って私室に籠こもった。それから、何人かの情報屋さんがその部屋を訪ねて来て、扉の向こうで話し込んでいた。

「六むつ宮みやの萌もえ葱ぎ姫が病に臥ふした」

　そんな情報があって、二つの都市の同盟が揺らぎかねない事態が起きていた。

　さらに、五宮には一いち宮みやが、六宮には二にの宮みやが、それぞれ、経済協力の呼びかけを始めていた。

　仲が良くない一宮と二宮の呼びかけは、それぞれの勢力への帰属を暗に要求していた。

「二宮が一宮の地方領地を占拠したんだ」

　ふふんっと、夕飯のお粥かゆを啜すすりながらテン様が説明してくれた。

　テン様の私室で、持ち込んだ折り畳みの食卓の上で差し向かいの席。

　高そうな外国製敷しき物ものの上で、こぼさないよう気をつけながら、私は正座して、テン様は長い足を大おお雑ざつ把ぱに投げ出した格好。

「怒った一宮が兵を派遣しようとするが、直接、二宮と戦火を交えるのは憚はばかられた」

「なぜです？」

「占拠されたのが、元々、二宮の領域だった土地だからさ。三十年前に時の政権がその場の都合で一宮の領地にしたんだ」

「そんな昔の話ですか？」

　どうも理解できない。

「二宮スズマにしちゃあ、有力な領地を掠かすめ取られ、搾さく取しゆされ続けた積年の恨みさ。もっとも、二宮だろうが七なな宮みやだろうが、一宮にしてみれば東とう和わの一部。それが、どんどん勝手に自国を形成して領土や権利を主張する現状こそ怒りの対象だろうが」

　一いち宮みやシンセンこそは東とう和わの中心で、数百年も東和の秩序を整えてきた自負に溢あふれる大都市だった。けれど、各都市からすれば、大人おとなしい地方都市を振り回す搾さく取しゆ国に見える面も多かったそうな。

「直接、一宮も二にの宮みやを叩たたくには世論がうるさい面もあるし、二宮は抜群の根回しで、その土地の住民を懐かい柔じゆう。味方にしやがったから、やりにくくて仕方ない。そこで、他都市の援えん護ごを求めた」

　援護を要よう請せいされた五いつ宮みやは、萌もえ葱ぎ姫の健康の事情から六むつ宮みやとの同盟に不安を感じ、一宮擁よう護ごの声明を出し、二宮スズマに撤てつ収しゆうを提案した。

「撤退でなくて、撤収。つまりさ、軍を退ひけじゃなくて、二宮が送り込んだ商家や官僚の引き上げを求めた。あくまでも、これは戦争では無くて、都市経営上の衝しよう突とつであるとの見解を示したのが、五宮の為い政せい者しや達の苦しい言い分さ」

　五宮は六宮との同盟で、他都市、他国の戦争に介入しない。介入せざるを得ない場合は、両都市の総意による同意を持ってこれにあたる。そう明言しているのだ。

　二宮と接触している六宮としては、一宮への援護も擁護も容認できない。

「微妙な駆け引きさ。五宮と六宮は力を合わせれば二宮より財があるが、一宮には及ばず、単体ではツヅミや七宮カセンと大差ない。時勢が一宮に傾けば、その底力に、やがて両都市は自主独立性を失うし、二宮に傾けば一宮に睨にらまれて圧力を受ける」

　地方色が強いナツメ、ツヅミ、カセン各都市に比べて、五宮クラセ、六宮マキセは二つの大都市の動きに巻き込まれやすい。

　焦きな臭くさい話を、美味おいしそうな夕飯がてらにテン様は語る。どうも、一日中、書類の仕事もしないで寝てらしたから退屈だったようで、いつにも増して良く喋しやべる。

「それで、六宮様のご容体はどうなのでしょう？」

　私としては、何よりもこのことが気になった。名目だけとはいえ、私達は姉妹なのだから。

「さあ、トエが今いま頃ごろ調べている。以前から、そんなに頑丈じゃないって噂うわさはあったけどな。だいたい、お姫様育ちが、どいつもこいつも丈夫なわけねえだろう。お前と違って」

　そう言われると、やっぱり、私はお姫様らしさに欠けるらしい気がしてくる。

「笑い話じゃあ、一宮の黒こく曜ようは滅めつ多たに姿見せないから、七なな姫ひめ一の病弱って噂もあるけどな」

　それは無いでしょうと笑いたくなる。だって、あの人、ヒカゲさんの刃を躱かわしたし、刃物だって操あやつるし、旅だってしているし、七姫で一番強くて丈夫そうな気がする。

　噂は色々あって、半分ぐらいは噓うそだろうと思う。

　悪意の噓と、悪気の無い噓は、どっちが世の中で多いのだろう。

　私がそんなことを考えていると、お客さんを帰したトエ様が入室してきた。

「まず六宮の姫は持ち直した。元々の貧血と季節柄の風邪かぜが重なっただけと公式発表され、公おおやけの場にも姿を見せる日程が組まれている。今頃は、年始の祭さい祀しに向けて体調を整えている」

　トエ様が寝台に戻り安静にしているテン様から、部屋の端っこで膝ひざを揃そろえている私に視線を向けた。

「うちの姫ひ殿でん下かと違って、五いつ宮みやや六むつ宮みやの姫は頻ひん繁ぱんに人前に出るし、年始にはご両人の顔合わせが組まれている以上、替え玉の可能性はない」

「御快方の次第、喜ばしい御一報です」

　安あん堵どして、まずは常じよう識しき的に真ま面じ目めに応じる。

「それで、快方祝いの書しよ簡かんを七なな宮みやからも送る。空から澄すみ姫の名でね」

「お前のことだ。もう作ってあるな」

　テン様が軽口を叩たたくと、トエ様は居住まいを正す。

「姫殿下の、ご確認とご署名をこの後お願いします」

　恭うやうやしく左さ大だい臣じんの顔をして、私に礼を尽くす。

　きっと、この人は必要だと思ったら、こうやって、気にしないで悪い政治家も良い政治家も同じようにやる。そんな気がしたのは気のせいだろうか。

「それから、既に二にの宮みやは一度退ひいて、この一件で一いち宮みやに貸しを作った。自分達は正当な権利で得た土地を、戦争を避さけるために、あえて勇気ある無血の譲じよう歩ほをしたという触れ込みでね」

「何が貸しだ。かび臭くさい損得で、兵や人民を自ら扇せん動どうしておいて」

　テン様が毒づく。

「まあ、本人達には戦略上、都合のいい実じつ績せき造りだ。周りには疎うとましいがね」

「五宮様は一宮様に貸しを作ったのでしょうか？」

　私の問いにトエ様は首を振る。

「一宮は良い意味では誇り高い古都、悪い意味では偉そうな焦げ付きのある大おお店だな。他ほかの都市が一宮シンセンの要よう請せいに従うのは当然という判断だ。一宮に覚えめでたくなったとしても大きな利益にはならない。第一、同盟者である六宮からすれば抜け駆けされた事件だ。崩れた均きん衡こうを取り戻すためにそれなりの財を失う」

　私が黙だまってお話を聞いていると、トエ様は私の気持ちに気がついた。

「一宮シンセンは一枚岩じゃない。巨大であるが故に、幾いくつもの派は閥ばつ、勢力が、複数の多面的問題を含んで寄り集まっている。判わかりやすく言えば、東とう和わの残り五つや六つの都市が一所に固まり、一つの旗の下で協和を約束しながら各おの々おのの利益を振り回している。こんな感じかな」

　そこには一人のお姫様しか居ない。けれど、それだけ大所帯になると、どんなお姫様の声も力も全体には遠い。

　私が思い出すのは黒装しよう束ぞくの立ち姿で、黒帽子の下でいつも笑顔な女性の姿。

「ある意味、小さくても一枚岩な二宮の方が動きがいいか」

「経済の強いツヅミより、山地で苦汁をなめた三宮ナツメ都市の方が強いようにね」

　含みのあるトエ様の言葉に、だらしなくくつろいでいたテン様の目つきが変わる。

「報告しな。軍師殿」

　トエ様は一度、目を閉じてから、ゆっくり息を吐ついて、七なな宮みや東とう征せい将軍に向き直った。

「今朝けさ早く、押さえていた峠とうげの一つ、キスの街道沿いで不ふ審しんな五人連れが目もく撃げきされた。取り押さえようとした検問を突破し、軍馬を強奪。方角からして、三さん宮みやナツメ都市に向かった」

　軍馬でも雪中で長い行軍は無理だから、乗り捨てる予定での行為なのは何となく判わかった。

「一団の首領は長身の総髪で、背中に長刀を抱えていたそうだよ」







　テン様は薄うす笑いして、寝ると宣言した。

　テン様の部屋を引き上げた私はお仕事を少しして、初めて他ほかのお姫様に書しよ簡かんを送った。

　内容は当たり障さわりのないご挨あい拶さつに、お身体からだを気づかった一文だけの短い物。

　それだけで、他勢力のことも、四しの宮みや戦のことも触れていないし、それぞれの正当性にも触れていなかった。

「五いつ宮みや様と仲なか睦むつまじくあられますよう」

　トエ様は書簡の最後に、直じき筆ひつでそう書くよう指示をくれた。

「よろしいのでしょうか、五宮と六むつ宮みやの同盟が強固であれば、七宮の将来も辛つらいのではありませんか」

　私自身はそんなことに興きよう味みはなかったけれど、一応、訊きいてみる。

「もしかしたら、二にの宮みやの本当の狙ねらいは五宮、六宮を振り回して、その同盟関係に罅ひびを入れることかも知れない。僕だったら、無理な領土拡大は囮おとりに、そうした間接的圧力ぐらいはやるね」

　トエ様はそう答えてから、話が難しすぎたかと、もう少し単純な説明を続ける。

「今、あそこが弱体化すれば一いち宮みやや二宮が楽をするだけだ。苦しい時はお互い様さ。場合によっては、五宮や六宮が僕らの同盟者になる時期が来るかも知れないしね」

「私は、七宮は、姉姫の琥こ珀はく姫ひ殿でん下かを流る罪ざいにしたばかりです」

　ご都合主義過ぎるのは良くないし、あちらの不ふ興きようを買う気がした。それに、何より琥珀姫に悪い気がした。

「それ故に、他の姫君達に敵意が無いと示しておこう。琥珀をああも早く流したのはどの姫にも過分な悪意は無いと世間に示した行為だ。本当は七宮内部で意見が分かれるのが嫌いやで、問答無用で僻へき地ちに送っただけだけれどね」

　そうだったのかと、今更、納得する私は、やっぱり姫殿下らしさが足りないのだろうか。それとも、いいように言いくるめられているだけなのだろうか。

　そんなお仕事をこなしてから、私は硝子ガラス灯どう籠ろうの柔らかな火ひ種だねに書簡を翳かざして、ぼんやりとした。

　トエ様は何か考え事をしながら、私の言葉を待っていた。

　ちょっとして

「キリハさんは三さん宮みやナツメに仕官されるのでしょうか」

　そっと訊きいてみる。

「初めから、ナツメに誘われていたのかも知れない」

　予想していたトエ様は、淡々と語り始めた。

「四しの宮みやで彼は食い詰めた新参者と不遇だった。だから、僅わずかな手勢だけで危険な前線に立たざるを得なかった。もし、彼が向こうの指揮権を持っていたら、あの陣容で戦った僕らは甚じん大だいな被害で撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされた」

「それほど、お強い方なのですか。指揮官としても」

　数では七なな宮みやの方が圧倒していたのにと、私は目を丸くする

「そうじゃない。あの万の軍勢は半分以上、寄せ集めただけの素人しろうと集団だった。エヅが従軍していたのだから判わかると思うけれど、彼は満足に刀も槍やりも振り回せないよ。とにかく数で囲んで脅おびやかして、少数の精せい鋭えいが実際の戦せん闘とうをほとんど全部受け持つ作戦だったんだ」

　それがテン様の指揮する一軍だったのだろうとは判った。

「彼はそれを見抜いていて、弱いところを次から次へと叩たたきに走り、テンが前に出られないよう後方を攪かく乱らんした。もし、彼が大軍を指揮できていたら、直接、テンの本陣を狙ねらう一点突破を計っただろう。どちらにせよ、あの作戦の隙すきを突く。彼と戦うには余計な軍勢は連れて行かないで、じっくり構えなければならない。多た分ぶん、この冬は痛み分けで、春先に決着をつける。それぐらいの作戦を別に立てる必要があった」

　全部判るほど私は賢くないけれど、あの方が力量に見合う地位や権限を持っていなかったのは理解できたし、皮肉にも、その苦しい事情での戦いが傭よう兵へい将軍の名を上げたのは判る。

「七宮と三宮を天てん秤びんに掛け、彼は向こうを選んだ。東とう征せい将軍と斬きり合った戦歴が、彼の七宮との決別をどこの都市にも印象づけた。どこも彼を信頼する、この経歴を土産みやげにすれば厚遇は約束される」

　トエ様は苦笑する。

「厄やつ介かいな男だ。来年が辛つらそうだ」

　三宮ナツメと七宮カセンは、勢力の空白地である旧四宮ツヅミに対する占有権で睨にらみ合っている。事実上、絶ぜつ縁えん状態の両都市。

　早ければ春先、息い吹ぶき、櫻さくら帰がえりの季節には小こ競ぜり合いが始まるかも知れない。

　その一方に、あの方の姿があるのだろうか。

　まだ見ぬ、常緑の姫装しよう束ぞくを翻ひるがす常磐ときわ姫ひ殿でん下かと、他都市の軍服を着たキリハさんの姿を思い浮かべる。

　何いずれ、私はそんなお二人と出会うのだろうか。

　そんな考えで胸がいっぱいになったら、やがて訪れる春が恐くなった。







　静まりかえった邸内の空気は冷えきっていて、気をつけないと体温を失う。

　大分前に隣となり部屋のトエ様は静かになって、廊下を挟んだ向かい部屋のテン様は全く起きてこない。だから、恐いくらい静かな夜。

　誰だれも何も音を立てない。

　冬の夜は虫の声もなく、鳥の声も少ない。凍いてつく季節には、ただ温ぬくもりを逃すまいと生き物は小さくなって眠りにつく。

　樹じゆ木もくは硬く静せい謐ひつで、枝を霜しも色にして、その上に雪色を重ね着。

　そんな冬の静けさに、寝台で耳を澄すます。

　いつの間にか止やんだ雪足は、雲の切れ間に月を浮かべてくれている。

　だから、閉め切った窓の向こうには高い月。静かな、恐いくらい静かな月色の時間。

　窓掛けの隙すき間まに曇くもった窓硝子ガラス。滲にじんだ薄うすい月の色を眺める私は、寝台で身を丸め、湯たんぽを抱き寄せる。

　こんな風に、東とう和わの冬に、七つの宮みや都市は凍こごえている。

　でも、肩を寄せ合い温もりを求めはしない。

　春への備えを互いに浸食し、温い居場所を求めている。

　テン様やトエ様には夢や野心があるように、キリハさんには武人としての生き方がある。

　多た分ぶん、それがあの夜のこと。

　そして、七つの都市には互いの事情、互いの都合、互いの願いがあって、それぞれは肩をぶつけ、道を捜して、季節の風を受けている。

　東和の姫達は何を思うのだろう。

　六むつ宮みやの姫は、お身体からだを大切にして冬を越されている。

　五いつ宮みやの姫は、より安定した東和を望んでいる。

　四しの宮みやの姫は、その任から離れて南の風を浴びている。

　三さん宮みやの姫は、苦しくなった足元を立て直し春を待つ。

　二にの宮みやの姫は、精力的に両手を広げる。

　一いち宮みやの姫は、沈ちん黙もくして世界を眺める。

「違うかな。七なな宮みやの姫が沈黙している」

　口の中だけで独ひとり言ごと。

　多分、あの方は何事も知らない顔をして、誰よりも闇やみで動いている。

　東和はどこへ行くのだろう。

　私やテン様やトエ様はどこまで行けるだろう。

　夢見るのは恐くない。足元が過ぎてゆくのが恐いだけ。

　恐くても恐くなくても、優やさしくても冷たくても、強くても弱くても、何もかも過ぎてゆく。

　季節の風は巡るから、詠よみ名を詠うたう人々は吐と息いきを紡ぐから、過ぎてしまえば、いつの間にか遠い。

　果てもなく、一人になると、最近、そんなことばかり考える。

　いつも、答えが近くて遠い。そんな距離を感じて眠れない時間を過ごす。

　ただ、私は、やっぱり大したこと無いお姫様役らしく、気がつけば眠っていて、なかなか起きられない毎朝を繰くり返すのだけれど。

　だから、もう少し、あと五回くらい難しいことを考えたら眠くなって、気がついたら明日の朝になる。そろそろ、そんな気がしてきた。

　そんな時だった。

　きんっと短い音。

　鋭するどいはずの音が遠くで霞かすんだ音。

　初め、ぼうっとしていて何が何だか判わからなかった。

　金物と金物がぶつかった音にしては、硬く澄すんだ音。そう感じただけ。

　また同じ音。少し近い感じ。

　続いて、微かすかに、積もった雪を、何か重い物が潰つぶす音。

　窓の外。

　冬の静寂だから、恐いくらい静かな夜だから耳に届く音。

　掛け布団と湯たんぽを押しのけ、暗い部屋に起きあがる。

　寒い。締しめ切った部屋の空気まで、とっくに冷えている。

　寝間着の上に綿入りの部屋着を羽は織おり、寝台から一番近い窓に歩み寄る。

　気のせいだと思いたかった。

　でも、寝ぼけているには頭が冴さえていて、肌に感じる冷たさは正直で、感じる胸の動どう悸きは早い。

　真っ白な窓の向こうは見えない。

　重い窓枠を押し上げると、流れ込む冷たい風が、袖そでから二の腕に震ふるえを走らせる。

「ふぅっ」

　声を漏らせば息が白い。

　開け放たれた窓。ここが三階の高みのせいか、室内に入り込む空気は真冬そのものに感じた。

　脇わきを締しめて胸元に両手を寄せたら、凍こごえる身体からだがちょっとだけまともになる。

　痛いような夜の外気に頰ほおが硬くなった気がして、自分の行動を後悔するけど、とにかく、外の様よう子すを探ろうと窓枠に身をくっつける。

　影かげだけの拗ねじくれた冬木の列。白い空間にそれが並ぶのだけがまず見えた。

　月は高く、細く淡くて、それでも、白い雪が月明かりを、僅わずかな街灯あかりを反射して、静かに、静かに浮かび上がらせる宿屋や敷しきの裏庭。

　人ひと影かげは無い。

　いや、あった。

　凍る樹じゆ木もくの立ち並ぶ眼下の光景に、ぽつりと一つ。

　やはり、凍る樹木のように、凍いてついた木こ立だちのようにして、静かに、静かに、恐いくらい静かに佇たたずむ人影が一つ。

　暗い色の冬外がい套とうは、明るい時刻に見れば、あの樹氷そのままの色なのだろう。

　それが、足首まで埋まる雪の中庭に、根を生はやしたかのように無言で、まるで月を見上げるように私を見上げていた。

　薄うす暗ぐらく、影深い夜にも、その顔が確かな表情の輪りん郭かくを見せる。

　私の胸元で白い息が言葉と共に散る。

「……キリハさん」

　私は冷たく透き通る夜の中で、その名で呼ばれる人と再会した。

　その人の右手で抜き身の長刀が、何か黒っぽい液体を切っ先から滴したたらせていた。

　月の高い、冴さえ冴ざえとした夜だった。
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　　　六節　冬のかたち







　凍いてつく大気は僅わずかでも風が吹けば痛いくらいで、耳が冷たい感覚に固まってしまう。

　まるで樹じゆ氷ひようそのままで、降り積もったばかりの積雪の中にその人は一人で、身動き一つしなかった。

　ただ静かな眼まな差ざしを私に向けている。

　声もなく、どうしたらいいか判わからず、私も凍ったように動けなかった。

　テン様やトエ様に、宿の警けい護ごの方に報しらせなければと頭が回るのに、どれだけ時間が掛かったのか、動こうとした時には衣服の衣きぬ擦ずれが冷たい感触だった。

「……君は」

　不意に、下方から声が掛けられる。

　氷の世界から流れた風みたいに、色の無い澄すんだ声。

　息が白いのが、やけにはっきりと目に入り、動き損ねた私は、その声の主から視線が外せなかった。

「君は、どうして私の行く先々に現れるのかね」

　問いと呼ぶには、その声は返事を期待していない響ひびきをしていた。

「何か因いん縁ねんでもあるのか、それとも、君がそれほど重要な役割を担った人間なのか、偶然と呼ぶには妙な物だ」

　僅わずかに、距離があるからよく見えなかったけれど、キリハさんが皮肉そうに頰ほおを引きつらせたのが少しだけ見えた。笑ったのかも知れない。

　応こたえることも出来ずに、身動きも満足に出来ずに、私は唾つばを飲み込んで落ち着こうとするだけだった。

　キリハさんの右手で月光を反射する刃やいばと、その切っ先の黒っぽい滴したたりが、ただ恐かった。

　ここにこの人が居るのはおかしかった。

　さっき、今朝けさ、三さん宮みやへの経路を辿たどる長刀使いの話があったばかりなのに。どうして、そこで銀色の刃が綺き麗れいなくらい鮮あざやかなのか。警護の方が屋や敷しきの周辺を囲んでいる。そうでなくても、多くの見回りの方が祭りのためにも夜警に立っているはずなのに、どうして、こうも静かで誰だれの声もないのか。

「テン・フオウはいるかね？」

　不意に、明快な問いが向けられた。

　ひどく真しん摯しに、その人は、窓枠に身を寄せて動けない私を見上げていた。

　まるで、ごく当然の来訪のように、屋や敷しきの主人に会いに来た単なる来客のように、キリハさんは凍いてつく冬色の声で、穏おだやかな問いをする。

「ご、御用向きはいかなるものでしょうか？」

　上うわ擦ずった声で、私はどうにか応対した。

　それだけの声を出すだけで、とても恐くて、寒さ以外で手足が熱を失う気がした。

「先日の続きをしたい」

　返答は簡かん潔けつで早かった。

　まるで差し掛けの将棋を続けたい。そんな、何気ない口調だった。

「テン様は就眠されてます。日を改めてお出いでください」

　丁てい寧ねいに、声が震ふるえないよう、丁寧に私は言った。

　ちょっと、無理だったみたいで、掠かすれ気味になってしまったけれど。

「それは出来ない相談だ」

　樹じゆ氷ひようのような男の人は、何でもない声。

　ごく普通の様よう子すで、白い息も冬のそれ、そのまま。

「私は追われる身でね。今こ宵よい限りでカセンを離れなければ、正直、身の危険が大きい」

　そんなことを告げられても、こちらも困ってしまう。

「でも、怪け我がをされて眠っている方を、夜半、お訪ねされても困ります」

　正直に、もっともだと思うことを口にした。

　こんなことを口にしても埒らちが明かないのは判わかっていた。

　それでも、とにかく、時間を稼かせぎたかった。

　夜は深く、まだ冷える。

　時間さえ過ぎれば、何かがどうにかなると思った。

　テン様やトエ様が異変に気づくかも知れない。

　警けい備びの方の見回りがやってくるかも知れない。

　キリハさんだって、長く留とどまることも、人が集まることも避さけなければならない。ここは七なな宮みやカセンで、この方にとっては既に敵地なのだから。

「困ったな」

　ちっとも、困っていない声で呟つぶやいて、キリハさんは私を見上げ続ける。

　しばらくして

「まるで、姫ひ殿でん下かのように、君は私を見下ろすのだな」

　続いた問いに、私はどう答えていいか判らなかった。

「空そらの姫はこのように世界を見下ろすのかね？」

　まるで、全すべてを知っているかのように、孤高の武人は私を見つめていた。

　見つめ合うのが恐い。すごく恐い時間。

　だけど、きちんと応対すれば、時間は稼かせげるし、この方の言葉には悪意が無くて、だから、誠意を返さないといけない。

「そちらのお仕えした四しの宮みやの姫はどのようでしたか？」

　答えを探しながら、問いを返す。

「問いに問いで返すかね」

「若じやく輩はい故、お求めになる言葉のかたち見えません。不意の問い掛けほどに不当でもありません」

「もっともだ。大人おとなとして、君の問いに答えよう」

　苦笑気味な声で、キリハさんは表情を柔らかくした。

「華はな姫ひめの琥こ珀はく姫ひ殿でん下かは、やはり、そうして高みから私を見下ろしていた。一度も、私が、あの佳か人じんの側そばに侍はべったことは無い。あの方が望んだことではなく、あの方の周りには、すでに重臣が群れていたためだった」

　多た分ぶん、本当だろうと思えた。

　この方がお側にいたなら、琥珀姫はきっと、もっと巨大で、今も私達の前に立ちふさがっていたかも知れない。そもそも、三さん宮みやとの不均等な関係さえも押さえられて、あのような不本意な争いも未然に防がれたかも知れない。もしかしたら、今でも、ツヅミは四宮の称号を背負い、東とう和わ都市群の中で充分な力を保っていたのかも知れない。

　今では、考えても仕方ないことかも知れない。それでも、そんな気がした。

　そして、私もキリハさんの問いに応じなければならないと思う。

「空そらの姫は、空姫さんは何も知りません。何も知らないから、いつも何かを探しています。見下ろすことも、見上げることも、周りに目を向けることも、きっと、どれも沢たく山さんあって、誰だれも沢山いて、ふらふらしながら、知りたいことを知るために、高いところにも低いところにも、望む場所にいます」

　自分にしては、出来過ぎな答えに、樹じゆ氷ひようの肩が軽く動いた。

　笑ったようだ。

「知りたがり屋な幼い姫は愛いとおしい。背後は気に入らないが、場合によっては私も七宮カセンに仕官しただろうな」

「東とう征せい様や補佐様ですか？」

　背後という言葉に私が反応する。

「誘われてね。私も彼らの仲間に。左さ将しよう軍ぐん待遇をくれると言われたよ」

「なぜ、お断りになったのです？　七なな宮みやは力強い人材を求めています」

「悪くなかった。新しい動きを持った地方の活力、慎つつましい空姫、成り上がりの若い将軍、筋の通った政治屋、なかなか胸むね躍おどる誘いだった」

　まるで、何ヶ月も前の出来事を思い出すような口調だった。

　ただ、私はそのお言葉の続きを待つ。

　ここで訊きいておかないと、もしかしたら、この方から何かを聞けるのはこれが最後かも知れない。私は、私達は、誰だれとでも気軽に会える位置にいなかったから。

「断りに大した理由はない。流れかな」

　キリハさんのその言葉は、どういう意味なのか、私には見当がつかない。

「流れですか？」

　続きを求めるぐらいしか思いつかなかった。

「子供には難しい話だ」

　打ち切ろうとして、キリハさんは考え直す仕し草ぐさをした。

「君は空そらの姫のお側そば役だったな」

「はい、そうなってます」

「ならば、覚えられるだけ、覚えておきたまえ。我が主君、琥こ珀はく姫を丁重に扱われた借りを、この問答で返しておこう」

　そうして、穏おだやかに言葉が続けられ始める。

「四しの宮みやツヅミでは厚遇はなかったが、私は武人として四宮姫に仕える栄誉を得た。宮姫に仕えるのは古来より武家の誉ほまれ。そして、主君の仇かたきに仕えるのは道理に反する」

　武人として、臣下としての矜きよう持じなのだろうか。

「四宮姫は流る罪ざいですが、あの方の命は守られました」

　二次的な怨えん恨こんを避さけるためと、私の将軍と軍師は口を揃そろえた。お二人とも、怨恨の争いという物を嫌っていたし、琥珀姫は人望のある方だったから。

「そうだ。それ故に、ツヅミの多くは七なな宮みやの行為を断罪しない。多くの臣下達が、そのまま七宮麾き下かに収まった。七宮に抵抗する大した理由が無くなったからだ。そして、協力する大した理由も無い」

「それだけの流れですか？」

「色々ある。山さん豪ごうや拝はい東とうの一族を戦死に追いやった私や、我が配下達はカセンでは肩身が狭い。無論、ツヅミの民からも、カセンへの鞍くら替がえはよく思われまい。一方で、三さん宮みやナツメは、より厚遇の約束を提示してきた。他ほかの都市も幾いくつかの条件をちらつかせた」

　そこで、一度、言葉を切ってからキリハさんは私への視線を細める仕草をした。

「四宮戦、テン・フオウの突とつ撃げきに盟友を亡くした。いや、トエル・タウの策略だったかも知れない。戦場でのこと故、大した理由ではないが、あの者達に黙だまって仕えるのはやりにくくてね」

　恨みがあるわけではなくて、ただやりにくい。そんな口調だった。

「流れ次第で、どう流れてもいいかと思った。どれも大した理由じゃない。七宮に仕官する理由だってそれなりには思いつく。とりあえず、テン・フオウに会ってから決めよう。そう考えてカセンに来た」

　喉のどが渇く。

　ほんの少しな言葉の切れ間が、ひどく長く感じられた。

「それで、決心がついた。会ってみて、お互いよく分かった」

　早く教えてくださいと声が出そうになる。

　そして、キリハさんは静かに告げた。

「ああ、この男と戦ってみたいとね」

　それは、きっと、恐いくらい単純な理由で、他ほかの多くの理由に比べて、ある意味でどうでもいいことで、ある意味ですごく純粋なこと。

　東とう和わの未来、地方都市群の趨すう勢せい、七人の姫の正当性、歴史的な背景、外国からの圧力、そのどれもが、この人には沢たく山さんある事情の一つでしかない。

　沢山の何かは大した理由じゃないから、この方はご自分の道だと思わなかった。

　重なった事情の中で、テン様に出会って、戦いたいと正直に思った。

　この方が口にしているのは、そんなことだった。

「あの男と私が組めば、多た分ぶん、東和に比ひ肩けんする将しよう帥すいはほとんどいない。だが、それはお互い退屈な話だよ。それより、戦ってみたかった。武人として一いつ騎き打ちでも、あるいは軍人として戦場でもいい。力の限り戦ってみたくなった」

「そ、それは東和にとって、民にとって、良いことでしょうか？」

　多分、利き目のない言葉だと知りながら、私は声を荒げた。

「七なな姫ひめは本当に東和にとって良いことかね」

　痛い質問。キリハさんの言葉は続く。

「君はテン・フオウやトエル・タウが正しいからついて行くのかね。空そら姫ひめが正しいから七なな宮みやカセンは彼女に従うのかね。それぞれは、大した理由からではなく、それぞれが望む道を、様々な流れの中で探している。良くも悪くも東和はそうした世界だ。その中で、競きそい合うのは私の本ほん懐かいだ」

　喉がからからで、身体からだの奥が熱い。でも、手足が痛いくらい冷たくなる。

　もう何も思いつかなくなってきた。声が出せなくなってきている。

　まるで、こちらの全すべてを知っているように、キリハさんは私を見上げ続け

「テン・フオウを起こして貰いたい」

　始まりに戻る言葉。

　応じるわけには行かなかった。

　怪け我がしているテン様が、起き抜けでこの人に無傷で勝てるとは思えなかった。そして、出会えば戦いを止めることは出来ない。多分、テン様もこの人と戦いたいのだろうから。

「邸内に押し込む野や暮ぼはしたくないが」

　ちゃりっと、キリハさんが刀を持ち替える音。

　そして、その視線が私から、私の下方、屋や敷しきの一階付近に向けられる。

　押し入る出入り口や窓を見定めようとする動きが、屋敷に向けて静かに止まった。

「ほう、やるかね」

　長刀が右下方からの何気ない構えを取るのが見えた。

　キリハさんと長刀が真っ直すぐに向き合う先、窓枠から身を乗り出した私が見つけたのは、雪の白さに浮かぶ灰色の頭髪。

　灰色の羽は織おりの下に身体からだに密着した黒衣、右の手には抜き身の小刀が逆手。

「俺おれが抑える。皆を起こせ」

　下方から、抑よく揚ようのない小さな声。

「ヒカゲさん」

　私が呟つぶやいた。

「子供を斬きるわけにはいかんが、そうも言ってられないか」

　キリハさんが動いた時、ヒカゲさんも動いていた。

　私が声を上げる間もなく、足首まで埋まる新雪を蹴け散ちらし、長身の長刀と、小柄な影かげが恐いくらい近い距離。

　下方から跳ね上がる刀身。雪を薙なぐような低い軌跡。

　小刀が両腕で支えられて長い牙きばを受ける。

　ただ銀と銀のきらめきが鈍く、速いぶつかり合い。

　両肘ひじで攻こう撃げきを受けたような姿勢で、ヒカゲさんが跳ね飛ばされる。

　キリハさんの長刀の力そのままの線で、灰色の影が軽々と宙に舞まって、近くにあった庭木に激げき突とつする。

　どさどさと音を立てて枝木から落ちる白い積雪。灰色の姿がその中に埋もれたと思った瞬しゆん間かん、長刀がその場に突き立った。

　走り込んだキリハさんの片手突きが、間髪入れない追撃となったのを理解したのは、その長身が灰色の収しゆう穫かくをぶら下げた長刀を引いた時だった。

「やるな。本物の変わり身、初めて見た」

　こちらに背を向けていて、キリハさんの表情は見えなかった。

　灰色の上着を引っかけた刀身を払う声は、ただ恐いくらい静かだった。

　その周りで雪が弾はじける。

　何か仕掛けがあったのか、それとも、何らかの技なのか、舞い上がる雪煙はキリハさんの視界を半分近く覆おおう勢い。

　雪の中、恐ろしく低い姿勢で、長身の背に走る黒衣。

　高速で雪煙に紛れた背後への回り込みは、小柄さが生きた、ものすごく低い斬り込み。

　長刀がその頭上へ走ったのは、何か信じられない反応。

　白煙のように舞まい散る雪、交差する二つの力。

　小さい方が懐ふところに入る方が速かったけれど、長刀も遅くはなかった。

　交差して、互いに横へ飛び跳ねるように距離を取る。

「ふん、化け物め」

　口調だけ笑ったキリハさんの顎あごの下に、黒っぽい固まりが生まれていた。

　ぽたぽたと、その足元の雪に赤色を混じらせるのが見えて、それが首筋を狙ねらった小刀の傷だと判わかった。

　そして、ヒカゲさんの方も足元に血の色が広がっていた。二の足に傷を負ったらしく、黒衣の右足がふくらはぎの下から色を変えていた。

　互いに手傷。だけれど、共に構えた刃やいばは崩さない。

　それは、その攻防は恐ろしく速くて、起きたと思ったほんの少し後には、もう互いに激はげしくやり合っていて、気が付いた時には流血。

　だから、私は声も出せずにいた。

　起きたことが鋭するどすぎて、それを理解するには私は鈍すぎて、それで、手足が竦すくんだ。

「て、テン様」

　声が震ふるえて、まともに発音できなかった。

　寒いのに、額ひたいに汗が流れ、背中にも一筋。

　呼ばなきゃいけない。誰だれでも良かった。

　大勢、人が欲しかった。

　テン様も一いつ騎き打ちには拘こだわっていないから、だから、怪け我がをしているテン様が、沢たく山さんの兵隊さんで来てくれれば、キリハさんを追い返すことも取り押さえることも出来るはずだから、だから、誰かを呼ばなきゃいけない。

　でも、声が上手うまく出なかった。

　呼びに行こうと思った。だけど、動くのが恐かった。

　私が動いた瞬しゆん間かん、また斬きり合いになる。その合図になってしまいそうで、竦んだ足がガタガタし始める。

　今度、斬り合ったら、それで決着になりそうで、この場を離れた瞬間、何かが壊こわれそうで、何か大切な物を失いそうで、身動きが取れなくなってしまう。

　踏み荒らされ、それでも、また静かにひっそりした雪景色の中に二人。対たい峙じする時間が冷たい空気の中で、立ち止まったまま凍った瞬間。

　長いのか短いのか、比較する物が何もない時間。

　それぞれの息が夜の中で白くて、危うくて脆もろくて硬い感触が手足にあって、どうしようもなく胸が騒さわいで深くて、だから

「テ、テン様」

　声が掠かすれて、だから、もう一度。

「テン様っ!!」

　精一杯の声がまだ震ふるえているのを、目を瞑つむって耳にした。

「あいよっ」

　軽い返事も、目を瞑ったままで。

「えっ？」

　きりっと、きりきりっと背後で音がした。

　軽い返事もそこから。

　窓の向こう、眼前の光景、声に反応したのか、ちらりと私の方を見たキリハさんが一いつ瞬しゆん、驚おどろいた様よう子すで肩に力を入れたのが判わかった。

　その瞬間、ぎゅんっと左の耳元で音が走った。

　いや、何かが文字通り、私の頭の横を走った。

　それが何なのか、背後で何かが微細に震える音、キリハさんが雪上で弾はじかれるように吹き飛んだ様子、その胸に何か長く細い影かげが見えた刹せつ那なの光景、それだけの情報があっても、私には何が何だか判らなかった。

「もう一発」

　背後で、ひどくのんきな声がして、何か器具が取り直される気け配はいがした。

　振り向くよりも速く、前より軽い音で何かが私の傍かたわらを過ぎ、雪に半身を埋めたキリハさんに突き刺さった。

　先ほどは胸で、今度は腹部。

　今度は、前ほど強力でも、唐突でもなくて、私にも何だか理解できた。

　振り向けば、驚くほど大型で、野太い弦をした、まさしく強ごう弓きゆうと呼ぶべき大弓を両手にした東とう征せい将軍の姿。

　寝間着ではなくて、簡かん易いだけれど、具足を備えた軍服姿。

　完全な臨りん戦せん態勢で、テン様は私の側そばに歩み寄ってきた。

「あんだけ騒さわげば誰だれでも起きるさ」

　ふふんっと、この人らしく笑って、新たな弓矢をつがえながら窓辺に立つ。

「な、亡くなられたのですか？　キリハさん」

　急変について行けないで、問いただすと、テン様は眼を細めて、眼下の光景を見つめた。

「やっぱ、手て応ごたえねえ。俺おれと一いつ緒しよだよ」

　その言葉が終わるより速く、キリハさんが雪中から身を起こした。

　二本とも、突き立っていた矢が無造作に引き抜かれ、足元の雪に沈む。出血は無いようで、そして、長刀を片手に依然として変わらぬ様子で佇たたずむ長身。

　二発目はともかく、一発目は限界まで引き絞った並はずれた一いち撃げきだった。あれほどの体格の方が吹き飛ばされたのだから、胸を射抜かれていても当然な威力だった。

　それでも、何事もないかのように佇たたずむ姿は、外がい套とうの下に備えがあるのだろうと知れた。

　多た分ぶん、鋼はがねのように丈夫な甲かつ冑ちゆう。二度の攻撃を受けた時、鏃やじりが硬い音を立てたのが、外套の下でくぐもっていたから、多分、そうだと思う。

「ようっ、キリハの旦だん那な」

　まるで絵え描かきさんのように、ものすごく軽い口調で声をかけるテン様。

「弓なら俺おれの方が上だろう。こいつは轟ごう火かって名付けてある秘蔵の一品だ。そいつはなんて銘めいだ？　以前の一刀とは拵こしらえが違うな」

　まるで、たまたま酒場で会ったかのような声に、キリハさんは皮肉そうに笑った。

「あれは彗すい星せい、これは銀ぎん星せい。同じ造りの双剣だ。彗星は研とぎに出さねば辛つらくなった」

　それが、脱出した一味が抱えていた物なのだろう。

「どこに出した。三さん宮みやの研ぎ師か」

「そんな所だ」

　ちゃきっと、その右手で長刀が構え直される。

　近くにいたヒカゲさんが、より低い姿勢で警けい戒かいするのが見える。

「出来れば、立ち会いたい。戦場で部下の命を使わず、ここで我らの命運だけを懸かけてな」

　真しん摯しな要求に、テン様は笑みを作った。

「お前、今ので、あばら二、三本やったろう。俺も怪け我が人。勿もつ体たいないだろう、こんな所でどっちか死んだら」

　しばらく、二人して無言の視線が絡み合う。

「何を企たくらむ。テン・フオウ？」

　やがて、キリハさんが問う。

「東とう和わのかたち書き換える」

「何を望む？」

「面おも白しろ可笑おかしい人生」

「天下を取るか？　幼い姫を誑たぶらかし、策を弄ろうし、血を流しても」

「男なら天下の一つや二つは欲しい物だ」

「空そら姫ひめは、部下達はその道具か？」

「俺様の共犯者だ」

　ゆっくりと、長刀を抱えたキリハさんが後ずさり始める。

　庭木の向こう、中庭から少しずつ離れ始める。

「ますます戦いたくなった」

「判わかる気がするよ。俺もな、俺みたいな奴やつと戦ってみたいとたまに思う」

「そうだろうな」

　その時だった。

　がんがんがんと、早はや鐘がねが鳴り響ひびいたのは。

　高い所にいる私達には、それが何なのか判わかった。

　視線を上げた先、遠い空に朱が入った燈ひ色いろの輝かがやきが鈍く広がっていた。

　方向と距離からして、雪舞ぶ台たいの会場方面。

「陽動の火付けか」

　テン様が呟つぶやいた時、キリハさんは既に小さな背中となって、闇やみ夜よに消えて行く所だった。

「ヒカ、怪け我がは」

　テン様の問いに、キリハさんの背中を眺めていたヒカゲさんがこちらを見上げた。

「掠かすり傷。追える」

「追うな。火付けの部下と合流すれば、それなりの数だ。手負い一人で追つい撃げきさせるわけにはいかん」

　ヒカゲさんは黙だまって頷うなずき、端切れとなった上着を拾うと、自分の足を軽く縛しばって止血する。

「ヒカは見回り。キリハにやられた兵の捜索と治ち療りよう。急げ」

　夜の街中に広がる早鐘と、火事による騒さわぎが、屋や敷しきのあちこちで窓に明かりを浮かべさせ始める。屋敷内部でも多くの人が起き始めていた。

　私達の部屋の前でも、廊下に灯あかりが掲げられ、何人もの方々が集つどい始める。

「兵を集め、キリハの追撃部隊を編へん成せいする。祭りに充あてられた人員は消火活動に、俺おれも消火に回る」

　仮眠から起きてきた警けい備びの長おさに命じると、テン様は脇わき腹ばらを押さえて、壁かべ際ぎわにもたれた。

　秘蔵の弓も投げ捨てる。

「テン様？」

　異変に気が付いた時には、軍服に血が滲にじんでいた。

「初めの一矢、本気でやったからな。傷が半分開いた」

　駆け寄って、上着の前をはだけると白い包帯が真っ赤だった。

　気が遠くなる。

「医者呼べ。締しめ上げて止血する」

「こんな怪我で消火なんて駄目です。寝てなきゃ」

「キリハの追撃は諦あきらめた。消火は馬に乗って指揮するだけで、動かない約束する」

「でも！」

「見てるだけだ。本気で消火しない。ありゃ手遅れだ。働いている振りだけしておく。それに、あれは燃もやす予定の場所だから惜しくない」

「えっ？」

「ありゃあ、工芸館だ。どうせ、取り壊こわす予定の」







　あの炎は雪舞ぶ台たいの氷柱を溶かしてしまうのだろうか、舞台そのものが失われるのだろうか、そして、凍いてつく樹じゆ氷ひようはどうなるのだろうか。

　人々のざわめきを耳に、そんなことを考える。

　樹氷のような人の眼まな差ざしと、背中を思い出しながら。

　それから、窓辺に佇たたずみ、夜よ更ふけの闇やみに目を凝こらす。

　冴さえ冴ざえと、雲間に広がる夜空に寒月。

　屋や敷しき中に喧けん噪そうが、軍師の名を呼ぶ将軍の声が広がってゆく。

　街のあちらこちらで人々が起きてくる様よう子すが、三階の高みから広く見渡せ、寝静まっていた家々に灯火がちらちら宿る。

　流れ雲が多く、星の少ない夜。

　地に火の柱が立ち、街の夜を照らしだし、家々の窓に明かりが生まれる。

　月の位置は、いつしか高く高く。

　いつの間にか、日付は変わり、終しまいの月が、最後の一日に。

　星よりも月よりも、地上の街の灯あかりが多いような夜更け。

　そんな夜が、騒さわがしく、そして、冷たく過ぎていった。







　一夜明けて、冬祭りの最終日は、流石さすがに出足が悪くて、傍はた目めにも普ふ段だんよりひっそりとして見えた。

　キリハさんは雪ぞりで逃走経路を確保、夜の内に、かなりの距離を稼かせぐ逃亡を成功させていた。行く先は、やはり、三さん宮みやナツメ方面らしい。

　追つい撃げきはテン様の副官の方が行ったけれど、激げき烈れつな物ではなかった。祭りの最中に大軍編へん成せいは難しく、少数で追いついても損害が出やすかったためだ。

　それと、キリハさんの一党らしき数百の集団が、その方向で動きを見せていたのもある。七なな宮みやにはごく少数の供回りだけで現れていたけれど、彼かの一門は荒れ地を彷徨さまようことも厭いとわない逞たくましさをもって、その帰陣を待っていた。

　多た分ぶん、その集団と争いになれば、東とう征せい将軍麾き下かの精せい鋭えいでないと辛つらい。軽くあしらえる事情にはほど遠くなっていた。

　一方のテン様は約束通り、軽い仕事だけして健在を誇示し、それが終わると今度こそ本気で寝た。二度目の私し闘とうでは、正々堂々勝利したと噂うわさを流してから。

　今もお屋敷の奥で寝ている。以前は、どうやらキリハさんの夜や襲しゆうを予測して、昼間睡眠を取っていたのが主だったようだけれど、今度は傷を治すことだけに専念しているようだ。

　問題は、あの騒さわぎの中、一人寝入っていたトエ様だった。

　かなり、後になって起きてきて、私はあんぐりとしてしまって、テン様は怪け我がしているのに飛び膝ひざ蹴げりをやってしまった。

　きっと、テン様が寝ていた分、普ふ段だんから働きづめで疲れていたのだと思う。汚名返上とばかり、今朝けさは早くから働きづめであちこち回っている。

　そして、もっと問題と言えば問題なのが、私の目の前で涙を湛たたえている人だった。

「ぼ、僕が何したって言うんだぁ。あんまりだぁ」

　絵え描かきさんは本当に悔しそうに拳こぶしを握って、あっちこっち手当たり次第に叩たたいたり、半泣きで喚わめいていた。

　ヒカゲさんと二人して、様よう子すを見に来た私は、何と声をかけてあげれば良いのやら。

　途と方ほうに暮れて、二人して工芸館の門前跡に立つ。

　工芸館は、真っ黒に綺き麗れいさっぱり焼けた。

　油がまかれていたのか、それとも、画材を納めた倉庫が燃えやすかったのか、深夜から昼前まで勢いよく燃もえて、周囲一体を真昼のようにした。

　そうして、今、午後の陽ひざしに浮かんだ光景は、傾かしいだ炭の柱が建ち並び、所々、煙が上がった壮絶な廃はい墟きよだった。

　可哀かわい想そうな話、火がかなり下火になるまで、誰だれも何も消火らしい仕事はしなかったそうな。一軒だけ、ぽつりと建てられたこの建物は飛び火も考えられないため、燃えるままに任されたのだそうだ。

　中には、火事をつまみに酒宴を開いた民間の方々も居たらしいから、きっと、絵描きのエヅさんとしては耐えられない一夜だったのだろう。

　私だって、もう桜の壁へき画がが見られないかと思うと、すごく悲しい。

「でも、エヅさんがご無事で何よりです」

　とにかく、笑顔で、エヅさんのご無事を祝う。

　自ら泊まり込んで、ご自身の作品を護まもっていたエヅさんは、この工芸館の炎に吞のまれる可能性があった唯一の人だった。

「寝込みを闇やみ討うちされたんだ。背後から頭をがつんとやられなければ、この手で俺おれの作品を護ってやったのにぃ」

　興こう奮ふんすると、僕と俺が入り交じる絵描きさんは、訊きかなくても事情を説明してくれた。

「夕べさ、逃げたと噂うわさのキリハのおっさんが、俺の前に出てきて何て言ったと思う？」

　訊いて置いて、私達が考えるより速く

「悪い！　これだよっ！　これだけっ!?　この一言でやべえと思ったら、あんにゃろの手下が後ろから襲おそいかかって来た。目が覚めた時には、雪の中、縛しばられて転がされていて、目の前で燃もえてるんだよ。俺おれの工芸館が、僕の作品ごと！」

　好きなだけ喚わめいて、目元を潤うるませ泣き崩れたりする。

「あんまりだぁ」

　大声で地じ団だん駄だ踏んだりしている。

　うわぁ、だんだん、火事場跡より、この方の挙動に人が集まってくる。

　この人だかりはまずい気がしてきた。ここは何とかしないと。

「げ、元気を出してください。こうなったら、悲ひ劇げきの画家さんで売り出しましょう」

　手袋の両手で拳こぶしを握って力説すると、今度はヒカゲさんが不ふ思し議ぎそうな顔したりするけど、この際、笑い話に持ち込もうと思う。

「ひげき？」

「そうです。戦せん禍かの飛び火に失われた名画の数々です。幻の大作の数々です。きっと、そうした触れ込みで売り出せば、エヅさんの知名度倍々です。大丈夫です。もっと、大きな仕事が来て、今度はもっとお客さん来ます」

　うわぁ、何か、テン様やトエ様みたいなこと口にしてる気がする。

　これは、もしかして、まずい兆候ではないでしょうか。

「嬢じようちゃん、もしかして、あいつらの実の妹とか？」

　泣きやんだ絵え描かきさんの質問が、私自身の不安と一致しているようで、慌てて首を振る。

　あんな性格の真似まねをしていたら、七なな宮みやの空から澄すみ姫が変な人になってしまう。

　私は、もっと、きちんとお姫様をしないといけないのに。いけないのに何をしているんだろう。







　たまに人々が火事場見物に何人かずつ寄ってきて、しばらくしたら、ふらりと雪舞ぶ台たいの他ほかの会場へ向かう。

　少し警けい備びが物々しくなっていて、人通りも前日より少なくなっていたけれど、最終日まで冬祭りは続けられ、何だかんだと人々のざわめきに笑顔もある。

　テン様とキリハさんの再戦は、すでに耳ざとく市し井せいの方々に広まっていた。

　どうも、テン様の弓の腕前に、夜討ちを狙ねらってきたキリハさん以下四しの宮みや残党が返り討ちに遭い、逃げ出す腹いせに冬祭りの妨害で火付けをした。そんな話になっている。

　微妙に、当方に都合良く出来ている噂うわさは、やっぱり、トエ様当たりが一いつ生しよう懸けん命めい流しているのだろうと思う。

「キリハさん、今いま頃ごろ、どうなさってるでしょう」

　三人で並んで、暖かいお茶の入った器うつわを啜すすりながら、私がぽつりと口にする。

　仲良く並んで座るのは唯一、無傷な入り口付近の石段。私達の背後には、見る影かげもない黒こげの工芸館の残ざん骸がい。

「雪ん中、まだ逃げてるさ。どこに行くのも一日二日は走り続けてないとさ、七なな宮みやの勢力圏抜けるなら」

　ぼんやりと、落ち着いた、いや、何か脱力感に身を任せている絵え描かきさんの返事。

　ヒカゲさんは、黙だまって腕を組んで、指先で摑つかんだ器うつわの中身が冷さめるのを待っている。

「ヒカゲさん、怪け我が、大丈夫？」

「痛くない」

「あに？　怪我したの？　災難だね。兄ちゃんも」

「あにって何ですか？」

「うちの田舎いなかの方言」

　何だか、こんなのでいいのだろうか、恐くなるくらい三人でぼんやりと、遠くで流れる祭まつり囃ばや子しに耳を澄すましたりする。

「タウ・トエ忙しい？」

　大分、ぼんやりした後で、絵描きさんが訊きいてきた。

「はい、今もあっちこっち出歩いて、何人もの方とご一緒です」

　今日は難しいお仕事が多いようで、鞄かばん持もちの私の出番はなくて、若手の文官さんや、商売仲間の方々を引き連れている。ちらりと見たら、いつか、空から澄すみ姫ひ殿でん下かの前に出てきた方々も確認できた。

「フオ・テンは遊んでる？」

「寝てます。早く治して、遊びたいそうです」

「僕ら、何やってんだろうな」

　しみじみとため息をしてから、冷めたお茶を一ひと息いきに飲み干すエヅさんは、すくっと立ち上がる。

「よっし、逃げよう」

　その声は、決断の色をしていた。

「逃げるんですか？」

「うん、俺おれは逃げる。タウ・トエやフオ・テンの側そばにいるとろくなことねえ。もう戦争なんてご免だし、痛い目に遭いたくねえ。どっか遠くへ逃げてやる」

「遠くですか」

　立ち上がった人の頭の向こうに、冬の空。

　青く澄んで、冷えて高くて、夏ほど目ま映ばゆくもなく、それでも、遠い空。

　今年の最後は、終しまい月づきの最後の日は、とても緩ゆるやかな冬晴れの空。

　遠いどこかを口にする人に、似合う背景で、私は眼を細める。

「おう、嬢じようちゃんの言うとおり、七宮で幻の絵師として大人気だったエヅ大先生なら、どこの都市でも引っ張りだこさ。キリハの旦だん那なや、あの二人組が争うのも無関係。俺おれは俺の道を進んで出世街道まっしぐらよ」

　微妙に、この人も都合のいいことを口にしている気がしたけれど、すごく楽しそうに夢を語る絵え描かきさん。

　だから、笑っちゃう。私はこんな光景が、ものすごく好きらしいから。

「どちらへ」

「うん、それなんだ。どこ行こうかな。自由ってたまに悩むものよ」

　難しい顔しているけれど、見ている私は何だか頰ほおがゆるんでしまう。

　そんな私に気が付いて、エヅさんは不ふ思し議ぎそうな顔をして、私を見下ろした。

　ちょっとして

「あんたは逃げないのか？」

　不思議そうな問いかけ。

「へっ？」

「あいつらに付き合っているとろくなことねえよ。今の内に、どっか、もっと、普通に安全な所へ逃げようとか思わないのかい？」

「ああ、そう言えばそうですね」

　笑顔で頷うなずいた。

「そうですね、いつか、ずっと、先に、そんな日が来るかも知れませんね」

　今は、そんな気がしなかった。だって、色々あっても、今がすごく大切だから。あの二人を、それから、空から澄すみ姫ひ殿でん下かの役を追いかけるのが、結局、私にとって一番大切なことだから。

　だから、遠くに憧あこがれたりが、どうも少ないらしい。

　絵描きさんは不思議そうに、何か気勢をそがれた様よう子すで、そんな私を眺めていた。

　私達は結局、終日、そんな感じで、冬祭りの終わりが、終しまい月づきの末日が、この年の最後が、冬の大気の中、通り過ぎてゆくのを眺め、そして、お元気でとお別れをした。

　季節の風が、明日の積雪を予感させる雪雲を稜りよう線せんの向こうから呼び込む。

　そんな、冬の晴れ間に、流れ雲の下で。
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　　　終節　季節のかけら







　やがて、命みこと月づき。

　新年の始まりに、私はお城に戻り、お姫様として朱椅い子すに座った。

　衣装役さんはいつものように鮮あざやかなお手並みだから、鏡かがみの中に空から澄すみ姫を私は見つける。

　そして、年賀の挨あい拶さつにお城に上がる有力な支持者達と、簾すだれ越しの謁えつ見けんを幾いくつか。

　左さ大だい臣じん殿は、侍じ従じゆう長ちようと私の両脇わきを固めてくれた。

　東とう征せい将軍殿は、その頃ころ、ほとんど寝ていた。

　傷は本当は深かったらしく、強がっていただけらしい。

　それでも、一月の冬空が雪の日々を繰くり返す中で、順調に回復して行く。







　常磐ときわ色の羽は織おり姿が、雪深い竹ちく林りんに足元を埋もれさせ佇たたずんでいた。

「これが、東征を斬きった刀か」

　刀を、ひどく長い、彼女の背せ丈たけほどもある長刀を両手に、その真っ直すぐな背中が呟つぶやきを洩もらす。

「彗すい星せいか。風雅な、そして四季世離れした銘めいよ」

　眺める切っ先に、わざと残された脂の浮く曇くもり。

　人を斬った痕こん跡せき。

　そして、優ゆう雅がすぎる刀身の一方、滑らかな反そりを持つ刃やいばに、明らかな傷跡。

　微細に欠けた鋼はがねは、激はげしい撃うち合いを生々しく物語っていた。

「銀ぎん星せいと呼ぶか、その刀は」

　振り返らない背が、鞘さやに収めたもう一本の長刀を脇に置く男に声を掛ける。

　男の脇に置かれし長刀は、厳げん重じゆうに封がされ、鞘から刀身が抜けないようになっていた。

　軽く搔かき分けられた雪上、正座して少女の背と向き合う男の両脇には、幾人もの衛えい兵へい。

「なぜ、東征と争った。貴君なら、あれの地位も脅おびやかす活かつ躍やくが出来ただろう」

　問いと呼ぶには、独り言の匂においがする声の色。

「それ故に、取り込まれるのを避さけました」

　正座する男の言葉に、常磐色の肩が揺れた。

　笑ったようだ。

「私と四しの宮みや、近すぎるが故に、並び立たなかった。力の均きん衡こうに疲れ、道を誤った。それだけではないが、結果的にはそれだけが残った。貴君はそれを見ていたのだったな」

　彗すい星せいと呼ばれる長刀が、少女の手で正面に構えられる。

　二呼吸ほどして、ゆっくりと、その切っ先が雪の地面に向けられた。

「この刀、私が振るうには長大すぎる。だが、貴君の忠節の証あかしとして、我が手に末永く置く。それで良いか。キリハ」

「御み心こころのままに。我と我が一門、三さん宮みやナツメの正当なる姫ひ殿でん下かに、武人としてお仕えする旨むね、ここに誓います」

「ならば、貴君に我が与えられる権限の限りをやる。キリハよ、活かつ躍やく次第では、貴君には大将軍の地位くれてやる」

　衛えい兵へい達がどよめく。

「それは、東とう和わの統治者のみが与えられる武人の最高位です」

　銀ぎん星せいの鞘さやを片手に立ち上がる樹じゆ氷ひようのような男。

「三宮ナツメも、この三宮姫常磐ときわも、他都市に食われるつもりはない」

　ゆっくりと深緑の背が振り返る。

「己が道、後悔するなよ」

　十七歳の少女が、誇り高い眼まな差ざしを向けた。







　年ごとに、年始の祝賀に集まる人々は増えていた。

　年ごとに、互いの都市で始まりと終わりを交代する。

　今年は五いつ宮みやクラセで始まり、六むつ宮みやマキセで終わる祝賀。

　五宮の府中、大理石で敷しき詰められた円台は、東和独特の円えん錐すい宮の中心に広がっていた。

　数百の双方の群臣が、有力者達が囲む舞ぶ台たいの中心。篝かがり火びが燃えさかる中央部で、二人の少女が向き合う。

「お身体からだはよろしいのですか？」

「おかげさまで」

　訊たずねたのは五宮の紋を背負いし浅あさ黄ぎ色の姫で、応こたえたのは六宮の紋を背負いし萌もえ葱ぎ色の姫。

　互いの名に合わせた姫装しよう束ぞくは、この場の誰だれよりも鮮あざやかに華はなやかな装い。

　並んで立ち、右手と左手を互いの胸の高さで絡めて握りしめる。

　片方の手に、少しだけ握力の衰えがあるのを、片方は気づかない振りをした。

　もう片方も、その気づかいに気づかない振り。

「もう二度と、この手離さず」

「互いの足元揃そろえて」

「五宮と六宮」

「そして東とう和わの未来」

　最後の一言は、共に。

「築いて見せましょうぞ」

　互いの群臣から、盛大な祝福の拍手が巻き起こる。







　翡ひ翠すい色の法衣は、賢けん者じやの眼まな差ざしで人々を眺めていた。

「何事もありません」

　雪降る中で告げて、涙を流す支持者達を見渡す。

　彼女の前に立つ人々は色いろ褪あせた衣類に身を包み、中には血が滲にじむ包帯で頭や手足を包む者も居た。数は五十人ほどだろうか、老ろう若にやく男なん女によ様々な世代の人々。

　この冬に飢え、震ふるえ、行くあてもない流民の群が、連日続く雪の中で震えていた。

　そんな人々の前に、一人、翡翠色の少女が佇たたずむ。

　彼女の部下達は彼女の背後を固め、数百人の軍勢となっていた。

　二にの宮みやスズマの僻へき地ち、一いち宮みやシンセンと睨にらみ合いの起きた土地から、そう離れていない村落。

　何も無い、人口百人ほどの村の集会場で、翡翠色の姫ひ殿でん下かは慈愛に満ちた微笑ほほえみを浮かべる。

「皆様方がシンセンの横暴に苦しみ、我が真しん都と同盟スズマに参加してくださるのは、何よりも正しい選択です」

　両手を広げると、鮮あざやかな袖そでが広がり、袖口で鈴が涼すずやかな音色を立てる。

「いかなる悪意、いかなる不当が皆様方の背を追い立てようと、我がスズマと真都同盟は皆様方を保ほ護ごします。争いを好む三さん宮みやや七なな宮みや、己が保身だけを図る五いつ宮みやや六むつ宮みや、そして、腐敗と怠たい惰だの化け物シンセン。いかなる邪心が世界のかたちを踏みにじろうと、何事もありません」

　限りなく真しん摯しな眼差しが、果てしなく慈愛に満ちた瞳ひとみを湛たたえる。

　ゆったりと、彼女が足を進め、薄うす汚れた人々の中で、寒さに震える幼子の前に立つ。

　四歳くらいの幼子をそっと抱き寄せ、翡翠色の袖で包み抱き上げる。

　高価な装しよう束ぞくが汚れるのを厭いとわぬ行為に、人々が小さくどよめく。

「揺るぎない誠意で、我が真実はあらゆる悪に立ち向かい、祝福されし今日をお約束します」

　泣いていた人々が、やがて、歓声を上げ、翡翠色の姫の名を連呼する。

　東和真しん姫ひめと形容して。







「姫殿下、またもや二宮めが勝手を」

　雪降る外とは、比べものにならない温かな宮殿。

　黒衣の背に重臣が報告する。

「あの偽姫、自分達が圧力を掛けた結果、行き場を失った流民達を、あたかも我らが失策で行き場を失ったかのように振る舞まい、市し井せいに吹ふい聴ちようしております」

「彼らに悪気はありません。我がシンセンに失策なり、遅れがあるのも事実」

　黒衣の背が、長い黒髪を僅わずかに揺らし、そのまま続ける。

「彼らにしてみれば、シンセン解体の大望のため、理想のため、我が方に対し当然の切り崩しを繰くり返しているだけです。その中で生まれた犠ぎ牲せい者を、彼らは救済している。我が民であった者達を、我が方が救済していない事情も現実です」

　淡々とした声に感情は見られず、平へい伏ふくして、その背を見上げる重臣が目を剝むく。

「されど、座して見過ごされるおつもりか？　新しん興こうの七なな宮みやカセン、そして兵力増大を図り始める三さん宮みやナツメの問題もあります」

「片づけます」

　返答は速い。

「疎うとましい世の流れも、見み窄すぼらしい世界のかたちも、東とう和わ一いち宮みや黒こく曜ようの名において」

　硝子ガラス張りの壁かべ向こう、雪降る冬の旧王都。

　白く埋もれた世界を睥へい睨げいし、黒衣の姫装しよう束ぞくは静かに佇たたずんでいた。







　やがて、雪ゆき終おわり。

　その読み名とは裏腹に、一番冷え込み、雪が深い日々。

　ずっと、私はお姫様をしている。

　東和七宮空から澄すみ姫は、雪で埋もれたお城で静かに暮らしていた。

　東和のどの都市も雪に埋もれる時期は、まるで世界が冬眠しているようで、争いとは無む縁えんな静せい謐ひつな日々。

　誰だれもが、春を待つ季節。

　それでも、トエ様は農閑期の山村を渡り歩き、冬場の産業を促進させ、怪け我がから立ち直ったテン様はカセンの街で精力的に動いていた。

　流れは鈍くても、各都市の動きは少しずつ私達に届けられ、それぞれが春のために力を蓄えている。そんな気け配はいが伝わってきた。

　そして、そんな日々も少しずつ少しずつ過ぎて、やがて息い吹ぶき月へ。

　私の胸元まで積もっていた根雪が、徐々に、少しずつ減り始める。

　そんな時期がやってくる。

「また行かれますか？」

「はい、春が来れば、また当分、あちらの役はやれなくなりますから」

　私の衣装役さんは、いつものように私の後ろに立ち、いつものきめ細かな手並みで、いつものように生き真ま面じ目めな顔。

「そのお芝しば居いは、まるで、早咲きの花のように短い、ほんの半月もない期間です」

　鏡かがみの向こうで、私の髪を揃そろえる人の表情が、ほんの少し眼を細める。

「お気をつけて、やり残されること無いように、日々を大切に過ごされてください。季節が過ぎ行く中で、こちらへの帰り道を見失いませんよう、いつも願っております」

　とても、とても、ありがたい言葉に、私は目を閉じる。

「はい」







　カラカラと呼ばれる見習いさんは、とても地味な外がい套とうに袖そでを通す。

　宿屋や敷しきの裏口へ向かう私とヒカゲさんに、居間の方からトエ様の声。

「出かけるのかね、カラ」

「はい、今日はお休みですから、雪遊びに」

　廊下の隅で並ぶ私達に、トエ様が笑った。

　来年は出来ないだろう。そんな言葉が聞こえてきそうな笑い方。

「暗くなる前に帰るようにね、こいつの真似まねをしちゃ駄目だよ」

「やかましい。さっさと次の手」

　座してくつろぐトエ様の前には、遊ゆう戯ぎ盤ばんを挟んで差し向かう長身の姿。

　冬を越して元気になったテン様は今朝けさも朝帰りで、夜明け過ぎにお酒の瓶を抱えて帰ってきた。

　先ほどまで、勝手にトエ様の部屋に転がり込んで、その寝台を占拠して大いびきしてらっしゃったけど、今は起きている。

「王手」

　ぺちっと駒こまが盤に置かれる音。

「ふふん、甘いのだよ。トエル君」

「呼ぶな。今更、その呼び方で」

　次の一手。

「あっ」

「待ったは無しだよね、テン君」

「かぁっ、腹黒いね、この狸たぬきは」

　こんな調子で、軽食がてらの一局。

　テン様は怪け我がが治ってから、どうも毎日気ままに暮らしていたようだ。私やトエ様がこちらに戻ってきた時も、朝帰りで昼まで寝ていた。

　本人は、連夜、お仕事だと出かけているけれど、どんなお仕事なのかトエ様もよく知らないらしい。遊んでいるだけでないとは思うけれど、あの方のやることを見張っていたら、多た分ぶん、きりがないだろうと思った。

「これで、どうだ」

「どうしたら、こんないやらしい手が打てるのやら」

「そんことないぞ。俺おれはお前のことを実の弟のように可愛かわいがってるぐらいだ」

「奇遇だな、僕もだ」

　どうしようもなく仲がいい睨にらみ合い。

　きっと、私が一番安心する、すごく気持ちのいい光景に私は笑顔を向ける。

「行って来ます」

「おうっ」

「転ばないようにね」

　何でもない応対が、すごく嬉うれしかった。

　冬装しよう束ぞくに身を包んだ私達が、雪が積もる路地裏に雪靴の足跡を付けると、別の雪靴が目の前に立っていた。

「よっ」

「わっ、絵え描かきさん、こんにちは」

　笑顔でご挨あい拶さつすると、何やら荷物を抱えた絵描きさんは皮肉そうな顔で笑った。

　私がこのカセンを離れる前日、どこか遠くへ旅立つと決心されたこの方は、二ヶ月ほどして戻ってきた私達の前に、以前と変わらない様よう子すで現れた。

　旅費が無い。というより、冬を越す目め処どが立たない。

　とても、どうしようもない事情を口にされ、やむなく内ない職しよくに勤いそしみ、どこかの工房に転がり込んだ冬ふゆ籠ごもりの日々を、訊きくより早く教えてくれた。

　お金が貯たまって身も心も温かくなったら旅に出る。それが最近の口くち癖ぐせらしい。

「内職の持ち込みですか？」

「それと、タウ・トエに用事。東とう征せいは何されるか判わからないから近寄りたくない」

「あっ、さっき起きてきて、今は将しよう棋ぎで苦しんでます」

「ありゃあ、幸さい先さき悪い」

　私やトエ様と違い、ずっとカセンの都市内に暮らしていたこの方は、どうもテン様に振り回されてひどい目にあったらしい。可哀かわい想そうにと思う気持ちが半分で、私が助かって良かった気持ちが半分。

「もうすぐ、お時間が空くはずです」

　お取り次ぎしようかと口にすると、一応、約束がしてあるから大丈夫だと言われた。

「嬢じようちゃんはお使いかい？」

「いえ、お休みです。雪遊びです」

「そっか、そうだな。ちょいと楽になってきたからな」

　三人で向き合って、白い息を吐きながら、辺りを見渡す。

　真っ白な層を重ねた屋根が続く街並みに、雪ゆき搔かきされた道々だけが黒っぽい茶色。道行く人々は私達と同じ真冬の揃そろい。頰ほおが赤くなる空気が、ひんやりと漂う季節。

　見上げる空は白と呼ぶには薄うすい灰色。

　息い吹ぶきの月と呼ぶにはまだ冷たく寒い。それでも、降雪が日々少なくなり、小川の流れが速くなるのを感じる。風が少しだけ柔らかくなり始めているから。

　雪を割る小さな草花が、そろそろどこかで見られる。そんな頃ころのカセンの景色を眺めて、絵え描かきさんがちょっと寒そうに肩を縮ちぢめる。

「覚えてる？　俺おれの壁へき画が」

　聞き逃しそうになる小さな呟つぶやきに、私がはいと頷うなずくと、絵描きさんはゆったりとした動きで、私とヒカゲさんに眼まな差ざしを向けた。

「あの桜の前に、本当は東とう和わの華はな姫ひめが佇たたずんでいた。本当は、それが、あの絵の完成形なんだ」

　描き損ねた絵を心に描く表情で、絵描きさんは白い吐息を漏らす。

「俺さ、いつか、あの絵をもう一度描かこうと思っている」

「素す敵てきだと思います。あの絵は大好きです」

　絵描きさんは嬉うれしそうに頷いてから

「どうせならさ、俺、東和七なな姫ひめ全員描こうかと思う。本気でさ」

　とても、野心的な眼差しで、どこか遠くを見つめ始めた。

「俺、七なな宮みやのお姫様さ、見てみたいんだ。遠目でもいいから、この目で」

　それが、この人がトエ様を訪ねてこられた、本当の理由だった。以前、トエ様にすがっていた例の件はこれなのだろう。

「空から澄すみの姫様ですか」

　呟く私に、何も知らないような顔をした人が、屈託のない笑顔を向ける。

「なあ、どんな人なんだい？　空色の姫さんは」

　どうお答えしたらいいだろうか、以前とは違う言葉を探す私の傍かたわらで

「空と雲が、背中の向こうに広がる姫ひ殿でん下か」

　誰だれも予想しなかった声は、灰色の少年の物。

「あっ、お前も見たことあるの？」

　意外な方向からの言葉に声を上げる絵描きさん、小さく頷くヒカゲさん。

「小さい。お子様みたいな姫」

　何か、見たまんまの感想が、すごくこの人らしかった。

「うわぁ、こいつ、意外といい奴やつ」

　絵描きさんは驚おどろきと喜びの混じる声を出して、それから、新しく得られた情報に一人で何度も頷うなずいた。

「そっか、見てみたいな。兄ちゃんが見たことのあるその光景。空から澄すみの、季節の空を背負った七の宮みや姫ひめが振り返る。そんな構図を」

　すごく幸せな光景は、今、目の前で楽しそうに夢見る人の横顔で

「見られます」

　だから、何も考えないで、私はそう言ってしまう。

「今は無理ですが、きっと、エヅさんなら、いつか、そんな時が、きっと来ます」

　何となく、何となく、いつか、この人が、七なな宮みやの空澄姫の前に現れる。

　そんな予感がした。

　そして、いつか、この人が描く七つの光景を見てみたい。そんな気持ちが心の中で広がる。

　出で掛がけに顔を合わせ、ちょっとだけの会話をした、息い吹ぶき月づきの昼下がりだった。







　雪景色の街並みを歩いて、やがて、目の前に真っ白な円えん錐すい形の高台が聳そびえ立つ。

「ちょっと、懐なつかしいね」

　二人で逃げ回った晩秋の夜。気がつけば、あの夜からもう何ヶ月も過ぎて、秋が遠く、冬が深く、暮れに年越しの祭りが過ぎて、そして、ゆっくりと春が近づく。

　そんな過ぎていった毎日を思い出す。

　ちょっとだけ、ぼんやりとして、それから立ち止まると身体からだが冷えることに気がついて、私は雪靴を前へ踏み出す。

　目の前に高く続く、雪に半分埋もれた石段を上り始める。

　子供達が遊んでいるのだろう。高みにある広場から喧けん騒そうが届く。

　もう、私の場所なんて無いかも知れない。

　ちょっと心配しながら、石段を先に行く私。

　どういう訳か、一緒のはずのヒカゲさんの足がいつもより遅い。凍結はしていないのに。

「どうしたの？」

　返事はないが、振り返って理解した。

　この状況でも、いつものように無音を試みているのだ。

　無理だと思うけれど、日ひ頃ごろからの心がけがこの人らしい。

「先に行くね」

　勢い良く、私は石段を上がりきる。

　最上段に立つと、子供達が雪合戦をし、広場一杯に駆け回っていた。

　よく考えたら私も子供だから、小さな子達と言うべきか。

　十人以上居る。

　これでは、ちょっと場所がないと隅に行き、ころころと雪玉を転がし始める。

「何してる？」

　追いついてきたヒカゲさんが、前屈かがみになって雪玉を追いかける私に疑問を投げかけた。

「雪だるま」

「手が荒れる」

「カラはいいよ」

「いつ出番が来るか判わからない」

「まだ当分無いよ。姫ひ殿でん下かの出番」

　この白い雪がある限り。

　戦争なんて雪の中で出来やしない。少なくても、雪をものともしない軍隊が創つくれない限り。

　政権や策さく謀ぼうは、あの二人だけでいい。七なな宮みやの空から澄すみ姫は、雪に埋もれた城から動けない事になっている。

　でも、それも、そう長くは続かない。

　景色に少しずつ黒が混じり始め、白一面の様よう子すが少しずつ欠ける。雪が減り始め、やがて、雪解けの水が水路や小川にあふれ出す。

　そんな気け配はいがそこはかと。今は、そんな時期。

　雪が溶け始める頃ころには、またお城に戻り、新しい季節に備える。

　テン様やトエ様が冬の間遊んでいたわけではないから、他ほかの姫達が眠っていたわけではないから、季節が変われば色々なことが動き出す。

　その中には、もうカラカラさんは居なくて、きっと空澄姫が居るのだろう。

「心配だ。手袋を買ってくる」

　ヒカゲさんはそう言って、石段を降りていった。

「よっと、えいっ」

　残された私はころころと、雪玉を転がし続けた。広場の隅を半周して、ようやく両手の平に抱えるほどになる。

　小さい頃を思い出す。

　城に雪で閉じこめられると、テン様は雪合戦を部下にさせるのだ。根っからの戦争好きなのかも知れない。

　それに飽きると、雪だるまを私に作ってくれた。でも飽きると、それを刀の錆さびにするのだ。

　朝起きたら、昨日の可愛かわいい雪だるまが真っ二つになっていたり、弓矢で射抜かれていたり、今思えば、子供心をよくも踏みにじられたものだ。

　逆にトエ様は暖房から離れず、ひたすら読書に耽ふけり、相手してくれなかったと思う。

　新しい、いい積雪を求め、私は角から角へと歩き続け、そのうち、見覚えのある長椅い子すが目に入った。

　そこに、一つ人ひと影かげがあった。

　白い帽子に、白黒の長衣を着込んだ小柄な身体からだが、眠るように座り込んでいた。

　雪玉から、指先が知らずに離れた、

　瞬まばたく。

　よく見れば帽子は縁ふちが広い黒色の品で、服も黒一色だった。

　ただ、随分、長いこと座り込んでいて、雪が積もっているだけだった。

　立ちつくす。

　ただ、私の息が白い。

　永年、探していた光景が、そこに静かに冴さえていた。恐いくらい静せい謐ひつに。

　気がついたら、壊こわれそうなくらい真っ白な景色の中で、私の足が少しずつ歩き出す。

　誰だれも彼女に近づかなかったのだろう。ほとんど、くもり無い新雪を踏みしめて、私はその長椅い子すの前に立った。

「元気そうですね。カラさん」

　目ま深ぶかに被かぶった黒帽子の下、白い息がその人の胸元を染める。

「何て、呼べばよろしいでしょうか？」

　そっと訊きいてみる。

「クロハのままで呼んでください」

　素直な声。冴ゆる空気のように。

「そう、こんにちは。クロハさん」

「こんにちは」

　緩ゆるやかに上を向く黒帽子の下、私へと向けられた白い顔立ちは、いつか見た端正な笑顔。

　あの夜から、永年、私は、この人の、この笑顔を探していた。そんな気持ちに気がつく。

「お隣となり、よろしいですか？」

「お尻しりが冷たくてよろしいなら」

「構いません」

　クロハさんの隣に積もる雪を払い、私は彼女の隣に座り込んだ。

　積もる雪の中に、淡くあしらわれているのは水仙なのだろう。

　しばらく、お互い沈ちん黙もくする。

「シンセンを離れて、いいんですか？」

「冬は暇ですから。カラさんはいいのですか？」

「冬は暇ですから」

　何か、懐なつかしい会話。

　二人だけのお芝しば居いのようなやりとり。少しだけ、心が昔に戻る。

　それでも、私達はあまり顔を合わせなかった。

　冬景色の高台、雪色の枝葉を広げる木々をぼんやりと眺める。

「ここ、お祭りがありました。年の暮れです」

　ちょっとした話題を振ると

「少し騒そう動どうがあったと耳にしてます。ご無事で何よりです」

　穏おだやかな返答が返ってきてくれた。

「シンセンこそ、二にの宮みや様と大変だと聞きました」

　私の言葉に少しだけ考える表情をしてから、黒帽子の下で吐と息いきが柔らかく広がる。

「ああ、いつものことです」

　横顔が笑っていた。

「いつもの？」

「二宮スズマは、もう半世紀ほど一いち宮みやシンセンを挑発しています。七都市の乱立につけ込み、確かに最近は強そうですが、見かけほどではありません」

　気が遠くなるようなことを口にしてから、彼女は目を細めた。

「私としては、貴方あなたの側に立つ二人組のほうが手て強ごわそうです」

「気ままな方々です。一宮の姫を高く評価されてます。シンセンは評価されてませんが」

　仲良くしてくださいとは言えないけれど、分かり合っては欲しかった。

「一宮の姫をですか？」

　クロハさんはすごく柔らかい表情で、私に横目を向けた。

「カラさんだけに教えますけど、実は一宮の姫は何人もいるんですよ」

「はい？」

「私がふらふらできるの、そう言うことです。ちなみに、私が一番偉そうなので、一応、本物です」

　とぼけたような口調が似合う表情。

「そうなんですか？」

「秘密ですよ。カラカラさんの正体と一いつ緒しよです」

「そうですね。秘密ですよね」

　小さな子供同士みたいな会話が、すごくくすぐったくて、変に嬉うれしい。

　いつまでも、いつまでも、こんな風にお喋しやべりしたくなる。

　色々なことをお話ししたかった。テン様やトエ様のこと、ヒカゲさんや衣装役さんのこと、キリハさんや絵え描かきさんのこと、冬の日々や、遠くから眺めたお祭りの賑にぎわい、この人のことを思った毎日や、琥こ珀はく姫とのお別れ、思いつくまま、何でもお喋りしたくなる。

　だけど、そうも行かないから

「一人減っちゃいましたね」

　やがて、私の声は他愛のない色を失い

「六むつ姫ひめになりました。長くない先に、さらに淘とう汰たされて行くでしょう」

　クロハさんの声は、いつかのように生き真ま面じ目めな色。

「どなたとも、お会いしてみたいです。彼かの方々が何をしているのか、何を目指しているのか、何を求めているのか、知りたいことがいっぱいあります」

「穏おだやかに七の宮みや姫ひめ達が、宮都市が営みを続け、世を詠うたうのも鮮あざやかでありましょう。そのかたちを愛めでて、明日を夢見るのも一いつ興きようと思います」

「でも、その明日をクロハさんは少しも信じていないのですね」

「東とう和わというかたちを私は愛いとしんでいます。ですが、不変なかたちではありません。そして、不変な物に愛はいりません。物事は移ろう物です」

「私も、クロハさんも、私の大切な人達も、出会った方々も、移ろう季節に生を受けました。だから、それが好ましくて仕方ない。そんな気がします」

　出会った人達や、目にした光景、耳にした言葉、色々な出来事を思い出す。

　二人して静かに、静かに降る雪を眺めて、しばらく時を過ごす。

　恐いくらい穏やかな沈ちん黙もくが、何もかもどうなってもいいような、柔らかすぎる感触。

　それから、少しして

「この東和より外の世界。中ちゆう原げんは勢力を拡大しています。やがて、雪の訪れのように、東和にも迫るでしょう」

　クロハさんが独り言のように語る。

「だから、他ほかを潰つぶしているのですか？」

　東和統一。一いち宮みやの黒こく曜よう姫なら考えても不ふ思し議ぎない主題。

　黒装しよう束ぞくの胸元で、大きな白い煙。大きく息をついたのだろう。

　これならば、この人の心の動きがいつもより見えそうな気がした。

「私も仲間が欲しかったんですよ」

　ぽつりと、彼女は呟つぶやいた。

「シンセン内外の貴族や権力者に、東和の未来を担う人が見つからなかった。同じ立場の人間ならば、そうも思いましたが、満足できるほどの相手はいません」

　目ま深ぶかに被かぶっていた帽子が、雪を崩してかぶり直される。

　真まっ直すぐな眼まな差ざしの横顔。

　吐と息いきが淡い。

「貴女あなただけ違いましたが」

　その顔は前方の雪景色を見ていて、私を見ることはなかった。

「いい人でしたよ。私より、琥こ珀はく姫」

　反論する私。

「晩秋の貴女の演説、正しかったんですよ。彼女は七なな姫ひめで一番弱く脆もろかった」

　黒帽子の下で、その目は遠い。

「一人で責任を取ろうとして、取れなくなって、泣くことも出来ずに自分が壊こわれて行く。そうした人でした」

　分かったような口をきく私だけれど、半分以上誰だれかさんの受け売り。

「次に脆もろいのは常磐ときわです。人を攻こう撃げきして、正当性を確認しなければならない性質。彼女も早く滅びるべきです」

「七なな姫ひめ、全部を知っているみたいね」

「はい。知ってます」

　冗じよう談だんではないのだろう。

「皆、真ま面じ目めな方です。ですが、それだけです」

「それではダメなの？」

「王のいない世界ですから、姫ひ殿でん下かは特別な覚悟が必要でしょう」

　私には無い。買いかぶられている。

「姫って、何だろう？」

　膝ひざの上に降り積もる雪を眺めて、呟つぶやいてみる。

「この雪のようなものです」

「雪？」

「一つの季節の象徴。その季節の役割を果たして行く一いつ時ときの過か客かくです」

「違うよ」

「違いますか？」

「雪はみんなだよ。私達みんな」

「……」

「溶けて行く破片です。移ろいのかたちです」

「そうですね」

　また、沈ちん黙もくが続いた。

「私について来ませんか」

　その一言で、とても長い沈黙が終わったのは、どれくらいしてからだろう。

　その言葉を聞きたくて、そして、その言葉が恐かった冬が、もうすぐ終わる。

　首を振る。

「もう先約があるから」

「……そうでしょうね」

　ゆっくりと、雪を崩して黒衣が起きあがった。

　冷たくなった身体からだを解ほぐしながら、彼女は帽子の雪を払う。

　冬服の上を、粉雪が舞まい散る。

「どこへいくの？」

「貴女あなたは？」

「いけるところまで」

「同じです」

　空を見上げるクロハさん。私も顎あごをあげて一緒になる。

　深い雲は、まだ雪を降らせ続けるだろう。

「雪好きです」

「ええ、私も」

「あの秋のお帽子預かってます」

「差し上げます。意外と、貴女にもお似合いかも知れませんよ」

　二人の視線がそれぞれに降りて、それから、どちらからともなく微笑ほほえみ合う。

「お元気で」

「貴女も」

　以前、別れた時のように、彼女は別の階段を降りていった。

　消えて行く黒帽子を黙だまって見送る。

　子供達のざわめきが背後でする。

　長いこと、私はそのまま座り込んでいた。

　頭の上に雪が積もり始め、だんだん、身体からだの熱が変になって行く。

　あの人は、どれほどこうして座していたのだろうか。

　冷たさと静けさが、いつの間にか心地よくさえなってしまう。

　ぼんやりと、同じように時を過ごしたいと願う。

「帰ろう」

　気がつけば、傍かたわらにヒカゲさんが立っていた。

　本当は側そばにいたのだろう。手袋など持っていない。

「冷たいね、雪」

　笑っちゃうほど、全身から力が抜けていた。

　何となく、立てない時間。

「永年ずつと、永年、こうしていたい気がする。でも、出来ない。だって、季節は変わる。やがて、雪解けの水が激はげしくなって、凍いて風かぜが過ぎて、山さん野やに色が戻って、それから、春の花。あの絵え描かきさんが描いたように」

　そして夏の空、秋の匂におい、また冬の静けさ。そうやって季節は流れる。

　それぞれの色を、その時々に人は詠うたう。

「泣くな」

「泣いてないよ」

　答えて声が震ふるえた。

「演じろ。強い役を」

「無理だよ」

　笑顔を作ろうとしたけど、頰ほおがかじかんで、うまくいかない。だって、冬だから。

「私、演じるの好きだけど、演じ合えるの好きだけど、あの人の高さに立てない。届かないよ」

　堪こらえられなくて、涙が零こぼれる。

　トエ様とテン様がうらやましかった。

　釣り合いの取れる高みを共有出来る人達が。

　何も言わなくても、遙はるかな高みを目指し合える人達が。

「あの人、絶対、どんな高みでも満足できない人だ。そういう人、たまに居る。憧あこがれるけど、私は憧れ続けるだけで満足しちゃう」

　静かな雪が似合う人だけれど、あの人は立ち止まらない人だ。

　はるか上、遠い先を見ていないと気が済まない人だ。

　方向こそは違うのだろうけれど、私の側そばの二人に少し似てる。

　そして、方向の違いで、多た分ぶん、どこかで戦わなければいけない人達。

「あの人、普通じゃ幸せになれない人だ」

「そうだな」

　ヒカゲさんは呟つぶやいたあと、珍しく言葉を続けた。

「あんたに少し似てるよ」

　雪の中、私は泣き続け、待ち続ける灰と黒の衣にも雪が積もり始める。

　そして、そんな日が過ぎて。

　私は一つ、大人おとなになる。

　多分、彼女も、見知らぬ他ほかの姫達も。

　出会った時、泣かないでいよう。あの人もきっとそうだから。

　お元気で、としか言えなかった私達の、たった一つの無言の約束。

　永年ずつと、優やさしく大人になろう。

　誰だれと出会おうと、誰と語ろうと、揺れる移ろいに足元を見失わずに。




　そして、また季節が巡る。
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　　　あとがき




　お待たせしました。

　とにかく、お待たせしましたとしか言えない『七なな姫ひめ物もの語がたり』の二巻をお届けします。

　今、この本を手にしてくださった貴方あなたが、一巻発売時から、ずっと待っていらっしゃった方でしたら、とにかく、平伏させていただき、ゴメンなさいです。

　お待たせして、本当に申し訳ありませんでした。

　そして、この作品を新しく手にとってくれた貴方には、初めまして高たか野のと申しますと、まずは、ご挨あい拶さつさせていただきます。

　この物語の一巻である前作で電でん撃げきゲーム小説大賞で金賞をいただき、こうして、続編まで書くチャンスを与えて貰もらえた駆け出しの作家であります。

　いや、続編を出させて貰えたのは、一巻が全然終わっていないと言われれば、全く終わっていなかったからかも知れませんが。

　実は前回、あれで終わるのも、ある意味、さわやかなのかもと思いました。正直、どこまでも続くお話なのですが、気持ちよく手を広げるのが難しいお話でもあります。少なくても、高野のような危なっかしい奴やつには、とっても難しい作品です。

　ですが、やっぱり、あいつらを見たかったんです。

　テンがけらけらしているのが、トエが噓うそをついているのが、そして、カラが笑っているのが、やっぱり見たくて見たくて仕方なかったのです。

　東とう和わという涼やかな風ふ情ぜいが漂う世界で、拙つたないながらも言葉を紡つむいで、そのかたちを情景として描いて見たかったのです。

　幸い、高たか野の以外にも、『七なな姫ひめ物もの語がたり』の続きを見たいと思ってくれた人達がいらっしゃいました。

　担当編集さんや絵え描かきさんが、お世話になった先輩の先生方が、同期の受賞メンバーの方々が、そして、誰だれよりも何よりも読者の皆様が、カラ達の物語が続くことを期待してくれました。

　温かいお声を掛けてくださった方もいれば、大切な助言をしてくださった方もいました。

　書店での新刊チェックや、新刊予告の情報を気にしてくださった読者様もいました。

　こんな駆け出しにファンレターをくださった方まで何人もいました。

　何とか、皆様に喜んで貰えたら、そう願って、この作品を世の中に送り出します。

　どうか、世界のかたちが、皆様に豊かでありますよう。




　話は変わってしまいますが、このあとがきを考えている時、第十回電でん撃げきゲーム小説大賞の授賞式に、高野も前回の受賞メンバーの一人としてお呼ばれしました。

　遅筆で不ふ甲が斐いない高野は、来らい賓ひんの端っことして出席するための新幹線の中で、まだ本編の誤字脱字をチェックしてたりしていました。

　あとがきをどうしようかと悩んだりしながら、先輩方や同期の方々、編集部の方々とご挨あい拶さつし、そして新しい作家さん達と出会いました。

　皆さん、とても魅力的で刺激的な人達でした。

　この本が発売される、すぐ翌月には、第十回の受賞作品が書店に並ぶそうです。

　おそらく、新しい作家さん達もかなり活かつ躍やくされることでしょう。ぼんやりしていると抜かされパワーを感じています。何せ、記念すべき十周期に選ばれた方々なのですから。

　新人賞をいただいてデビューするのは、ほとんどの作家志望者の夢で、その中でも、電撃ゲーム小説大賞は特別に価値ある新人賞なのだと、あらためて感じる一日でした。

　不ふ肖しようの身ながら高野も、先輩方や電撃文庫の方々が築き上げ、読者の方々が愛している、この電撃ゲーム小説大賞の出身者として、面おも白しろ可笑おかしい作品を世の中に出して行かなければと、つくづく思う毎日です。




　あと、これは余計かも知れませんが、このシリーズを読まれた読者の方々にご注意を。

　前回、きちんと記すべきだったのですが、この作品には多くの造語が使用されています。

　季節の詠よみ名な、十二の詠み枝えだ葉は、命みこと月づき、雪ゆき終おわり、息い吹ぶき、櫻さくら帰がえり、緑みど渡わたり、水面みなも、空から澄すみ、高たか夏なつ、早はや風かぜ、名な無なし、雪ゆき祭まつり、終しまい月づき、時とき言こと葉ば、特にこの辺です。

　宮みや姫ひめや黒くろ綾あや、姫ひ殿でん下かなんかもです。

　これらは東とう和わという世界を彩る小道具として用いられた、『七なな姫ひめ物もの語がたり』用の表現です。

　主に俳句などに用いられる季語や古語と併用して、本編中に織おり交ぜてありますので、非常に区別しづらくなっております。

　作者自身もたまに区別できなくなります。

　間違って、高たか野のの思いつきで出来た変な言葉をどこかで誤用しないよう、くれぐれもご注意ください。特に、新人賞を狙ねらうお若い方はお間違いないよう。




　最後になりましたがこの場を借りて、お礼の言葉を。

　この作品に関かかわってくださった電撃文庫の皆様、辛しん抱ぼう強づよくお付き合いしてくださった担当編集さん、鮮やかな温もりを感じるイラストを提供してくれた尾お谷たに先生、そして、この本を手にしてくれた読者の皆様に、心よりの感かん謝しやを。

　お待たせした全ての方には、もう一度、ゴメンなさい。そして、ありがとうございます。

　カラは元気です。

　どうか、また、カラが笑顔で皆様に会えるよう、皆様のお力を貸してください。





高たか野の和わたる　
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高たか野の 和わたる

１９７２年生まれ。名古屋出身。２００３年に、どうにか、栄ある電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞作家としてデビューに成功するも、何だか危なっかしい毎日を過ごす駆け出し作家。同期の先生方に置いてかれないよう次作は早めにが目下の目標です。
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イラスト／尾お谷たにおさむ

兵庫県出身。小さい頃から宮崎駿氏の映画が大好きで、絵にもいろいろと影響を受けている。好きな俳優はナタリー・ポートマンとリバー・フェニックス。好きな飲み物は紅茶。イラスト以外に風景画なども描いたりする。
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高たか野の 和わたる
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